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　序章　―Prologue―







　あれは何年前のことだったかな。四年、五年……いいや、もう少し前だ。モニカが屋や敷しきにこもるようになって、しばらくしてだったから、六年前だ。

　泣き虫で、いつも僕の後ろに隠れていたモニカ。友達とも引き離され、寂さびしい思いをしているだろう。そう思ってこっそりと彼女を訪ねた。

　誰にも気づかれないよう、最さい善ぜんの注意を払はらった。

　それなのに、踏ふみ込まれてしまった。

　お付きの者も誰もいない。たった一人、単たん騎きで駆かけつけてきた殿でん下かはいきなり剣けんを抜いた。

　――誰がここに来ていいと言った！

　嫉しつ妬と深いのは知っていた。臆おく病びようなのも知っていた。取り巻きをモニカから引っ剝ぱがすくせに、自分からは近づけない。自分に自信がないから、他の男が彼女に近づくのを嫌いやがる。

　常々怒おこらせると何をしでかすか分からない王子だと思っていたけど、本当に命の危険を感じたのは初めてだ。あのとき公こう爵しやく様が駆けつけてくださらなければ、確実にどちらかが大怪け我がをしていただろう。

　あれは喧けん嘩かなんて生なま易やさしいものじゃなかった。

　なのに、喧嘩にされた。

　ウェスタイン家の使用人達が震ふるえて見守るしかなかったほどの、十四歳の少年達の恐ろしい子供の喧嘩。

　父がティマエス陛へい下かに膝ひざをつき、謝ったのをよく覚えている。僕が悪いのか？　いいや、先に襲おそい掛かってきたのは殿下の方だ。それなのに、父は僕を厳きびしく叱しかった。

　そうして僕はモニカから引き離された。いくら嫌だと言ってみたところで、子供の力じゃどうにもならない。泣く泣く父の領りよう地ちについて行った。

　その後のことを、僕は知らない。王都の式典でも父は僕を公爵様に近づけさせなかったし、モニカの姿を見ることはなかった。貴き族ぞくの娘むすめが社しや交こう界かいに出る十五歳になっても、十六歳になっても。

　もう彼女に会うことはできないのだろうか。

　心の片かた隅すみに引っ掛かったまま時を過ごしていた僕の耳に、ある知らせが入ってきた。

　隣りん国ごくペンテレイアに遊ゆう学がくしていた公爵令れい嬢じようが、カゼルラに戻ってきたというのだ。

　モニカだ。彼女は他国へ行っていたのだ。

　しかし、喜ぶ僕は噂うわさの続きを聞いて愕がく然ぜんとした。

　モニカは帰ってきた。

　ただし、アレクシス殿下の恋人として――――。







　第一章　大人の男はやきもち焼かない







　ウェスタイン邸ていの中庭に面した大きな窓からは、明るい陽ひの光が射さし込んでいる。

　初夏の気持ちいい風に白いカーテンが揺ゆれ、外に広がるのは青々とした芝しば生ふだ。その奥には緑深い林があり、多くの動物が暮らしている。

　そんな林や庭から動物達が簡単に出入りできる書しよ斎さいで、モニカは読みかけの本を置いた。

「お父様。お断りして」

　娘むすめの返答に、部屋の中央、来客用のソファに座っていたロスター・ウェスタインはいささか驚おどろいた顔をする。

「なぜだ？　ヨシュアとお前はとても仲が良かっただろう。向こうが会いたいと言っているのだから、一度会うだけでも」

「駄だ目めだよ。ヨシュアとだけは絶対に会わない」

　モニカは父の向かいに腰を下ろすと、ぴたりと視線を合わせた。

　大きな翠すい緑りよくの瞳ひとみ。緩ゆるく波打つ亜あ麻ま色いろの髪は長く、腰まで届いている。王おう宮きゆう将しよう軍ぐんを務つとめる父とは対照的に、可か憐れんで大人しやかな容よう貌ぼうだが、その瞳の輝きは明るい気性を物語っていた。

「アレクとヨシュアがどういう関係か、お父様だってよく知ってるでしょう。ぼ……私も懐なつかしいし、会いたいとは思うけど」

　いつもの癖くせで「僕」と言いかけ、何とか飲み込む。ここ数年で慣れ親しんだ言い方だが、最近は意識的に変えるようにしていた。

　モニカの言葉に、ロスターは無言でカップを手に取る。

　ヨシュア・デル・カッセロ。カゼルラ王国の北ほつ方ぽうに領りよう地ちを持つ諸しよ侯こうの長男だ。

　デル・カッセロ地方は鉱こう山ざんの多いルーニア王国と国こつ境きようを接しており、原石がカゼルラに輸ゆ入にゆうされる際の通り道になっている。そのため工房や優ゆう秀しゆうな職人が集まり、過去に職人達を組織化した領りよう主しゆが、時のカゼルラ王から爵しやく位いを賜たまわったのだ。

　当時から百年近く経たった今も宝石細ざい工くの有名工房が立ち並び、特に領主の城のあるディースの町は流行の始まる町とも言われている。

　そんな歴史を持つ伯はく爵しやく家のヨシュアは、アレクと同じ年であり、モニカが王宮に通っていた頃の幼おさな馴な染じみの一人だ。

　モニカに近づく者を蹴け散ちらすアレクに負けず、最後の最後までモニカの側そばにいた。モニカが屋や敷しきにこもるようになってからは、家に来てくれたこともあった。それがアレクにばれて、決けつ闘とう騒さわぎにまで発展してしまったことがある。

　そんな因いん縁ねんのある相手と会うなど、アレクがどう思うか。

　しかし側に控ひかえていた侍じ女じよのローズは、少しだけ眉まゆ根ねを寄せた。

「モニカ様のお気持ちも分かりますわ。ですが、そこまで縛しばられるのもどうかと……。殿でん下かがモニカ様を信用なさっていないということではありませんか？」

「いや、信用されてないとかそんなことじゃなくて……」

「そうですぞ、モニカ様。結婚したわけでもなく、正式に婚約したわけでもない。殿下には殿下の交友関係があるのですから、モニカ様にもあってしかるべきです」

　ローズの父であり、ウェスタイン家を取り仕切る侍じ従じゆう頭がしらのクラウドまで口を揃そろえる。

　問題はそこではなくて、相手がヨシュアだということにあるのだが、ロスターも同意とばかりにうなずいた。

「モニカ。父さんはお前にもう少し広い目を持ってほしいのだ。まだ若いし、社しや交こう界かいにも出ていないだろう？　もっといろんな人と出会って、その上で殿下を選ぶなら父さんも文もん句くはない。だが、まだ一人に決めてしまうのは早いし、お前は男を知らなさ過ぎる」

「なに言ってるの。兵士団にいたんだから、知ってるに決まってるじゃない」

　モニカは呆あきれて肩かたを落とした。

　十三歳から十七歳まで、隣りん国ごくペンテレイアで少年として暮らしていたモニカだ。そのうち二年は下級兵士として仕事に従じゆう事じしており、宿しゆく舎しやに住んでいたため仲間とは寝食を共にしていた。男の生せい態たいについては、ある程度分かっているつもりだ。

　しかしロスターは、ずいと身を乗り出す。

「いや、もっとこう、貴き族ぞくの男性とだな」

「でも貴族だろうが平民だろうが、一皮剝むけば同じだと思うんだ。男って」

「一皮剝けば！　モニカ様のお口から一皮！」

「ごめん、クラウド。基本的には、っていう意味で」

　令れい嬢じようの言葉として相応ふさわしくなかったようだ。クラウドが純白のハンカチで目元を押さえ出したので、モニカは素直に訂てい正せいした。

　なんともいえない顔で聞いていたロスターは、咳せき払ばらいで話を元に戻す。

「とにかく。久しぶりなんだし、会ってみなさい。ヨシュアにはそう返事をしておいたし、殿下には誤ご魔ま化かしておくから」

「余計にややこしい！」

　考えるだけで恐ろしい展開だ。

　勝手に話を進める父に、モニカは居住まいを正した。

「お父様。アレクのことどう思ってる？」

「……素晴らしい方だ。知識も教きよう養ようもあり、性格的にも穏おだやかで外交感覚も優すぐれている。無茶はしないが、慎しん重ちよう過ぎるわけでもない。心身ともに健すこやかで丈じよう夫ぶな方だ。それに、身分にとらわれず人を見る目がある」

「だったら！」

　腰を浮かせたモニカに、ロスターは形ぎよう相そうを変えた。

「あくまでも王太子として、だ！　お前に対しては情けない、余よ裕ゆうがない、すぐ泣く、そのくせ押しが強くてわがままで人の気持ちを考えない！　止まらないといけないところで突っ走る！」

「だからそれは改かい善ぜんされてるし、アレクだって！」

「いいや、駄目だ！　恋愛で公こう務むに支し障しようが出る男は絶対駄目！」

「出ない！　出さないように私が気をつける！」

「だから、その考え方が甘いと言っている!!」

　あくまで譲ゆずらないロスターに、モニカはうぬぬと唸うなって立ち上がった。

「お父様のバカっ！」
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「ほう。それで私の出した課題を忘れてきた、と。そう仰おつしやるのですね、モニカ様は」

　穏やかな声で言われ、モニカは身を縮ちぢこませた。

　目の前に立つ男は、困ったようにモニカを見下ろす。年は三十代半ば。茶色い髪を丁てい寧ねいに後ろへ流し、秀ひいでた額ひたいを露あらわにしている。黒い上じよう衣いを隙すきなく着こなし、姿勢正しく立つのは王太子宮侍従長ラフィットだ。

「……ごめんなさい。お城に着いてから忘れたことに気づいちゃって」

　言い訳に、ラフィットは細い目を更さらに細めて微ほほ笑えんだ。

「全く、先が思いやられますね」

　優しげな声と表情は、他人からすれば「やれやれ、仕方がないなぁ」程度に見えるかもしれない。

　だが、それはまやかしだ。

　どれだけ見た目が優しかろうが、彼が「先が思いやられる」と言うのなら、それは本当に先が思いやられているのだ。要するに「あなたやる気あるんですか」と言われているのだ。ローズも気づけなかったことに責任を感じてか、一緒になって身をすくませている。

　これではロスターに甘いと言われても仕方がない。もう少し冷れい静せいに家を出て来ればよかったと嘆なげくモニカに、ラフィットは慈じ愛あいの笑えみを見せた。

「では、課題は家に帰ってから届けてもらえれば結構です。夜は殿下がカヴァルカンティ侯こう爵しやく閣かつ下かと会食をされますので、できればそれまでに。私も随ずい従じゆうする予定ですので」

「ハイ……」

　ラフィットの「できれば」。これすなわち「必ず」。どっしりと重い荷物を手渡された気分でモニカは返事をした。

　お説教が終わったと見て、女じよ官かん達がお茶を出してくれる。いちいち礼を言わないようにラフィットから言われているので、モニカはにっこりと会え釈しやくしておいた。

　そんなモニカに、一緒の卓に着いていた栗くり色いろの髪の少女が可愛かわいらしく笑った。

「ロスター将軍ったら、まだ認めてくださらないのね。殿下以上にモニカを愛する方なんて、この世にいるはずもないのに」

　髪と同じ栗色の瞳をいたずらっぽく煌きらめかせ、閉じた扇おうぎを愛らしい口くち許もとに当てる。

　モニカの礼れい儀ぎ作さ法ほうや淑しゆく女じよとしての所しよ作さ一般、裁さい縫ほう、刺し繡しゆう、ダンスの教師を買って出てくれたディア――カゼルラと並ぶ大国、ヴァルダンの第八王女オルディアーナ・エル・アディマーリ・ヴァルダンは、ラフィットの側に立つ男を見上げた。

「ロベルト様もそう思いませんこと？」

「そうですね。しかし私は将軍の仰ることにもうなずけます」

「でもアレクシス殿下はモニカのことが大好きですのよ？　それなのに他の男性と会いなさいだなんて、殿下が傷ついてしまわれるわ」

「殿下もある程度は覚かく悟ごの上です、しかしそこまで気に掛けて頂けるとは……。姫は本当にお優しい」

「嫌いやですわ、ロベルト様ったら。優しいだなんて……！　それに、わたくしのことはディアと呼んでくださいと申し上げましたのに……」

「おお、そうでした。では……ディア」

　きゃあああっと悲ひ鳴めいをあげて身み悶もだえるディアを、うんざりした声がたしなめた。

「いい加か減げん、やめてはどうだ？　何の練習にもなっていないぞ」

　心しん底そこ呆れた顔で言うのは、ディアの従じゆう者しやであるレオだ。襟えり足あしに掛かるぐらいで無む造ぞう作さに切られた白金プラチナの髪に、青い海のような瞳。物語の王子のような優ゆう美びな顔立ちをした、男性にしては華きや奢しやな部類に入る彼は、従者なのだがディアと非常に仲がいい。

　ディアは、傍かたわらに立つレオを振り返る。

「でもレオ、こういう積み重ねが大事なのよ」

「そうですよ、レオ様。俺だって兄さんには幸せになってもらいたいんですから」

　と、声真ま似ねと物真似でディアの相手を務めていたマーシュは同意した。

　第一王子アレクシスの侍従であるマーシュは、長い金色の髪をリボンで一つにまとめた優やさ男おとこだ。近この衛え騎き士し長ちようを務める厳いかつい兄、ロベルトとは似ても似つかない。

　弟というだけで練習相手に駆り出されているマーシュに、レオは憐あわれみの目を向ける。

「相手をしてくれるのはありがたいが、ロベルト殿どのが言いそうにないことばかりでは意味がないだろう」

　誰もが思うつっこみに、ディアはしゅんとする。

「だって……なんだか避さけられているみたいなんですもの。告白もうやむやになって、あの後目が覚めたらロベルト様はいらっしゃらなかったし」

　あの後というのは、ディアが秘めた恋心を思いもかけずロベルト本人にぶちまけ、気絶した後のことだ。

　モニカはすっと目を細めた。

「……ロベルト。逃げたね」

　返事もしないとは、男らしくない。モニカがむくれると、レオがため息をついた。

「では今からロベルト殿を呼んでこよう。ここで返事をしてもらう」

　部屋を出て行こうとされ、ディアはぎょっとしてレオの服を摑つかむ。

「待ってレオ！　今日のドレスじゃ駄目だから明日にして！」

「では明日で予約を取ってこよう」

「あああ明日はモニカとお買い物に行くから駄目！」

　全力でディアに宣せん言げんされ、モニカはきょとんとする。

「え？　ロベルトの返事を聞くんなら私は遠えん慮りよするけど」

「いやよモニカ！　明日は絶対行くのよ！　ロベルト様とはお会いできません！」

　せっかく気を利きかせたのに、嚙かみ付かんばかりの勢いきおいで断る。本当に小さな歯にガブリとされそうでモニカが身を引くと、レオは澄すました顔で提てい案あんした。

「では明後日あさつてで」

「いや――!!　レオ、もうちょっと待って！　あんな、あんな勢いで告白して……！　きっと迷めい惑わくに思ってらっしゃるわ！　返事なんて怖こわくて聞けない！」

　泣き顔で縋すがりついてくるディアを受け止め、レオは「分かったか？」と言うようにモニカに目を向けた。

　モニカだけでなく、ラフィットやローズも苦笑する。どうやら逃にげているのはロベルトだけではないらしい。

　レオの腹に顔を埋うずめてしまったディアを、マーシュは優しく慰なぐさめる。

「迷惑ではないですよ。嫌きらったり迷惑しているなら、兄さんはハッキリ言いますから。言えないのは、あなたの身分や自分の年ねん齢れいやら外見やらに悩んでるからです。俺も早く姫を義あ姉ね上うえとお呼びしたいですよ」

「あ・ね・う・え!!」

　ディアはこぼれんばかりに目を見開き、顔を上げる。マーシュの言葉を反はん芻すうし、やがてぼっと顔を上じよう気きさせた。

「いやあぁぁぁああだ、もう！　義姉上だなんて照れてしまうわ！　あああ心しん臓ぞうが痛い……！」

「はっはっはっー！　なんだったらもう姫じゃなくて義姉上って呼んじゃいましょうか」

「もおおおっ！　マーシュったら！」

「うるさいっ!!」

　ディアの高い嬌きよう声せいがこだますると、突然一いつ喝かつが響ひびいた。

　全員が卓のすぐ隣となりにある寝しん台だいに目を向けると、絹きぬの夜よ着ぎに寝ね乱みだれた髪のままの少年がガバッと布ふ団とんを跳はね除のけこちらを睨にらんでいた。

「どうして僕の部屋でやるんだ!?　病人がいるって分かってるのか!?」

　寝苦しかったのか、いつも綺き麗れいに梳すいてある髪はぐしゃぐしゃだ。美しい薄うす紫むらさきの目には涙が浮かんでおり、十六歳の少年とは思えない小こ柄がらな体と相あいまって少女のように見える。

　カゼルラ王国第二王子エリオットの訴うつたえに、モニカは立ち上がると寝台に歩み寄った。

「ごめんごめん。エリオが暇ひまかと思って来たんだよ」

　エリオそっちのけで好き勝手しゃべっていた一同は、その声にうなずく。

　数日間、原因不明の高熱に苦しんでいたエリオだが、もうすっかり熱は引いているらしい。心配性のお付きの者達に寝ていることを強きよう要ようされ、退たい屈くつしているだろうとお見舞いに来たのだ。いつもなら、モニカは王太子宮のディアの部屋でレッスンを受けている。

　乱れた髪を手て櫛ぐしで梳いてあげると、エリオはうるさそうに頭を避よけた。

「勝手に触さわるな。姉さんぶるのやめろ」

「弟っていいよね！」

「知るか！　個人的要望を僕に押し付けるな！」

　機き嫌げんの悪い猫のようなエリオにモニカがわくわくと相手をしていると、ディアは気き遣づかわしげに首を傾かたむけた。

「お加減はいかが？　熱は下がっているから大丈夫でしょうけど」

「また上がりそうですよ、姫」

　怒りを堪こらえて答えるエリオに、マーシュはいそいそと羽毛布団を掛けなおす。

「それはいけないなー。エリオ様、安静に安静に」

「だったらまずお前達が出て行け！」

　お茶を、薬を、リンゴを剝きましょうか、いや摩すった方が、と構い倒されエリオは嘆く。

「くそー！　アーノルドがいてくれればこんなことにならなかったのに！」

　エリオの側そつ近きん中の側近、守護者である従者のアーノルドは今日は王宮侍従長グイドの補佐として本ほん宮ぐうに行っている。

　アーノルドはまだ二十四歳という若さだが、エリオの侍従長兼教育係兼近衛騎士長兼乳ち兄きよう弟だいで母親代わりだ。今日も部屋に彼がいれば、エリオがこんなに寝苦しくなることはなかっただろう。

　いつもはラフィットなのだが、今日はアーノルドが行っていると聞き、モニカは記き憶おくを探った。

「王宮侍従長様って代替わりとかしてないよね？　だったら私が覚えてる方かただと思うんだけど」

　カゼルラ王宮ミゼリア城全体を総そう括かつする王宮侍従長グイドは、今年で八十歳になる高こう齢れいだ。健康なのだが足が不自由で、あまり無理をさせられないらしい。

　モニカが子供の頃、最後に王宮に行ったのは十歳だから七年前だ。そのとき侍従長は杖つえはついておらず、アレクは「じいや」と呼んでいた気がする。常に国王ティマエスの背はい後ごに佇たたずみ、笑顔を絶たやさなかったおじいさんだ。

　ラフィットは「様はいりません」とモニカに注意し、うなずいた。

「ええ、グイド様のまま替わっておりません。ティマエス陛へい下かがエレクトラ王女殿下とご結婚なさって、王太子となられたときからずっと侍従長をされています」

　そういえば、とエリオは口を挟はさんだ。

「この間グイドに聞いたけど、父上は僕とモニカを婚約させたかったらしい」

「ないなー」

　即そく答とうしたモニカに、ディアは可愛らしく笑う。

「うふふ、おもしろいご冗じよう談だんを」

「さすがは陛下ですねー。モニカ様が殿下の義いも妹うととか禁きん断だん過ぎる」

　マーシュの中では兄弟内の泥どろ沼ぬまが確定しているらしい。笑いつつも、怖おそろしそうに体を震ふるわせた。すかさずエリオは補ほ足そくを入れる。

「まだセリディアーナ姫が兄様の婚約者だった頃の話だぞ。僕が相手なら兄様も危害を加えられないと思ったんだろう」

「子供がどちらに似ても、誰も不ふ審しんに思いませんものね。エリオ様なら率そつ先せんして自分の子だと仰るでしょうし」

　さらりと恐ろしいことを口にするディアに、モニカとローズはギャーッと悲鳴を上げた。

　マーシュ以上に具体的な話をされ、レオは白い肌はだをわずかに赤くして叫さけぶ。

「ディア――!!　君はどうしてそういう話に興味を示すんだ！」

「あらやだ、レオ。ありえない話の中でありえる要よう素そがあるから話に乗れるのよ？　だから、ありえない、というのが前ぜん提てい」

　しれっと言われ、レオはうめく。

　これ以上危険な方向へ話が逸それるのを阻そ止しするためか、ラフィットはぱんぱんと両手を打ち鳴らした。

「さあ、おしゃべりはここまでです。レッスンを始めましょう。ではオルディアーナ様、よろしくお願いします」

　真ま面じ目めな声に、ディアはぱらりと扇を開いて慎つつましやかに微笑む。とても心の中でイロイロ考えているとは思えない、姫君然とした姿だ。

　レッスンとは、ディアとの会話を通して、現在の各国の情じよう勢せいや王族について学ぶことである。

　ここからは言こと葉ば遣づかい一つ、仕し草ぐさ一つにラフィットやディアの注意が入る。ダンスのレッスンより歴史の勉強より、領地や諸侯の背景を覚えるより、モニカにとって一番肩が凝こるのがこの授業だ。

　ため息をついて寝台から腰を上げると、エリオがぼそりと言った。

「……嫌ならやめればいいだろう」

　微び妙みように心配そうな顔をされ、モニカは笑った。

「嫌じゃないよ。決めたんだ。アレクの隣に立つって」

　そのために乗り越えないといけないことは、たくさんある。幸い基き礎そはできているから、訓くん練れんあるのみだ。

　淑しとやかにディアとラフィットの前まで進むと、モニカは膝ひざを屈かがめて優ゆう雅がに礼をした。




　授業もあらかた終わり、ヴァルダン周辺の小国について話を聞いていると、客の来訪を告つげる女官とほぼ同時に、男が駆かけ込んできた。

「間に合った！」

　まだ室内にいたモニカに、男は美しい紫水すい晶しようのような瞳を輝かせる。

「アレク！」

　モニカが立ち上がれば、カゼルラ王国第一王子、王太子であるアレクシスはまっしぐらにモニカに駆け寄った。

「よかった。会議が長引いてしまって。今日はもう帰ってしまったかと思いましたよ」

　すれ違えば振り返ってしまいそうな端たん正せいな顔立ちに、すらりと均きん整せいの取れた体。優美さと精せい悍かんさを兼かね備そなえた青年は、エリオとディア以外の皆が次々と頭こうべを垂たれる中を、全く臆おくすることなく堂どう々どうと通ってくる。

　アレクはミゼリア城の政治の場である本宮からこの王族の住まう奥宮まで、レッスンを受けに来ているモニカに会うため、暇を見つけては馬で駆けつけてくるのだ。

　ちなみに白はく馬ばである。モニカがうっかり「アレクの馬ってやっぱり白馬？」と言ったばかりに、彼は乗馬を白馬に決めてしまった。

　部屋に来るなり真っ先にモニカに声を掛けた兄を見て、エリオは寝台の上でそっぽを向く。

「人の部屋に来ておいて挨あい拶さつもなし？　早く出て行ってほしいんだけど」

　むすっとしたエリオに、モニカは相そう好ごうを崩くずした。

「拗すねちゃってぇ。もう、エリオってば」

「誰が拗ねるか！　兄上、モニカをどうにかしてください！」

「モニカをどうにか!?　ハァハァ……。……いや、違う、ローズ。落ち着いてくれ。急いで来たせいで息が上がってしまっただけだ！」

「私は何も申し上げておりませんが。なぜ弁べん解かいなどなさるのですか。やましいことがおありなのですか、殿下」

　徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめ迫せまってくるローズから逃げるように、アレクは寝台の側に寄るとエリオの額に手を置いた。

「熱は？　ああ、もう下がってるな」

　いきなり覗のぞき込まれエリオは目を瞬またたいたが、我われに返ると真まっ赤かになった。

「子ども扱あつかいするな！」

　額に置かれた手を払おうとするが、アレクはさっと避けてしまう。

「ハハハ、お前にぶたれるほど甘くはないぞ」

「出て行け！」

　投げつけられた枕まくらを簡単に受け止め、アレクは声を上げて笑った。思った以上に元気な弟の様子に、嬉うれしそうだ。

「ちゃんと寝ておけよ」
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　優しく枕を戻し、アレクは帰り支じ度たくを済ませたモニカの手を取った。

「さあ、モニカ。馬車付き場まで送りましょう」

　マーシュとローズが従したがい、モニカはエリオや女官達に別れの挨拶をする。ディアを部屋まで送っていくラフィットは、モニカににっこりと微笑みかけた。

「ではモニカ様。課題をお待ちしています」

「も、もちろん。すぐ送るね」

　……すっかり忘れていた。冷や汗が出たが笑顔で答えておいた。家に帰ったら、すぐに取り掛からないといけない。

　エリオの宮をそれぞれあとにすると、マーシュは嬉しそうに声を上げた。

「ラフィット様、楽しそうですねー。生き生きしてますよ」

「あれって楽しんでるの？」

「ものすっっごい楽しそうですよ！」

　マーシュの力いっぱいの返事に、アレクもうなずく。

「無理はしていませんか？　辛つらいときはちゃんと言って下さいね」

　心配そうな顔をされたが、モニカからすればアレクの方が心配だ。

　こうして送ったり、一目会うためだけにアレクは様々なことを切り詰めて飛んでくる。ティマエス王に反対されている手前、二人が会うのはモニカがレッスンとして王宮に来ているときだけだ。空き時間にお互いを呼び寄せたりはしない。

　本宮から奥宮に戻るのも時間の掛かることであり、あまり無理をしなくていいと言ったのだが、「あなたが努力してくれているのに、私が何もしないなんて変でしょう」と返されてしまった。

　控えの間を出ると、外にはアレクの近衛騎士が三人待っていた。その中にマーシュの兄であり、騎士長である武ぶ骨こつなロベルトの姿はない。

　モニカ、マーシュ、ローズに黙って見上げられ、アレクは目を泳がせる。どうやらアレクがロベルトの味方をして、逃がしたようだ。

「そ、そうだ。モニカ、ペンテレイアのウィトス魔ま導どう師し長ちようがカゼルラに来られるそうですよ。先ほど国境から連絡が来ましたので、あと十日ほど掛かると思いますが」

「ウィトス先生が!?　本当に!?」

　あからさまに話題を変えられたが、その内容にモニカは叫んでしまった。

「公式ではなく個人の用だそうで。恐らくあなたに会うためでしょうが、うちの父が会いたいと言っているので城に滞たい在ざいしてもらうことになりました」

「すごい！　魔導師長様って、ほとんど外国には行かないんだよ？　例外はあるけど、ウィトス先生なんてその典てん型けいだったのに。よっぽどレームに会いたいんだね」

　レームとはモニカが飼かっている一いつ角かく獣じゆうである。元はペンテレイアの森に棲すむ聖せい獣じゆうであり、モニカに懐なついてしまったためカゼルラについて来た。魔道という不思議の術じゆつが残るペンテレイア王国の中でも特異な存在であり、魔導師長ウィトスが手元に置いておきたいと熱ねつ望ぼうした生き物である。

　そんな訪問の理由はともかく、モニカは興奮に頰を染めて両手を組んだ。

「でもウィトス先生と会えるなんて、すっごく嬉しいよ！　滞在先は王宮？　うちに来ればいいのに！　そうしたら先生とずっと一緒にいられるもの！」

「……………………………………」

　つないでいた手を離され、笑顔のまま無言になったアレクにマーシュが拳こぶしを握にぎる。

「大人の男！　大人の男！」

　謎なぞの掛け声が上がると、アレクは急に深しん呼こ吸きゆうしてにっこりと微笑んだ。

「あなたの喜ぶ顔が見られて嬉しいですよ。ウィトス様が到着したら真っ先に知らせますね」

「ありがとう、アレク！」

　単純に喜ぶモニカをローズは何ともいえない顔で見つめ、そのまま探るような視線をアレクに移す。

　ローズの鋭するどい視線を涼すずしい顔で受け流し、アレクはモニカを馬車に乗せた。

　窓から手を振るモニカと、胡う乱ろん気げに見つめ続けるローズに手を振り返す。

　馬車は噴ふん水すいの側を通り、ゆっくりと本宮の方へ去って行った。

　やがて建物の陰かげに入り、完全にその影かげが見えなくなる……。

「うああああああっ！」

　途と端たんにアレクは頭を抱かかえて仰のけ反ぞった。

　背後にいた騎士達が「殿下、しっかり！」「ご乱らん心しんだ！」と慌てて取り縋すがる。

　マーシュは身悶えるアレクに拍はく手しゆを送った。

「頑がん張ばった！　頑張りましたよ、殿下！　大人の男はやきもち焼かない！」

「うううっ……辛い！　帰れ、来るなウィトス様！」

「我が慢まん我慢。ウィトス様はモニカ様の保護者的存在ですよ。変にやきもち焼いては逆効果です」

　大人の男～大人の男～と呪じゆ詛そのように繰くり返され、アレクは本宮に戻るべく、ふらふらと白馬の元へ向かった。
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　屋敷に戻ったモニカは、芝生で遊んでいるレームを見つけ、室内から手て招まねきした。

「レームー！　おいでー！」

　呼べば、薄い灰はい色いろ掛かった子馬が一いち目もく散さんに駆け寄ってくる。なびく銀色の鬣たてがみに、神秘的な紺こん碧ぺきの瞳。まだまだ子供で、体は細く小さい。

　屋敷に入る寸すん前ぜんでその体から光がこぼれ、モニカの腕に飛び込んできたときには十歳ほどの少年の姿に変わっていた。

　純白の装しよう束ぞくに、銀色のふわふわとした柔やわらかな髪。顔立ちは驚くほど整ととのっていて、人間離れしている。人の姿を取れる一角獣レームは、つぶらな紺碧の瞳をキラキラとさせ、ちゅっとモニカの頰にキスをした。

「おかえり、モニカ！」

「ただいま、レーム」

　愛らしい額にキスを返し、モニカは腕の中の小さな体を抱き締めた。

「そうだ。すごいんだよ、レーム。びっくりだよ！　ウィトス先生がカゼルラに来るって！」

「うぃとす？」

「ペンテレイアのウィトス先生。長い黒髪で丸い眼鏡めがね掛けた大きい男の人！」

　長い髪、丸眼鏡、大きい男……。

　考え込んでいたレームは、しばらくして急に飛び上がった。

「やあああだああああああ！」

　モニカの腕うでから逃げようと、じたばたもがく。腕からすり抜けられ、モニカは慌あわてて純白の装束を摑んだ。

「えええっ、なんで嫌なの!?」

「怖いいいいい！」

「怖くない！　先生怖くないよ！」

「やだやだやだやああだあ！」

　勢いあまって床に転がったレームに、モニカも必死に床に寝そべった。ドレスが汚よごれるのもおかまいなしのモニカに、ローズは悲鳴を上げる。

「モニカ様！　床に寝転ばないでくださいませ！」

「ごめん、ローズ！　動物を説得するには目線を合わせなきゃ駄目なんだ！」

　モニカはえぐえぐと泣きだすレームに添そい寝ねするように寄り添うと、その涙を拭ぬぐってやった。

「先生、用事がないと魔ま道どう宿舎からも出ない人なんだよ？　そんな人がカゼルラまで来るなんて、よっぽどレームに会いたいんだよ。会うときは私も一緒についてるから、そんなに怖がらないで。ね？」

「モ、モニカ……？」

　優しく説得を続けていると、突然、頭ず上じようから男の声が降ってきた。

　聞いたことのない声で名を呼ばれ、モニカは驚いて身を起こした。ローズも目を見開いて背後を振り返る。見知らぬ人物の出現に、レームが短い悲鳴を上げて机の陰に逃げた。

　ローズのすぐ後ろ。いつの間に部屋に入ってきたのか、一人の青年が立っていた。

　旅行用の外がい套とうをまとい、案内の使用人が背後にいるということは、屋敷に着いたばかりなのだろう。

　緩く癖のある髪は明るい茶色で、男性にしては色白のため、全体的に華はなやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。今は驚きに表情をなくしているが、微笑みをもって夜会にでも行けばあっという間に女性に囲まれそうだ。

　床に座りこんだまま、モニカは呆ぼう然ぜんとしている青年をまじまじと見つめた。

　知らない男だ。

　だが、全く見覚えがないわけではない。

　その、猫を思わせる金茶色の瞳。背の高さも顔つきも何もかも変わってしまったが、大好きだった瞳の色は変わらない。

「ヨシュア……？」

　それは子供の頃、ミゼリア王宮で自分を慰め、最後まで一緒にいてくれた少年のものだった。

（ヨシュア……！）

　認識した瞬しゆん間かん、モニカは飛び上がるように立ち上がった。

「ヨシュア！　ヨシュアだよね？　久しぶり！　元気だった？」

　満面の笑みで駆け寄れば、ヨシュアは怯ひるんだように一歩後ろへ下がった。

「モニカ……？」

「モニカだよ！　本当にすっごく久しぶりだ！　どうしたの急に？」

　ヨシュアは目の前に立つモニカを、上から下まで見つめる。

「モニカ……？」

　金茶色の瞳が困こん惑わくするように揺れる。

　少しの沈ちん黙もくがあったが、やがてヨシュアは微笑んだ。

「元気そうだな。公爵閣下から話は聞いてくれたか？　迎えに来たからデル・カッセロへ行こう」

「え？」

　目が点になった。にもかかわらず、ヨシュアはモニカの腕を取ると強引に歩き出す。使用人達がおろおろする中を玄げん関かんへと引きずられ、モニカは我に返った。

「待って、どういうこと!?　僕は行かないよ！」

「僕!?」

「わ、私！」

　うっかり口をついて出てしまったが、大おお袈げ裟さなほど驚かれる。その間もヨシュアは足を止めず、モニカは屋敷の外に連れ出された。

　広い前庭には二頭立ての箱馬車が止まっていて、前後には一人ずつ馬に乗った護ご衛えい騎士が控えている。

「離して！　ヨシュア！」

　がむしゃらに腕を振り回すが、ヨシュアは難なく押さえつけるだけだ。

「お父様は許可したかもしれないけど、私は断ったよ！　こんなの急すぎる！」

　来ると聞いてはいたが、まさか今日だとは思わなかった。動どう揺ようするモニカを助けようと、ローズが背後から追い縋る。

「伯爵様、ご用意致しますのでお待ちを！　私も参ります！」

　ヨシュアは馬車の扉とびらを開けると、首だけで振り返った。

「ローズ。君は来なくていい。フォーレの町に付き人を待たせてあるから、必要な物はそこで揃える。一ひと月つき後には戻るから心配するな」

「一月!?」

　ローズだけでなく、モニカもぎょっとして叫んだ。冗談じゃない。そんな建国記念パーティの間ま際ぎわまで時間を取られるわけにはいかない。

「待って！　離して！」

　叫んで暴あばれたモニカだが、強引に腕を引かれ体勢を崩す。あっという間に抱き上げられ、馬車の中に放り込まれていた。

　出ようとするが、ヨシュアは出口を塞ふさぐように乗り込む。扉が閉まりきらないうちに馬車が速度を上げて走り出し、モニカは勢いあまって座席に倒れ込んだ。

「モニカ様！」

　追いかけるローズの姿が、ぐんぐん遠ざかる。

　小さな窓では顔しか出せず、モニカは必死で顔を突き出す。だが、すぐにハッとした。

　なすすべもなく立ち尽つくすローズの脇わきを、白い装束姿の少年が走り抜けたからだ。

「レーム！」

　屋敷の中から飛び出してきたレームは、あっという間に子馬に姿を変える。

　ローズが止めるのも聞かず、モニカを乗せた馬車を追って駆け出した。







　第二章　森の古城







　空は一面橙だいだい色いろに染そまり、涼すずやかな初しよ夏かの風がなだらかな緑の丘きゆう陵りようを渡っていった。

　大きくうねりながら広がる丘にはまばらに樹が生えているだけで、視界を遮さえぎるものはほとんどない。その丘陵地帯の中央には森があり、深い木々の中から二本の尖せん塔とうが覗のぞいていた。西の丘には、沈む夕ゆう陽ひが見事な姿を見せている。

　旅行用にとヨシュアから贈おくられた青のドレスの裾すそを持ち上げ、モニカは馬車から降り立った。

（ここがデル・カッセロ領りよう……？）

　ヨシュアが領りよう主しゆとして治おさめる土地なのか。

　猫のように擦すり寄ってきたレームの額ひたいを撫なで、モニカは橙と緑に分けられた地平線を眺ながめた。最後に立ち寄った村は遠くに影かげが見えるだけで、馬がいなければ夜通し歩くことになっただろう。

　王都ネルトハイムから四日の行程を乗り継つぎ、辿たどり着いたのは丘の森に建つ古こ城じようだった。

　灰はい色いろの切石でできた城は二つの棟とうで構成されており、かなり大きい。城壁は重じゆう厚こうで、ミゼリア城のような現代風で華はなやかな城とは対照的だった。

（魔ま道どう宿しゆく舎しやみたい）

　その歴史を感じさせる厳いかめしさ、尖塔や造つくりが、不思議の術じゆつを扱あつかう魔ま導どう師し達が暮らしていたペンテレイアの建物を思い出させた。

「モニカ、こっちへ……」

　近づこうとしたヨシュアは、レームに首を向けられ足を止める。レームの碧あおい目が鋭するどくなり、口からは低い、狼おおかみのような唸うなり声が漏もれたからだ。

　一歩退しりぞいたヨシュアに、モニカは慌あわててレームの頭を抱き込む。

「大丈夫だよ、レーム」

　ヨシュアのおかげで唸ることを覚えたレームだが、そのせいで「本当に馬か!?」と疑われる羽は目めになった。なだめれば唸ることはやめたが、全身の緊きん張ちようは解とかない。
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　城に入る前に、モニカはきっぱりと言った。

「ヨシュア。招待してもらえて嬉うれしいんだけど、一ひと月つきもいられないんだ。建国記念式典までにしないといけないことが多くて。だから……えーと、一週間！　一週間だけ滞たい在ざいさせてもらうね」

　明日帰る、と言うのも失礼な気がして提てい案あんしたのだが、ヨシュアは面めん食くらったように動きを止めた。

　じっとモニカを見つめる。

「ど、どうしたの？　ヨシュア」

　何かまずいことでも言ったのだろうか。

　モニカが困こん惑わくするほど長い沈ちん黙もくの後、ヨシュアは出迎えに出ていた使用人達を振り返った。

「……分かった。まずは部屋に案内しよう」

　視線を外されほっとしたモニカの前に、一人の少女が進み出る。

「ユノと申します。なんなりとお申し付けください」

　モニカよりも何歳か年下だろう。見習いから上がりたてのような、黒い瞳ひとみの可愛かわいらしい少女だった。

　ユノの先せん導どうで城内へ向かい、ヨシュアは優ゆう雅がに手を差し出す。

「どうぞ、モニカ」

「ありがとう、ヨシュア。じゃあ行こう、レーム」

　当然のように石段を登り出したレームに、ヨシュアはぎょっとして前に回りこんだ。

「ちょっと待て！　馬は外だ！」

「そうなんだ。じゃあ私も外で寝るね。この子、私と離れるの嫌いやがるから」

　その言葉を証明するように、レームはモニカの脇わきにずぼっと頭を突っ込んでくる。

　本当は離れてもレームは泣いたりしないのだが、こんなに強引に連行された場所で離れるつもりはない。

　レームに「いーっ！」と歯を見せられ、ヨシュアは目に見えて狼ろう狽ばいした。

「どうしたんだ、モニカ……！　馬を部屋に入れようとしたり、一週間で帰るなんて言ったり……。そんな性格じゃなかっただろう？」

「えええっ!?」

　一瞬、「そんな性格」の意味を考えてしまった。

（元々こんな性格なんだけど……）

　確かに動物を室内に入れるのは、褒ほめられたことじゃない。だが、帰る日時を指定したことにまで、文もん句くを言われる筋すじ合あいはないはずだ。

　子供の頃から、理り不ふ尽じんなことをされて黙っている性格ではなかった。

　嫌なことをされれば怒おこるし、言い返す。強引な行動にはそれ相応の対応をするし、身を守るために使えるものは使った。それでも近づくなら、引っ叩ぱたいて殴なぐり飛ばした……。

　と、そこで気がついた。

（全部アレクか）

　ヨシュアがウェスタイン邸ていに来たのは一度きり。動物の行き来が自由で、モニカが動物と一緒に寝ているなど知りもしなかっただろう。

　それに、助けてくれるヨシュアに対してはモニカも従じゆう順じゆんだった。アレクと違って嫌なことなど何もされないし、守ろうとしてくれる。ヨシュアはモニカを「大人しくて優しくて、王子にいじめられている女の子」として見ていたに違いない。

　昔のままを期待されて悩んでいると、ヨシュアは気を取り直したように優しくモニカを促うながした。

「……いや、悪かった。そうだな。強引に連れてきたのは私の方だ。馬も一緒でかまわない。私は食事の用意をさせてくるから、部屋に行っていてくれ」

「う、うん。……ありがとう」

　ヨシュアが先に石段を上り、モニカとレームは侍じ女じよのユノについて城へと入った。

　入り口の扉とびらは小さいが、一歩中に入れば天てん井じようは高く吹ふき抜けになっており、広々としている。二つの棟のちょうど中心がこのエントランスらしく、左右に大きな階段が続いていた。正面の二階は奥に部屋があり、左右の棟を繋つなぐ渡り廊ろう下かになっている。

　大きく弧こを描く階段を上り二階に上がれば、森の木々の上に出る。綺き麗れいに等とう間かん隔かくで設もうけられた窓から丘陵を眺め、モニカは少し不思議な感じがした。

「すごく綺麗な景色だね。デル・カッセロにもこんな場所があったんだ」

　カゼルラ王国でも、常に流行の先端にいる有数の職人都市と聞いている。こんなのどかな田でん園えん風ふう景けいや古城とは無む縁えんだと思っていたのだ。

「このお城もすごく大きいね。かなり古そうに見えるけど？」

　声を掛けると、ユノは妙みように嬉しそうに振り返った。

「はい、ここは大陸統一時代のお城です。旦だん那な様さま……ヨシュア様だけが使うことを許されているんですよ！」

「そうなの？」

　領主なのに使用を制限されるとは妙な話だが、既き視し感かんの理由は分かった。

（大陸統一時代ってことは、古代ペンテレイアか）

　どうりで魔道宿舎を思い出すわけだ。

　大昔に広い大陸を一つの国にまとめ上げたペンテレイアは、各地にこういった城や遺い跡せきを残している。それらは「ペンテレイアの遺い産さん」と呼ばれ、カゼルラ以東ではペンテレイアがすでに滅ほろんだ国だと認識している人も多くいた。

　ユノは廊下を折れ、一番奥の部屋へモニカを案内する。

「こちらがお部屋でございます」

　通された部屋は広い。古い城らしく、扉や窓は石壁を四角く刳くり貫ぬいてあるだけだ。出入り口には扉代わりの衝つい立たてが置かれているが、窓は開けっ放しである。魔道宿舎では窓まど枠わくをはめ込んだりしているが、この城はそのままの形で残っていた。

　大きな窓からは、藍あい色いろに移り行く空と絵のように見事な丘が見渡せる。近づいてくる者、城から出て行く者は物もの見み台だいから一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

　案内が済むと、ユノは夕食の用意を手伝いに去っていった。

　側そばに誰もいないとちゃんと確認し、レームが少年の姿に変わる。抱きついてきたレームを腕うでの中に迎え、モニカは絨じゆう毯たんの上に腰を下ろした。

「ありがとう、レーム。来てくれて嬉しいよ」

「あいつ、きらい。デンカよりきらい」

　レームはモニカの胸に顔を埋うずめ、唇くちびるを尖とがらせる。

　道中、何かとヨシュアに遠ざけられ、その度たびに嚙かもうとするのをモニカが何とか抑おさえてきたのだ。

（ヨシュア……。こんな強引な人だったかな……）

　過去に思いを馳はせてみても、優しく笑顔が明るい幼おさな馴な染じみしか出てこない。

「とりあえず手紙を書いて、できるだけ早く王都に帰らないと。こんなこと知られたら……」

　惨さん状じようを予よ測そくし、モニカはぶるりと震ふるえた。

「ラフィットになんて思われるか！」

「デンカじゃないの？」

「そっちはなだめる方法がある」

　ヨシュアと何事もなければどうとでもできる。それよりも怖こわいのがラフィットだ。

「課題も送ってないし！　アレクのこと考えるって言ったのに、さっそく他の男と旅行とかどうなの！　どうしよう、お土産みやげとか買って帰るべき？」

「わいろ？」

　あどけなく指し摘てきされ、モニカはがっくりとうなだれた。レームがこんな言葉を覚えてしまうのも、自分とアレクが原因だったりするからなんとも言えない。

「ディアとも約束してたのに。何も無理やり連れてこなくても……」

　誤ご魔ま化かしてくれると言っていたロスターは、上う手まく言ってくれただろうか。ヨシュアが相手だと知れば、アレクは確実に仕事を放り出して飛び出してくるような気がする。

（それだけは嫌だったのに……）

　それをさせないがために、頑がん張ばるつもりだったのに。「私が気をつける！」などと豪ごう語ごして、結局このざまだ。

　もはやため息も出ずに座り込んでいると、衝立の向こうに人の気け配はいがした。

「モニカ様、お食事のご用意ができました。食堂へどうぞ」

　顔を覗かせたユノに慌てたが、足音で察さつ知ちしていたレームはすでに子馬に姿を変えている。

　モニカの隣となりにぺたりと座り込み、ぱたぱたと尻しつ尾ぽを振る様子に感動して、モニカはその首に抱きついた。

「あああ、偉えらい、レーム！　すごいよ！　賢かしこいよ！」

　うちの子はなんて賢いのだろうと抱き合って狂きよう喜きする一人と一頭を、ユノは目を丸くして見ていた。




　エントランスホールの上。中二階の奥には広い食堂がある。

　ユノに案内されて中に入ったモニカは、内装や並んだ食事に目を輝かせた。

　窓が大きい。正面中央には、扉のごとき立りつ派ぱな石造りの暖だん炉ろが設しつらえてあり、その上からは高い天井まで一面が窓だった。ここにはちゃんと透とう明めいの硝子ガラスがはめ込まれ、夜に向かう空とたまに横切る鳥達が見える。まるで外にいるかのような開放感があった。

　立派な木のテーブルには、焼きたてのパンや香草のいい香りがする炙り肉、彩り豊かな野菜、じゃが芋いもを潰つぶして玉ねぎと煮込んだスープなど、素朴な料理が並んでいる。

　大きなテーブルを挟んで向かい合わせに座り、ヨシュアはリンゴ酒の入ったグラスを手に取った。

「悪いな。村から遠くて、あまり豪ごう勢せいにはできないんだ」

「そんなことないよ。こういう家庭料理はすごく好きなんだ。ペンテレイアを思い出すし」

　グラスを掲かかげて乾杯をし、モニカは笑顔でスープをすくった。

　懐なつかしい味に、兵舎の友人や、血の繋つながりはなくとも優しかった祖そ父ふのことが思い出される。

（ウィトス先生……待っててくれるかな）

　彼が王都に着く頃、モニカとレームはまだ留る守すにしていることになる。アレクが引き止めていてくれればありがたいが、ウィトスに次の予定があると難しいだろう。

　そんなことを考えていると、ふいにヨシュアが口を開いた。

「なぜペンテレイアに行っていたんだ？」

　モニカはほんの少しためらったが、すぐに隠すことではないと判断した。

「本当は……アレクから逃げるためだったんだ」

　正直に答えると、ヨシュアの手が止まった。

「ヨシュアがデル・カッセロに行った後、アレクのことが本当に大嫌いになる出来事があって。それでペンテレイアに逃げたんだ。私もお父様も絶対に見つけられないと思っていたのに、見つかっちゃった。びっくりしたよ」

「……そんなもの、殿でん下かの権力や人を使えば見つかるに決まっているだろう？」

「アレクは自分の力で見つけたよ。アレク以外には見つけられなかったと思う」

　見つかるはずがなかった。モニカ自身ですら、自分がモニカだと知らなかったのに。

「時が経たてば経つほど、すごいことに思えてくるんだ。なんて言うか……負けた、って感じ。誰も敵かなわないよ、きっと」

「だから好きになったのか？　たったそれだけで？」

　たった、ではない。あれはたったで片付けられる出来事ではなかった。

　思い出すだけで心が温かくなる。あれだけ嫌っていたのが噓うそのように、アレクがたくさんの人の中からモニカを見つけ出してくれたことを、今はとても嬉しく感じるのだ。

「もちろんそれだけじゃないよ。アレクがどれだけ私のことを好きなのか分かったから。後は、アレク自身が変わってくれたから」

　彼はわがままを押し通す子供ではなくなった。行き過ぎた想いを行動で表すことをやめ、モニカのことを一番に考えてくれる。

　ヨシュアは手にしていたフォークを置くと、真剣な顔でモニカを見つめた。

「……本当に殿下と恋人同士になったのか？　強引に押し通されたんじゃなくて？」

「違うよ」

　誰かと会うごとに聞かれてしまう。一度あの頃の自分達を客観的に見てみたかった、とモニカは少し笑った。

「逃げるのをあきらめたわけでも、アレクの想いにほだされたわけでもないんだ。ちゃんと自分で選んで決めた。変わってくれたアレクを好きになったんだ」

　ハッキリした答えに、控ひかえていたユノや兵士の途と惑まどう気配がした。

　物言いたげな視線を微ほほ笑えみで受け止めれば、ヨシュアはぽつりとつぶやいた。

「……変わったな。モニカ」

「そうかな？」

　確かに話し方は変わったかもしれない。だが、面と向かって変わったと言われたのは初めてだ。

　首を傾かしげると、ヨシュアは深くうなずいた。

「ああ。すごく変わった」

　それっきり、何も言わなかった。
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「では、舞ぶ踏とう会かいのパートナーは殿下とセリディアーナ姫。エリオ殿下とモニカ様ということで。よろしゅうございますか、殿下」

　反論は承しよう知ちの上だ。来るなら来い、と構えた典てん礼れい官かんは、ぼんやりしたままのアレクに肩かた透すかしを食らった。

　さぞかし猛もう反はん対たいするだろうと思ったのに、アレクはテーブルの一点を見つめたまま微び動どうだにしない。

「殿下、どうなさいましたか」

「ご気分が優すぐれませんか？」

　会議室に集まった周りの重じゆう臣しん達も不審に思い、呼びかけたりアレクの目の前で手を振ったりする。

　ぼーっとしていたアレクは、弾はじかれたように顔を上げた。

「あ、ああ。いや。大丈夫だ」

　注目されていることに気づき、慌てて顔を引き締める。

　アレクが話を聞いていなかったとみて、ティマエスはそそくさと言葉を続けた。

「よし、決定じゃ。終了してくれ」

「……はっ」

　会議の進行を任まかされている若い文ぶん官かんは頭こうべを垂たれた。式典の雑ざつ事じを担になう典礼官は、いいのだろうかとちらちらアレクを盗ぬすみ見ているが、本当に内容を聞いていなかったらしいアレクは無反応だ。

「では本日の議題は全て終了です」

　書記官が卓上の鐘かねを鳴らして会議終了の合図をすると、場の空気が一気に緩ゆるんだ。

　アレクも大きく息を吐いて、手元の資料をそろえた。上の空だったせいで書き込みが極端に少ない。

　うなだれそうになり、懸けん命めいに首の角度を維い持じした。

（しっかりしろ！）

　努力してくれるモニカに対し、会えないせいで政務がおろそかになるなど恥ずかしいことだ。

　自身に喝かつを入れ、遠く離れた場所にいる恋人を思い浮かべる。

（モニカ……。看病疲れなどしていないだろうか）

　六日前に祖そ母ぼ君ぎみの具合が悪くなり、モニカは急きゆう遽きよ王都を発ってしまったのだ。ロスターから事情を聞かされたのが後のちのことで、気を使うため、見舞いの品も不要と念を押されてしまった。

　事情が事情なだけに仕方がない。モニカだけでなく、ロスターも心配だろう。

　少し離れるぐらい、何てことはない。我が慢まんできる我慢できる…………。

　と、簡単に考えていたのがついこの間。

　今では、自分の自分に対する認識の甘さを呪のろっている。

　とにかく一番堪こたえるのが、モニカの帰館がいつになるか分からない、ということだった。会えないとなると、だんだんモニカのことを考える時間が増えていき、最終的にそれしか考えられなくなる。

　それは非常に身に覚えのある感覚だった。

（まるで四年前みたいじゃないか）

　辛い思い出に囚とらわれかけて頭を振ると、向かい側に腰掛けた男と目が合った。

　アレクが年を取ればこうなるだろう、と思わせる品のある顔立ち。髪はもう白くなっているが、服装は洒しや落れていて非常に若々しい。初老だと言うのに「王様」よりは「王子様」の方が似合いそうな雰ふん囲い気きだ。

　一人で考え込み、頭を振るアレクを面白そうに見ていた大臣フォルケは、にやにやと薄うす紫むらさきの目を細めた。

「どうした、アレク。覇は気きがないな。モニカがいなくて寂さびしいか？」

「……叔お父じ上うえ、からかうのはやめてください」

　アレクは疲つかれた顔で書類を片付けると、背はい後ごのマーシュに手渡した。

　大臣を務つとめるダンジュー公こう爵しやくフォルケは、楽しいことが大好きな自由な紳しん士しだ。ティマエスの従弟いとこであり、本当はアレクにとっては従弟叔父に当たるのだが、親しみを込めて叔父上と呼んでいる。上うわ背ぜいがあり、六十を過ぎた今でも女性から熱い視線を送られるほどの美男だ。

　一度は王太子位に就ついたこともあるが、アレクの誕たん生じようと共にあっさりその位を放ほう棄きした。権力に頓とん着ちやくしない人物であり、言うまでもなく女性にもてる。王おう宮きゆうにいる女性はみんなフォルケが好き、と言っても過か言ごんではない。

　本人も恋の話が好きで、特にアレクの恋愛には並なみ々なみならぬ興味を示していた。

　弱みを見せてはつつかれるだけだ。アレクはつとめて平へい静せいな声で答えた。

「少し考え事をしていただけです。モニカとは関係な」

「なるほどなるほど。モニカがデル・カッセロ伯はく爵しやくと一緒では元気もなくなるか」

「デル・カッセロ!?」

　驚おどろきのあまり平静が吹き飛んだ。

「フォルケ！」

　焦あせったティマエスが制止したが、もう遅い。アレクの顔が一気に険けわしくなり、ティマエスは冷や汗をかきながら従弟をたしなめた。

「なぜここで言う！　誰からその話を聞いたんじゃ!?」

「ロスター」

　あっさり暴ばく露ろされ、ロスターが束たばねていた書類を取り落とす。

　アレクは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「どういうことだ、ロスター！　モニカは祖そ母ぼ君ぎみのお見舞いに行ったのではないのか？　デル・カッセロとは聞いていない！」

　叫さけぶと同時に、扉に向かって走り出した。

　が。

「ていっ！」

　掛け声一いつ閃せん、進行方向に座っていたティマエスが素早く足を差し出す。

「うわっ！」

　避よけることもできずに、見事にティマエスの足に引っ掛かったアレクは、つんのめって壁に顔面をぶつけた。

「殿でん下か！」

「アレクシス殿下！　お顔が！」

　顔から突っ込んだアレクに、重臣たちが慌てて立ち上がる。

　飛び出しを阻そ止ししたティマエスは、立ち上がると錫しやく杖じようで石床を打った。

「馬ば鹿か者もの！　お前の行動などお見通しじゃ！」

　いきり立つ父に、転がっていたアレクは打った顔面を押さえながら起き上がる。

「わ、私は予想外でしたよ……！　まさか父上に足払ばらいを掛けられるとは！」

　しかも自分が、この反射神経も身体能力も高い自分が無ぶ様ざまにすっ転ぶとは。

　鼻が曲がりそうなほど強く打ちつけ、涙目のアレクをティマエスは厳しい顔で見下ろした。

「前が見えてないからじゃ」

「……！　父上……！」

　アレクだけではない。その場にいた重臣達もハッとした。

　ところが徐じよ々じよに歪ゆがんでいくティマエスの顔に、文官の一人が遠えん慮りよがちに声を掛ける。

「へ、陛へい下か、おみ足は……」

「痛い!!　折れる！」

　素直に主張し、ティマエスは泣きそうな顔ですねを擦さすった。

「なんじゃ、お前の足は！　何をどうしたらそんなに硬かたくなる！　なぜ止めた余よが負ふ傷しようせんといかんのだ！」

　イテテテと席に着くと、突っ立ったままのアレクをじろりと睨にらんだ。

「何をしている。座れ」

「父上！　時間をください。三日、いや、二日でいい！」

「明日の朝の会議は？　視察は？　謁えつ見けんは？　溜たまった書類は？　ペンテレイアの時のように余とエリオが片付けるのか？」

　デル・カッセロ伯爵領まで、単たん騎きで駆かけても往復すれば二日は掛かる。アレクはすでに一度、ペンテレイア滞たい在ざいを引き延のばし迷めい惑わくを掛けているのだ。

　それでも食い下がろうとしたとき、重臣の一人が力強い声を上げた。

「畏おそれながら、アレクシス殿下」

　真剣な目でアレクを見つめる壮そう年ねんの男は、書記官長でありティマエスの側そつ近きん、スタティウス・カヴァルカンティ侯こう爵しやくだ。

「ウェスタイン公爵令れい嬢じようは、殿下にそのようなことをさせる女性なのですか？」

「違う！」

　思わず怒ど鳴なり返していた。

　しかし、違わないはずがない。それはアレク自身がよく分かっていた。

「殿下。お静まりを。モニカの行き先についてお話しします」

　見かねて立ち上がったのは、ロスターだった。

「まずは殿下に謝しや罪ざいを。体調を崩くずした私の母の見舞いに行っていると言いましたが、モニカは幼馴染みのデル・カッセロ伯爵から招待を受け、領りよう地ちに行かせております」

「なぜ黙っていた！」

「言えばあなたが城を飛び出すと思ったからです」

「なぜ行かせた！」

　間かん髪はつ容いれずに返され、ロスターはしばし口を閉ざした。

「……なぜ行かせてはならないのですか？　伯爵は友人としてモニカを招待しているのです。それすらもいけませんか？」

　駄だ目めに決まっている！　友人として、だなんてそんなわけがない！　モニカは私の恋人なんだ、事前に私に確認を取るべきだ！

　――そのどれも言えなかった。

　唇を嚙むアレクをおいて、ティマエスは立ち上がった。

「行きたければ行け。ただし、わしはお前をそういうふうに動かす姫との婚約は認めない」

　その言葉が会議の終わりになった。

　ティマエスが退出し、背後に控えていたマーシュが、アレクにだけ聞こえるようにそっと声を掛けた。

「殿下。デル・カッセロに近この衛え騎き士しを遣つかわせ、モニカ様に戻ってもらいます」

　アレクが微かすかにうなずいたのを見て、マーシュは使用人用の出入り口へ消えた。控えの間のロベルトに伝えに行ったのだろう。

「ロスター」

　少しだけ冷れい静せいになったアレクは、ちょうど扉を出ようとしていた重臣を呼び止めた。

　片付けをしていた全員の手が止まり、会議室が一瞬無音になる。

　予想していたような顔で振り返ったロスターを、アレクは微笑みながら睨みつけた。

「後で久しぶりに剣けんの相手をしてくれないか？　少しでいい」

「……かしこまりました。では半はん刻こく後ごに練れん兵ぺい場じようで」

　落ち着いたロスターの返答に、聞き耳を立てていた一同が胸を撫で下ろす。とりあえずこの場での衝しよう突とつは避さけられた。

　黙っていてもぴりぴりと殺気を放つアレクから逃のがれるように、重臣達は我われ先さきにと会議室を出て行く。

「可か哀わい想そうに、アレク……。モニカが伯爵の元にいると知らなかったんだな」

　おお、と嘆なげきの声を入れながらアレクの隣に腰掛けてきたのは、元げん凶きようであるフォルケだ。

　アレクの母、エレクトラ妃の従弟いとこでもある彼は、父親のように優しくアレクを覗き込む。

「そう、モニカはヨシュアの元にいるのだ。仲良く旅をして、彼の領地に行き、城に招待され、ご飯を食べ、一日中一緒に過ごして……。あの二人は昔から本当に仲が良かったからなぁ。小さい頃を思い出して、一緒のベッドで寝ちゃったりしてるかもしれん」

「私が知らないと承知のうえで話を出してくださってどうもありがとうございました。一緒に寝るとかそんなことはありえませんので、余計な心配しなくてもいいですよ」

　殴り飛ばそうと疼うずく右手を押さえ、アレクはにこやかに答える。

　引きつった顔で微笑むアレクに、フォルケは寄せていた眉まゆ根ねを晴れ晴れと開いた。

「大人になったなぁ、アレク！　感動した！　ほら、あれはいくつだったっけな？　九歳か、十歳だったか？　モニカとヨシュアが二人で庭園で昼寝してて、見つけたお前が泣きながらボコボコにヨシュアを殴って――」

「……」

「ひっついて寝てたからなあ。お前が泣くのも無理はない。でもあれはお前も悪いんだぞ？　そもそもお前にいじめられて泣いていたモニカを慰なぐさめて、ヨシュアも寝てしまったんだから」

「…………さい」

「しかもお前、寝ているところに殴りかかっただろう？　駄目だぞ、不意打ちは。すぐにヨシュアが目覚めたから良かったものの……」

「…………うるさい」

「ヨシュアだけだったなぁ。お前が王子だとか気にせず殴り返してきたのは。だからモニカも守ってくれる騎士として頼たよりにしていたんだろうな。お姫様と騎士って……ははは、その配役で行くとお前が悪役……」

「うるさいって……っっ!!」

　言ってるだろうが!!　と堪こらえていた右手を繰くり出そうとした瞬しゆん間かん、二人の間に人影が割り込んできた。

「はいはいはいー！　待った待った、ちょっと待った！　殿下、公爵閣かつ下かがお待ちですよ。早く行きましょう！」

　いつの間に戻ったのか、笑顔で入ってきたのはマーシュだった。

「ほらほら、大臣閣下も外で補ほ佐さの方がお待ちでしたよ。軽くて仕事も適当でちゃらんぽらんで女好きな私の上司はまだ出てきていませんか、って」

「可愛い甥おいとお話ししていると言ってくれたか？」

「そろそろ殴り飛ばされているかもしれないと言ってきたんですが、ちょっと早かったですねー」

　うははははーと笑い合う二人に、アレクは上げていた拳こぶしを下ろした。

　目を閉じて深しん呼こ吸きゆうする。この叔父の言げん動どうに踊らされてはいけない。

「……行くぞ、マーシュ。練兵場だ」

　立ち上がったアレクに、フォルケも嬉き々きとして身を乗り出した。

「次の戦いはロスターか！　アレク、私も行こう！」

「来るな！　仕事をしろ！」

「ハハハ、お前もな！」

　ばっちりウィンクまで決められ、マーシュが素直に感心する。

「うおおぅ。思わぬ切り返しですね、殿下！」

「うるさい!!」

　またしても頭に血が上りかけ、アレクはフォルケが追ってこないようにと足音荒あらく会議室を出て行った。
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　ロベルトとマーシュを外に待たせて練兵場に入ったアレクは、待っていたロスターと合流し奥へと向かった。

　現れた王子と将しよう軍ぐんに、訓くん練れんに励はげんでいた兵士達が次々と膝ひざを折る。練兵場の奥にはアレク専用に作られた訓練部屋があるのだ。

「最近は剣から離れていたからな。手て加か減げんしてくれよ、ロスター。ハハハ」

「なんの、殿下の実力はもう私を抜いておりますよ。ハハハハハ」

　笑いながら奥へ向かえば、二人の衛えい兵へいが分厚い木の扉を開く。

　アレクとロスターが中に入るとぱたりと扉が閉じられ、使い古された何本もの剣や槍やりが立ち並ぶ小部屋を二人は足早に通り過ぎた。その顔に笑顔はもうない。

　アレクは自みずからの手で次の扉を開いた。中は石造りの壁で囲まれた黄色い砂地で、馬術の訓練にも使われるため、かなり広い空間になっている。

　ロスターが後ろ手に扉を閉じた瞬間、アレクは壁に押し付ける勢いきおいでロスターに詰つめ寄った。

「どういうことですか、先生！　あなた婚約を認めるって言ったじゃないですか！」

　当然責せめられると気づいていたのだろう、ロスターはうるさそうにアレクを押し退のけた。

「誰が認めると言った？　ペンテレイアでは私に勝ったら、と言ったはずだが」

「あなたに勝ったでしょうが！」

「勝っとらん！　あれは引き分けだ！　大体剣を逆さか手てに持つなど負けに決まってる！」

　実際自分でも負けていたと思うアレクは、ぐっと言葉に詰まった。

　ロスターはアレクの剣の指し南なん役だ。モニカに会う口こう実じつを作るためにアレクが指名したのだが、優ゆう秀しゆうな教きよう師しであり、アレクを並外れた騎士に育ててくれた人でもある。国の重じゆう鎮ちんで、さらには愛する恋人の父親のため、アレクにとってはティマエスよりも頭が上がらない人物だ。

「どうしていまさらヨシュアなんですか……」

　怒りを通り越して泣きそうな顔になったアレクに、ロスターは言葉を改める。

「モニカがあなたの想いの深さに負けたんじゃないかと思ったんですよ。ヨシュア自身も、モニカと別れも言わずに引き離されたことがしこりになっていた。二人の今後のためにもちゃんと会わせた方がいいと思い、私が決めました。どなたかのせいで思し春しゆん期きに男と触ふれ合うこともなく、社しや交こう界かいにも出ていない。モニカは男を知らなさ過ぎる」

「どなたかのせいで兵士になってたんですから、イヤというほど知ってるでしょうが」

「幼よう少しよう期きはどなたかのせいで友達から引き離されるし」

「……………………」

　これを言われると反論のしようがない。

　うつむいたアレクに、ロスターは言い聞かせる。

「お分かりか？　モニカにあなた以外の男性を見せたい。その上であなたを選ぶなら私は今度こそ何も言いません。それを嫌だと言う権利は、あなたにはない」

　断言され、アレクは苦し紛まぎれにつぶやいた。

「一人で行かせて……モニカに何かあったらどうするんですか」

「何か、とは？」

「ヨシュアが……」

　無理に行動を起こすようなことがあれば。

　危き惧ぐするアレクに、ロスターはこれみよがしにため息をついた。

「あなたじゃあるまいし」

　呆あきれ気味に言われ、今度こそグサッときた。過去の過あやまちをほじくり返され、自分が悪いと分かっていながらも傷ついてしまう。

　ロスターはやっぱり許していない。四年前にアレクが無理やりモニカを襲おそおうとしたことを。

「あなたが気にしているのはモニカに何かあったら、ではなくてモニカが他の男を好きになったら、でしょう。それを気にするということは、他でもないあなたがモニカを全く信用できていない、ということになる」

　信用している！

　……と断言するには、あまりにも行動が伴ともなっていなかった。

　アレクは口を開くどころか、身じろぎもしない。

　しばらくは返答を待ってくれたロスターだが、やがてあきらめ、扉に向かった。

「どうしてモニカを信じてやれないのか。……残念だ」

　言い置き、部屋を出て行った。




　ロスターと別れ、王太子宮に戻ったアレクは真まっ直すぐ寝室に入った。

「しばらく一人にしてくれ」

　マーシュや女じよ官かん達は心こころ得えたように下がる。

　寝室の扉が閉じられ、続きの間の扉も閉じられれば完全防ぼう音おんだ。

　アレクは奥の緞どん帳ちようをかき分け、半円になっている小部屋に入った。

　一歩中に入れば、見渡す限りのモニカの肖しよう像ぞう画がに迎えられる。

　先日モニカを招いた折に肖像画の全てを見られてしまった。それ以来結構堂どう々どうと寝室に飾かざってあるのだが、お気に入りの中のお気に入りはそのままこの秘密の小部屋に置いてある。

　一人になったアレクは首元のタイをかなぐり捨て、思いっきり息を吸い込んだ。

「うああああああああああああああっ！」
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　腹の底から叫ぶと、堰せきを切ったように言葉が口をついて出てきた。

「私がこんなにこんなにこんなにこんなにこんなに我が慢まんしているのに！　何が一緒のベッドだ！　何が男を知らないだ！　誰も近寄るな！　話しかけるな！　見るな！」

　肩で息をして言い切った。

　――全てモニカに言ってしまえれば、どれだけ楽なことか。

　だがそんなことは絶対に言えないし、思っていることすら悟さとられたくない。嫌だ、という感情を顔に出さないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……私だって、信じられるものなら信じたい」

　ロスターの言葉が突き刺ささった。一番認められないといけない人に、あきらめられてしまったのだ。

　だけど、どうしても、どうしてもどうしても自信が持てない。余よ裕ゆうがなさ過ぎて、モニカが発してくれる心の言葉を取りこぼしてばかりいるような気がする。

　見上げれば、絵の中のモニカは微笑むばかりだ。

　力が抜け、アレクは大きな絨毯の上に座り込んだ。

「……子供の頃と全然変わらないな……」

　やきもちを焼いて、モニカに近づく友人を追い払っていたときから進歩がない。

（まだたったの六日……）

　会えないと思うと、驚くほど時間の流れが遅い。心に穴が空く、とはよく言ったものだ。どこに行っても何をしていても、常に何かを忘れてきたような落ち着かない気持ちになる。

　今となっては、あの空白の四年間をどうやって耐たえられたのか思い出せない。

　目の前にあるのは一番新しいモニカの肖像画だ。ウェスタイン邸の庭園でこの春に描かせてもらったもので、淡あわい紅べに色いろのリュセの花畑を背景に、東あずま屋やの階段を下りて来ようとしている。白はく亜あの石柱に掛けられた手や、動きのあるドレスの裾を見ていると、今にも絵から抜け出してこちらへ駆け寄ってきそうだ。これを見るたびに、迎え入れようと両腕を広げてしまう。

　今日も見上げながら、無意識に腕を広げていた。

「いつになったら会えるんでしょうか。どうしてこんなにままならないんでしょうか」

　嫌い抜かれていたとしても、子供の頃が懐かしい。会いたいと思えば、すぐに会いに行くことができたのに。

（息苦しい……）

　このまま倒れてしまえたら楽だろうな。

　そんなことを考え、アレクはそのまま仰あお向むけに転がった。




　アレクの部屋に戻ったラフィットは、ぐるりと中に視線を巡らせた。

「殿下は？」

「恒例のおこもり中です。控えの間にはマーシュ様とロベルト様がいらっしゃいます」

　びしっとアレク付きの女官、エイミーに答えられ、ラフィットはやれやれと眉まゆ尻じりを下げる。

「どうしてこんなに自信がなくなるのか。困ったものだ」

「自己肯こう定てい能力の低下でお倒れになるような方ですから」

　背後から聞こえた冷たい声に、エイミーは目を瞬またたいた。ラフィットの背に隠かくれるように、明らかに使用人を思わせる地味なドレスの女性がいたからだ。まだ年若いが茶色の髪に髪飾りはなく、たたずまいも物静かで落ち着いている。

「侍じ従じゆう長ちよう、そちらの方は？」

「モニカ様の侍女、ローズ嬢だ」

　言われて、エイミーは思い出した。ローズと呼ばれた彼女はついこの間、夜中にロスターについてモニカを探しにきていた女性だ。

　ローズはゆっくりと一礼した。

「先日はご挨あい拶さつもなく、大変失礼致しました。ウェスタイン邸で侍女を務めております、ローズ・フェリクスと申します。どうぞお見知りおきくださいませ」

　エイミー達は王宮女官。貴き族ぞくの娘むすめか有力な地方豪ごう族ぞくの娘だ。一人一人が国に帰れば姫と呼ばれる身分である。失礼のないよう十分に気を遣つかって挨拶したローズを、女官達はどよめきと共に迎えた。

「麗しの女神ヴイアトリーチエ……！　モニカ様の！」

「女神の……」

　ざわざわとつぶやきがさざなみのように広まる。

「ローズ、こちらへ」

　ラフィットは微び妙みように途惑っているローズを手て招まねきした。控えの間の前では、マーシュとロベルトが待ってくれている。

「め、女神とは？」

　背後から感じる熱い視線に堪たえきれずにローズが小声でうかがうと、マーシュはぐっと親指を立てた。

「モニカ様はすでに神格化されている！」

「な、なんですって……!?」

「ローズ殿どの、あまり深く考えないように。この宮の人間は悪乗りが過ぎるから」

　ざっくり言い捨てたロベルトに、ローズはしみじみとうなずいた。

「ロベルト様のまともさが身に染みますわ。オルディアーナ姫は人を見る目がおありです」

「……った、つ、だ!!」

　舌を嚙んでしまい慌てて口くち許もとを押さえるロベルトに、マーシュが呆れながら振り返る。

「ローズ、いきなりディア様の名前出すと動どう揺ようするから気をつけてあげてよ」

「申し訳ありません。承知致しました」

　ロベルトが一生懸命反論の言葉を探していると、ラフィットが寝室の扉にかけた手を止めてローズを見た。

「あらかじめ確認しておきますが、殿下の寝室に入ります」

　覚かく悟ごはいいかと聞かれ、ローズはおもむろにうなずく。それを見届けると、ラフィットは中のアレクに一声掛けて、静かに扉を開いた。

　室内はローズが前回訪れたときと、様よう相そうを変えていた。

　前は崇あがめ奉たてまつるように巨大なモニカの肖像画が飾られていたが、今日はそれぞれに合った大きさの物が、多数飾られている。それぞれに合った、というのはアレクの心しん情じように合わせた、という意味だ。

　本の置かれた寝しん台だい脇のテーブルの上には、本を読むモニカの小さな肖像。鏡きよう台だいの側にはお澄すまし顔の標準モニカ。入ってきた扉を振り返れば、その端はしにパラソルを差した等とう身しん大だいお出かけモニカ。ベッドには四種類のモニカが小さな額がく縁ぶちに入っている。「おはよう」モニカ、「もう少し寝させて」モニカ、「おやすみ」モニカ、「ぐっすり」モニカ……だ。

「いかがですか、ローズ」

「ま、まだまだ！　負けませんわ！」

　この先は更さらに厳しい戦いになるだろうが、ローズは気き丈じようにも額に滲にじんだ冷や汗を拭ぬぐう。

「では望み通り先へ。……殿下。少しよろしいですか？」

　緞帳の向こう側へ声を掛けるが、返事はない。

　小さく開かれた緞帳の隙すき間まに滑すべり込み、中に入ったローズは思わず「おう！」と声を上げ、指先で口許を押さえた。

　小部屋と聞いていたが、半円形のそこはかなりの広さだ。

　その壁を隙間なく埋うめ尽つくすのは、全てモニカの肖像。例の、ローズとロスターに恐怖を与えた巨大なモニカもいる。

　中央の一番いい場所を飾るのは、この春に描かれたリュセの庭園のモニカだった。

　予想以上の数に震えの走ったローズだったが、庭園のモニカの前で死人のように転がっているアレクを見つけ、急に気力が湧わいた。

　未み練れんたらしく肖像画のモニカに腕を差し伸べているアレクに、ずかずかと歩み寄る。腰に手を当てて厳しい目で見下ろした。

「殿下！　あなたは何をぼんやりされているのですか！」

「ローズ？」

　突然現れたモニカの侍女に、アレクは紫の目をぱちくりさせた。いまいち反応の遅いアレクに、ローズは切れ長の目を吊つり上げる。

「モニカ様がデル・カッセロ伯爵に攫さらわれたのですよ？　あなた様が動かなくてどうしますか！」

「攫われた？　ロスターは許可したと言っていたが……」

「モニカ様が嫌がればそれは無理やりです！　モニカ様は抵てい抗こうしたのに連れ去られたのですよ？」

　まだぼんやりとローズの言葉を反はん芻すうしているアレクに、ラフィットも言い添えた。

「殿下。私はモニカ様に課題を夜までに届けるように言ったのですよ。祖母君のお加減が悪いならと納なつ得とくしていましたが、デル・カッセロへの招待ならそこまで急ぐ必要もないでしょう」

　むしろ到着した伯爵が、公爵家でもてなしも受けずに出発する方がおかしい。

「課題を仕上げる、もしくは一言連絡を入れる時間ぐらいあるはずです」

「……無理やり連れていかれた、ということなのか？」

「だからさっきから何度も言っておりますでしょう!?」

　ローズの怒鳴り声を聞いた瞬間、アレクは跳はね起きた。

　しかし、緞帳をかき分け飛び出そうとした主あるじの足元に、ラフィットはすっと長い足を差し出す。

「うあっ！」

　見事に引っ掛かって、アレクは緞帳に突っ込む。予想外のことに緞帳を摑つかもうとするが摑めず、見事にすっ転んだ。

　またしても顔面を打ち、アレクは涙目で起き上がった。

「何をする、ラフィット！」

「足払いです」

「それは分かる！」

　がなり立てようとしたアレクは、だが、ローズの冷たい視線に晒さらされビクッと口をつぐんだ。

「……極秘情報をお持ちしましたわ。あんまりにも伯爵が強引でしたので、私、旦那様に内緒で独自に調べさせて頂きました」

　感謝するがいい……と後に聞こえた気がした。

　神しん妙みように黙ったアレクに、ラフィットは真ま面じ目めに告つげた。

「殿下、一つお約束ください。これが守れないなら、私はあなたを薬くすり漬づけにして力を削そぎ縄なわで縛しばりつけ抵抗できないようにした上で殴なぐり飛ばさないといけなくなる」

「な、なぜ普通に殴らない？」

「私では力及びませんので」

　ラフィットは慇いん懃ぎんに一礼し、座り込んだままのアレクを見下ろした。

「殿下。あなたはこのミゼリア城を動いてはいけません。ご自身が動くのではなく、必ず人を使ってください。あなたはお父上や他の臣しん下かの方々に、モニカ様に振り回されないところを示さなければいけない。よろしいですか？　今後のためにも、重要なことです」

　これでもかと念を押され、アレクが嫌な予感に襲われると、ラフィットは静かに口を開いた。

「モニカ様はデル・カッセロ領にはいらっしゃいません。現在行方ゆくえ不ふ明めいです」







　第三章　偽者？　本物？







　城に滞在して四日目。広い食卓を囲む朝食の席で、モニカはそっとヨシュアをうかがった。

「ねえ、ヨシュア。ディースの町に行ってもいい？　せっかくこうしてデル・カッセロに来たんだから」

　このまま古こ城じようで無む為いに時間を過ごすのももったいない。社会勉強をかねて有名な職人都市を見ておきたかった。

　だが、ヨシュアは目も合わせずにナプキンで口くち許もとを拭ぬぐう。

「ここからディースは離れている。遠出の用意ができないからまたの機会にしてくれ」

「そう……」

　それっきり、沈ちん黙もくが落ちた。

（昔はどんな話をしていたっけ？）

　パンをちぎり新しん鮮せんなバターをつけながら、モニカは黙もく々もくと食事をすすめる。

　王都を出てからは八日目だ。その間、モニカとヨシュアはほぼ一緒におり、たいがい長い時間を過ごしてきた。

　道中の買物や、城に着いてからはお弁当を持って丘に出かけたり、物もの見み台だいから景色を眺ながめたりした。

　本来なら楽しい時間のはずだろう。

　それなのに、一緒にいればいるほどモニカとヨシュアの間に会話がなくなっていった。

　子供の頃は仲が良かったはずなのに、話が弾はずまない。昔はどんな内容の話を、どんな話し方でしていたのか忘れてしまった。

　時間を隔へだてる、ということはこういうことなのだろうか。

（なんでだろ……）

　記き憶おくを戻した後にアレクと話をしても、離れていた四年間など存在しなかったかのように話ができたのに。

「どうしたんだ、モニカ。君は部屋で本を読むことが好きだっただろう？　あまり外に出たりしなかったのに」

　ヨシュアの困こん惑わくが手に取るように分かる。だが、そうだっけ、と聞くのも面めん倒どうでモニカは曖あい昧まいに笑っておいた。この後に続く言葉は、最近口くち癖ぐせとなったあれだろう。

　黙って待つモニカに、はたしてヨシュアは言った。

「君は本当に性格が変わった」




　朝食を済ませたモニカは、木こ漏もれ日の落ちるテラスに出た。

　森の香りに包まれ、用意された長なが椅い子すに腰を下ろすとごろりと横になった。手持ち無ぶ沙さ汰たで、側そばに置いてあった本を手に取る。

（外に出なかったって……）

　出られなかっただけだ。本は好きだが、毎日読んでいたのは、それぐらいしかすることがなかったからだ。

（変わった変わったって、自分だって変わったじゃないか）

　脇わきに伏ふせていたレームが首を椅子に置いたので、モニカはその額ひたいを撫なでてやった。

「ディースから遠いって、ここはデル・カッセロ領りようのどこなんだろうね。どうにか帰る方法を見つけないと」

　本当に一週間で帰らせてもらえるかどうかも疑わしい。

　目の前を覆おおう緑深い森を眺めていると、ふいに撫でていたレームの感かん触しよくが変わった。ビロードのような手て触ざわりから、ふわふわとした髪の毛のそれになる。見ればレームが人型になって座っていた。

「でるかっせろじゃないって。かばる……かんてぃ？　だって」

「え？」

　モニカは目を瞬またたき、身を起こした。

「誰が言ってたの？　お城の人？」

　レームが馬だと思って話をしていたのか。しかしレームは首を横に振って、森を指差した。

　つられて欄らん干かんの外を見たモニカは、思わず長椅子から飛び上がった。

「う、うさぎだあああああああ！」

　大きな木のすぐ近く、茶色い野うさぎが耳を立ててこちらを見ていた。

　欄干を乗り越える勢いきおいのモニカに驚おどろいたのか、一いち目もく散さんに木こ立だちの中へ走り去ってしまう。あっという間にその可か愛わいらしい姿が見えなくなり、モニカは伸ばした腕うでを虚むなしく下ろした。

「行っちゃった……。レーム、あの子が言ってたの？」

「みんな言ってる。知らない人がたくさん来たって。うるさいって」

「うう、なんて正直な……」

　騒さわがせている元げん凶きようとしては悲しくなってしまったが、長椅子に座りなおし、モニカは考え込んだ。

「カヴァルカンティって侯こう爵しやく様の名前だよね。ヨシュアとは血けつ縁えんでも何でもなかったはずなんだけど、どういう繋つながりがあるんだろう」

　ティマエス王の側そつ近きんであるスタティウス・カヴァルカンティ。顔を見たことはないが、領りよう地ちと家族構成ならラフィットの教えで把は握あくしている。

（書記官長様で、奥様とアレクと同じ年のお嬢様がお一人。確か領土は王都ネルトハイムの東ひがし隣どなりだったはず）

　馬車なら二日も掛からない道程だ。ヨシュアはデル・カッセロに見せかけるため、わざと迂う回かいしてカヴァルカンティに入ったのだろう。おそらくは、アレクの追つい跡せきを避さけるため。

　同時にモニカは、この地に初めて来たときの違い和わ感かんの正体に気づいた。

　あまりに自然が美しく、広こう大だいすぎる。それがモニカの持つデル・カッセロ――職人が集つどい、物が生まれる都市の印象とかけ離れていたからだ。

（アレク、大丈夫かな）

　ロスターは誤ご魔ま化かすと言っていたが、万が一にもこの状況がばれればアレクは黙っていない。ラフィットあたりが止めてくれればいいが、何が何でもモニカを迎えに来ようとするだろう。

　無性に王都の様子が気に掛かり、モニカは顔を上げて森を見み据すえた。

（……よし！）




　翌朝厩きゆう舎しやに忍び込んだモニカは、ブルルル、と鼻を鳴らす葦あし毛げの馬に「しーっ」と人差し指を立てた。

「おはよう。ちょっと乗せてくれる？」

　優しく鼻はな面づらを撫でれば、了りよう承しようの返事とばかりに大きな舌で顔を舐なめられた。

　馬番が起きる前に来たため、辺りは薄うす暗ぐらい。目を凝こらしながら鞍くらを探す。

（今から村に向かえば、ちょうど夜明けだし。すぐに帰って来れば……）

「モニカ!!」

「ぎゃっ！」

　突然名を呼ばれて、飛び上がった。

　振り返れば夜よ着ぎの上にガウンを羽は織おったままのヨシュアと、似たような格かつ好こうのユノがいた。

　足早に歩み寄ったヨシュアは、モニカの手を、見つけた鞍から外させる。

「こんな朝早くに何をしている！　ユノが呼ぶから来てみれば……！　逃にげるつもりだったのか!?」

「違うよ。ローズに手紙を出しに、村に行こうと思っただけ」

　逃げるつもりはなかった。その証しよう拠こにレームを置いてきたのだ。

　ヨシュアは怒りと途と惑まどいの混じった顔で、モニカの手元を見つめる。

「女性用の鞍もないのに、どうするつもりだったんだ？」

「女性用？　いらないよ、横座りのなんて。またがればいいじゃない」

「ドレスだろ!?　大体こんな暗い中、女性一人で外に出るなんて何を考えている！」

「すぐに夜明けだよ。行って帰ってくるだけ」

　こんなだだっ広い丘きゆう陵りようで盗とう賊ぞくがいるわけでもなし、猛もう獣じゆうがいるわけでもない。村も見えているからいくら方向音おん痴ちのモニカでも迷うことはないし、万が一誰かが来ても乗馬の腕で引けを取るつもりはなかった。

　しかし、ヨシュアはますます激高する。

「いい加か減げんにしろ!!　すぐに部屋に戻れ！」

「なら王都に帰して。どうしてカヴァルカンティに連れてきたの？　デル・カッセロじゃ、すぐにアレクが来ると思ったの？」

「!?」

　ヨシュアが視線を背後のユノに走らせたのを見て、モニカは先んじて言った。

「ユノが言ったんじゃないよ。私が気づいただけ」

　強引に連れてきたり、デル・カッセロだと噓をついたりしなければ、モニカも早朝に抜けだすこともなかっただろう。

「ヨシュア。会いたいと思ってくれたのは嬉うれしいよ。でも私はアレクが好きなんだ。友人として以外は、ここに残るつもりはない」

　息を呑のんだヨシュアに、モニカははっきりと言った。

「ヨシュアも私に会うためだけに来たわけじゃないよね？」

　何か目的があるはずだ。

　そうでなければ、あれほど急な出発でロスターが黙っているわけがない。

（きっと最初からここに来る予定だったんだ）

　ユノがおろおろと二人を見比べ、長い沈黙の後、ヨシュアは重そうに口を開いた。

「……君の気持ちを確認してほしいと頼まれた。本当に、心から殿下を好きで選んだのか」

　誰に頼まれたかは、考えなくても分かった。

　やっと出た答えに、モニカは優しく目を細めた。

「そう。じゃあ、もう分かったでしょう？」

　これ以上話しても、何も変わらない。

　ヨシュアは不思議なものでも見るように、モニカを見つめた。

「本当に変わった……。君は本物のモニカなのか？」

　性格が変わった。そんなことはしなかった。そんな言葉遣いではなかった。あのときはこうだったのに。

　この城に来てからモニカが言われ続けた言葉達の、集しゆう大たい成せいが来た。自然に微ほほ笑えみが顔に表れ、モニカは理解した。

　よく分かった。なぜヨシュアと会話ができないのか。なぜヨシュアといて苦痛を感じるのか。

「あなたの思うモニカではないよ。もう」

　ヨシュアがモニカをモニカだと認めていないからだ。

　二人は黙ったまま、立ち尽つくした。

「……手紙はちゃんと届けさせる。部屋に戻ってくれ」

　耐たえ切れずに、先に動いたのはヨシュアだった。

　その背中を見送り、ため息をついたモニカにユノが駆かけ寄った。

「ご、ごめんなさい！　お手洗いに起きたら、モニカ様が出て行くのが見えて……」

　謝られてしまい、モニカは気を取り直して微笑んだ。

「私こそごめん。言ったって止められると思ったから」

　ユノやヨシュアが心配してくれたことも分かっている。モニカの危機感が希き薄はくなのも事実だ。

「だけど、やってよかったと思ってるよ」

　漠ばく然ぜんと感じていた、ヨシュアの本心を知れた。

　ほろ苦にがい気持ちを押し殺し、モニカはユノと手を繋いで部屋へと戻った。
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　モニカがヨシュアに連れ去られてから、十日が過ぎた。

　アレクは方々へ人をやって探させているが、モニカは依い然ぜんとして行方ゆくえ不ふ明めいのままだ。

　捜そう索さく先は主おもにヨシュアの縁えん者じやや知人の領地で、アルキア、イレルダ、サルバニアの三地方であるが、方向を変えるべきだとマーシュは思う。

「なぜ？　モニカ姫に関する報告は、第一陣が帰ってきたばかりだろう」

　レオはディアに頼たのまれた本を片手に、隣を歩くマーシュを見上げた。マーシュの両手は本で塞ふさがっているが、これもレオが運ぼうとしていた本だ。一気に持っていこうとするレオを見かねて、マーシュが手伝いを申し出たのである。

「十分ですよ。伯はく爵しやくと公こう爵しやく令れい嬢じようが移動しているのに、その痕こん跡せきがないんですよ？　そんじょそこらの貴き族ぞくにできることじゃないし、第一閣かつ下かが動こうとしない。閣下はモニカ様の行き先を知って安心してるんでしょうね。それか、動かないように言われてしまった。ということはお相手は閣下と親しく、信頼できるような方だ。もしくは閣下よりも身分が高い」

　ロスターよりも身分が高いなら、大たい公こうを名乗れるダンジュー公爵フォルケぐらいのものだ。他にロスターの動きを完全に封ふうじられる人物を考え、レオは囁ささやいた。

「陛へい下かか？」

「でしょうねぇ。ただ、モニカ様を隠かくすのにも場所が要いる。フォルケ様は殿でん下かの味方で婚約に賛成みたいだし、他に適当な場所……」

　マーシュは脳内に地図を思い浮かべる。

「モニカ様は万が一があってはいけない方だから、目の届くところに置いておくはずです。閣下が納なつ得とくできるほど身分があって、領地がそれなりに近くて、陛下が信頼していて、……そうだなー、陛下に協力して得する人……」

「損そん得とく勘かん定じようは抜きでは？」

　仮にも国王の命令だ。レオの当然の疑問に、だが、マーシュは首を横に振った。

「誰だって面倒ごとはごめんですよ。モニカ様をかくまうんですから、陛下は無む理り強じいしたりしないでしょう」

　もしも何かあればアレクは怒いかり狂くるう。いくら背はい後ごに国王が付いているとはいえ、喜んでご協力致します、という人は少ないだろう。ティマエスは、そんな臣しん下かの気持ちを理解しているはずだ。

　マーシュはため息をついた。

「しかし、よりにもよってデル・カッセロ伯爵とはねー……」

「ルシア官長からも同じ言葉を聞いたな。何か不ふ都つ合ごうがあるのか？」

「大ありですね。デル・カッセロ伯爵、ヨシュア様は殿下の唯ゆい一いつの恋こい敵がたきであり天てん敵てきです」

　大たい抵ていの幼友達はアレクの身分と気き迫はくに怯ひるんでモニカに近づかなくなった。そんな中でヨシュアだけが抵てい抗こうし、どれだけアレクに言われようとモニカの側を離れなかったのだ。

「子供の頃……モニカ様が十歳ぐらいまでですけど、すごく仲が良かったんですよ。だからと言っていまさらモニカ様の心変わりなんてないと俺は信じてるけど、殿下は不安そうですね」

　モニカ行方不明の報せをうけてからアレクの食事の量が減った。やたらと仕事に打ち込み、あまり寝ていない。笑顔も減ったし、元気がなくなった。

　モニカが望んで行ったわけではないというのに、この有あり様さまだ。

「やだなぁ、また殿下が倒れちゃったりしたら……」

「倒れたことがあるのか？」

　レオは意外そうに小首を傾かしげる。エリオと違い、見るからに頑がん丈じようそうなアレクだ。

「気絶とか、そういう意味ではなくて？」

「風か邪ぜもめったにひかない人ですけど、モニカ様が原因で寝込んだことはあります。一番関係が酷ひどかったときですね」

　モニカが姿を消す直前は、これ以上ないほど嫌い抜かれた。そんなとき、逃げ回られることに焦じれたアレクが「どうして私じゃ駄だ目めなんだ!?」と迫せまり、モニカに「アレクだから嫌いやなの！」と返されたのだ。

　アレクは倒れた。そのまま枕まくらも上がらぬ重体になった。

　寝込み続けたアレクに、医い師しが下した診断は「自己肯こう定てい能力の低下」だった。

「言ってみれば恋の病やまいですね。好きな人に存在を否ひ定ていされて、自分に自信が持てなくなってしまった」

　城の人間百人がかりで慰なぐさめ、励はげまし、褒ほめ称たたえたが、アレクが回復することはなかった。

　百人よりもたった一人の言葉が持つ重みに、レオはごくりと息を呑む。

「ラフィット殿どのがモニカ姫を怖おそれる理由が分かってきた。どうやって立ち直ったんだ？」

「モニカ様が婚約するかもしれないって、極秘情報を手に入れたからですよ。殿下は飛び起きましたね。レオ様は……事件を知っているから言いますけど、四年前の出来事はヨシュア様がきっかけなんです。殿下はモニカ様の婚約者がヨシュア様だと早とちりしたんですよ」

　実際のモニカの婚約者はペンテレイアのリチオ王子であり、ヨシュアは名前も挙あがっていなかった。

　だがアレクに落ち着いて考える余よ裕ゆうはない。真っ先にヨシュアを思い浮かべたアレクは、隙すきをみて城を飛び出した。

「怖こわかったでしょうね、モニカ様は。殿下、あの時ろくに食べてないし寝てないしでやつれてたし。そんな男が怒りと焦あせりに駆られてバルコニーから乗り込んできたわけですから」

「モニカ姫はどうしてそんな男を好きになったんだ!?　反対！　断固反対！　今すぐ別れさせる！」

　顔を赤くして憤ふん慨がいしつつ、体は恐怖を感じたらしいレオは徐じよ々じよに後あと退ずさる。手が塞がっているマーシュは、まあまあと首で手て招まねきした。

「それだけ殿下も思いつめていたんです。で、その事件がきっかけでモニカ様がペンテレイアに行くことになったんですけど、そのきっかけになることを起こしたきっかけが、俺なんですよね」

　肩かたを落としたマーシュに、レオは眉まゆを寄せる。

「デル・カッセロ伯爵だろう？」

「いえ、婚約と聞いて感情が爆発するほど、モニカ様に殿下を嫌わせてしまったのが俺なんです。殿下が倒れたとき……本気で死ぬんじゃないかってほど弱ったのに、モニカ様は何も言ってくれなくて。それで俺が馬ば鹿かやって、モニカ様を傷つけてしまったんです。……モニカ様に言ったの俺なんですよ。殿下のことも考えてあげてください、って」

　あのときのことを思い返せば、今でも一人で頭を抱かかえたくなる。自分がいかに子供だったか、その後モニカが消えてしまったことで思い知ったのだ。

「昔は本当に不思議だったんですよ。なんでこんなに一生懸命想ってて、モニカ様は応こたえてくれないんだろって、いつも思ってた」

　何をするにも、どこへ行くにも、アレクの行動の根底にはいつもモニカがいた。アレクの世界はモニカを中心に回っていて、それがマーシュにとっては理解できないことであり、同時に尊敬できることだった。

「だから俺は殿下の味方で、モニカ様の敵でした。でも、本当は逆だったんですよね。殿下を応援するなら、俺はもっと本気で二人に距離を置かせないといけなかったのに」

　引いた方がいいと忠告はした。だがそれはモニカのためではない。単純にアレクの行為が行き過ぎていると感じたからだ。

「モニカ様がいなくなって……それで考えました。力も身分も味方の数も遥はるかに上の人間から、しつこく迫られるのってどういう気持ちだろうって」

　誰も気持ちを理解してくれない。助けてもくれない。それどころか、なぜ愛を受け入れないのかと責せめられる。

　きっと、姿を隠したくなるのではないか。

　今ならマーシュも、そう想像することができた。

　黙って話を聞いていたレオは、不ふ機き嫌げんそうに視線を逸そらした。

「最低だな」

「仰おつしやるとおり」

「だが、モニカ姫は君に対して遺い恨こんがあるようには見えないが？」

「モニカ様が俺に何も言わないのは、俺以外の人間からも同じ事を言われたからです」

「では気にしなくてもいいんじゃないのか？」

「最初に言ったのが俺なんですよ。そのせいで周りが同調して。だから、あの時言い出さなければ、あんなことにはならなかったかもなーって」

「それでは現在恋人同士になった二人もいなくなるだろう。君の起こしたことは巡めぐり巡って良い結果を出したんじゃないのか？」

　ことごとく返され、マーシュは堪こらえきれずに噴ふき出した。

「何を笑う」

　ムッとしたレオに、マーシュは笑いを収める。

「いえいえ、ありがとうございます。嬉しいですよ。あなたは本当に真まっ直すぐで正義感が強くて優しい人だ」

「なに……？」

　途惑うレオにはかまわず、マーシュは天てん井じようを仰あおぐ。

「せめて方向が分かればなぁ。ウィトス魔ま導どう師し長ちようが何か方法を知っていればいいけど。早く謁えつ見けん終わらないかなー」

　今朝ミゼリア城に到着したウィトスは、ティマエスの元に挨あい拶さつに行っている。それをアレクが捕つかまえて王太子宮に連れてくる予定だ。

　そわそわするマーシュに、レオは目を伏せ遠えん慮りよがちにつぶやいた。

「魔ま道どうとはどういうものなんだ？　どれだけの効力を持つんだ？」

「うーん……効力は一いち概がいに言えないですね。魔道に興味があるんですか？」

　レオはうつむき加減に黙っていたが、やがて小さく唇くちびるを開いた。

「ある。……病人を治なおしたりもできるのか？」

「その病気の内容にもよると思いますよ。どんな病気ですか？」

　途と端たんにレオは黙り込んだ。

　言葉もなく二人は歩いていたが、ふいに前方からアレク付きの女じよ官かん、エイミーが急ぎ足で寄ってきた。

「マーシュ様、大変大変！　ヴァルダンの……、あらレオ様！　こちらにいらっしゃいましたの？　早くオルディアーナ様のところにお戻りになった方がよろしいわ」

「何かあったのか？」

　今日のディアに、要人と会う予定はないはずだ。急な何かが入ったかと近づくレオに、エイミーは内緒話のように声を落とした。

「セリディアーナ様が急きゆう遽きよネルトハイムに引き返して来られたのですわ。なぜかエリオ様の宮ではなく、こちらにいらっしゃって。今は二階の客間にお通ししています」

「え……」

　レオが絶ぜつ句くし、動きを止めた。ばさばさと音がして、力の抜けた手から本が滑すべり落ちる。

「！　失礼」

　我われに返ったレオは、拾ってくれようとしたエイミーを制せいし、しゃがみこむ。

　マーシュも驚いて空色の目を丸くした。

「建国記念式典の時にカゼルラに戻る予定じゃなかったっけ？　早いお帰りだなぁ。国こつ境きようから連絡もなかったし、どうしたんだろう？」

「私達も理由を聞かされていないのです。なので殿下にお知らせに行こうと……」

「いや、殿下には俺が知らせに行くよ。エイミーはセリディアーナ様のところに戻ってて」

　はい、と返事をして去っていったエイミーを見送り、マーシュは手を塞いでいた本を床に置く。屈かがみ込んだまま本を拾っていないレオの代わりに、本を拾い上げた。

「いやぁ、こんなに早くお帰りになるとは思ってもみなかったですねー」

　黙ったままのレオに、マーシュは静かな声で尋たずねた。

「どうしますか？　挨拶に出ますか？」

「なにを……」

　レオはオルディアーナの侍従なのだから、出るのは当然だろう。聞くのもおかしなことだ。

　だが、マーシュは聞いた。

　素直に顔を強こわ張ばらせたレオを見て、マーシュは服の隠しを探ると、銀色の細い鍵かぎを取り出した。

「はい、どうぞ。俺の部屋の鍵です。場所は一階の南みなみ端はじで、そこらへんの人や兵士に聞けば案内してくれると思いますよ」

　息を呑んだレオに、マーシュは肩をすくめた。

「とりあえず隠れたいんですよね？　暗あん黒こくの杖つえとか転がってる変な部屋ですけど、殿下と違って見られて困るものはありませんので」

　レオは受け取らない。挑いどむような青い瞳ひとみでマーシュを一心に見上げる。

「……………………君は誰だ」

　マーシュは噴き出した。

「誰って。アレク殿下の侍従のマーシュですよ。カゼルラの男だん爵しやく家の次男です。ロベルトの弟です」

　黙ったままのレオに、マーシュは鍵を握にぎらせた。

「俺は殿下に知らせに行って来ますので、どうぞ」

　特に抵抗されなかったことに安あん堵どし、レオの本も抱えて立ち上がったマーシュは「大丈夫ですよ」とのんびり笑った。

「こんなところに隠れているなんて、誰にも言ったりしませんから」
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　謁見の終わりを今か今かと待ち構えていたアレクは、執しつ務む室しつに入ってきた人物を見て即そく座ざに立ち上がった。

「やあやあやあ、アレクシス殿下！」

　明るい声で歩み寄るのは、黒のローブに身を包んだ非常に背の高い三十代半ばの男だ。優しそうな印象を抱いだかせる丸眼鏡めがねを掛け、長い黒髪を緩ゆるく一つにまとめて肩に掛けている。

「ウィトス魔導師長、お待ちしていましたよ」

　巨大な黒い鳥を思わせるローブ姿が懐なつかしい。

　思わず笑顔になって挨拶しようとしたアレクの肩へ、ペンテレイア王国魔導師長ウィトスは、ぽんっと手を置いた。

「レーム君はどこかな？」

　丸眼鏡の奥の黒い瞳が、キラキラと少年のように輝いている。

「王おう宮きゆうで大切にかくまわれていると思って来たんだよ。ミゼリア城に招待してもらえて嬉しいよ」

「あなたが来ると知って逃げたそうですが」

「おおっと、それは大変！」

　ウィトスはニヤリと口こう角かくを吊つり上げた。

「………………捕まえないといけないね……！」

「なんという邪じや悪あくな笑えみを……！　残念ですがレームは王宮にはいませんよ。モニカの屋敷に住んでいますから」

「ミラの？　そうと知っていれば先にミラの屋敷へ行ったものを！　時間を無駄にしてしまった！」

　ペンテレイアでのモニカをよく知るウィトスは、モニカを少年の頃のまま「ミラ」と呼ぶ。

　吠ほえるように叫さけんで今すぐ出て行こうとするウィトスに、アレクは慌あわてて声を掛けた。

「どのみち今はいません。そのことで魔導師長に力をお借りしたいのです」

　やっと本題に入ろうとすると、執務室の扉とびらがノックされた。

　入ってきたのは王太子宮にいるはずのマーシュだ。中にいたウィトスに顔を輝かせる。

「お久しぶりですー、ウィトス様。先日は魔道書を送って頂き、ありがとうございました」

　マーシュが頭を下げると、ウィトスは再会の感動に両腕を広げた。

「おお、魔道力の全くないマーシュ君じゃないか！　元気だったかい？」

「いま元気がなくなりました。ひどいですよ、ウィトス様！」　

「あれ？　手紙で魔道力があるかどうか見てほしいって書いてなかったかい？」

「書きましたけど、いきなりすぎる！　タメをください！　もっと、もったいぶった感じを！　例たとえるなら月の光の落ちる夜、大地に正円の刻こく印いんを描き地と天の力を結びつけて己おのれの封印を解といてから判断してください！」

　ウィトスに縋すがりつくマーシュに、感心したような声が掛かった。

「まさかそんな古代の封印儀ぎ式しきを持ち出すとは。勉強されているんですね」

　ウィトスの大きな背中に隠れるように、赤毛の少年がいた。

　年は十五歳前後、赤い髪はふわふわと柔やわらかそうで、瞳はエメラルドのような見事な緑色だ。

　ウィトスは思い出したように脇に退しりぞき、少年を前に押し出した。

「ああ、紹介しよう。うちの魔導師でシモンだ。一番新入りの魔導師なんだよ」

　ウィトスの紹介に、青あお紫むらさきのローブをまとった少年は礼をする。

「シモンは力が表に現れなくてね。すごい魔道力があるのに普通に暮らしていたところを、私が見み出いだしたんだよ。私はどうやら、少女だけでなく少年を見る目もあったらしい」

「あらぬ誤解を受けそうな言い方ですね」

　アレクは冷れい静せいに突っ込んだが、ウィトスがペンテレイア王おう妃ひとなった女性を見み出いだしたのは事実である。

　確かに、隠された何かを見み抜ぬく目はあるのかもしれない。

　それはさておき、呼んでもいないのに出てきたマーシュにアレクは不思議そうな顔をした。

「どうした、マーシュ。宮で何かあったか？」

「殿下、セリディアーナ様がお戻りです。殿下の宮にすでに到着されています」

「リディが？　なぜ戻ってくる」

　今はまだヴァルダンにいるはずだ。父親であるヴァルダン王太子サウルがエリオとの婚約に反対しているため、その説得に行ったはずなのだが。

　理由は不明だが、到着してしまっている以上とにかく戻らなければならない。

　ウィトスは自分を指差した。

「私達も行っていいのかな？　アレクシス殿下の宮に滞たい在ざいするよう言われたんだけど」

「なぜ父上は何でもかんでも私の宮に押し込めるんだろう」

　げんなりした顔でつぶやくアレクに、マーシュは万ばん歳ざいをした。

「やった！　ウィトス様、魔道の伝でん授じゆをお願いします！」

「はははは、マーシュ君、はははははは！　……殿下、宮は東でいいのかな？」

「流された!!」

　愕がく然ぜんとしたマーシュを置いて、一行は王太子宮に向かった。
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　アレクを待ち構えていたのは、困惑する王太子宮の召し使い達だった。

「殿下、セリディアーナ様がお戻りです。お怒りです」

　迎えに出ていたロベルトに今の状態を耳打ちされ、アレクは小さくうなずく。

　客間に一歩入ると、エイミーがほっとしたように声を上げた。

「姫君、アレクシス殿下がお戻りになりました！」

　エイミーの声に、明るい窓際に立っていた女性が振り返った。

　とても背が高い。

　後ろ姿だけでもよく分かる、しなやかに伸びた肢し体たい。細い腰を反そらせて彼女が振り返れば、澄すんだ音を立てて銀色の耳みみ飾かざりが鳴った。

　その顔を見た途端、シモンはおろか、女性にさして興味のないウィトスですら息を呑んだ。
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　手の込んだ形に結われた髪は、月光のような色だった。金色にも見え、銀色にも見える。白プラ金チナとも違う。明るい銀色、というのが一番近いかもしれない。

　ほっそりと白い顔は気品高く、太たい古この湖を思わせる瞳もまた、青のような紫のような不思議な風合いだった。煌きらめき、澄んでいて、一度目にすれば忘れられないほど美しい。

　彼女を取り巻く女官はみな美女揃ぞろいだが、それすらも一瞬で霞かすむ。星の夜に現れた満月のように、ヴァルダン王国第一王女、セリディアーナは悠ゆう然ぜんと立っていた。

　しかし、そんな女め神がみのごとき容よう姿しとは裏うら腹はらに、不ふ機き嫌げんな感情を隠さない表情はとても人間味があった。

　駆けつけたアレクに、その瑠る璃り色いろの瞳をキッと吊り上げる。

　先に挨拶をするのはお前だと言わんばかりの表情に、条件反射で睨にらみ返しそうになるが、アレクは感情を抑おさえ込むと女官達が退く中を近づいた。

「リディ。どうしたんだ。まだ戻る予定ではなかっただろう？」

　挨拶がお気に召めさなかったようで、リディはむっとしたまま口を開かない。アレクはつい露骨に面倒そうな顔をしてしまった。

「今帰ったところか？　なぜ私の宮に先に来るんだ。エリオのところに」

「ご機嫌よう、アレクシス。あなたのような根性のねじ曲がった冷れい酷こく男と婚約させられたお可か哀わい想そうな姫君はどちら？」

　美しくも強い声で言葉を被かぶせられ、アレクはこめかみをピクリとさせる。

「まさかそのために帰ってきたのか？　君と違って素直で愛らしくて可か憐れんなモニカは今はいない。旅行中だ」

「あら、早さつ速そく逃げられたの？　それも仕方ないわね。あなたとお付き合いしようだなんて奇き特とくな方がいるはずないものね」

「どうした、エリオの宮に行って追い出されたのか？　それでこんなところで憂うさ晴らしか？」

「まずは旅の汚よごれを落とそうと思って。住んでる人が綺き麗れいじゃない宮なら思いきり落とせるわ」

「ちょっと家に帰るだけで汚れが溜たまるとは。さすが君だな」

　ハハハ、ホホホ、と顔だけはにこやかな二人に、互いの侍女や従じゆう者しや達がハラハラする。どちらも引かない性格のため、初対面の幼い頃からとことんぶつかり合ってきたのだ。

　しかし今日は仲ちゆう裁さい者しやが現れた。

「失礼致します。オルディアーナ様がご挨拶にお越しでございます」

　女官の声ののち現れた薔ば薇ら色いろのドレスの少女に、リディはぴたりと笑みを消した。

　対するディアは、失礼にならない程度の微び笑しようを持って進み出る。

「ご無ぶ沙さ汰た致しております。セリディアーナ様におかれましては、ご機嫌麗うるわしくおめでとうございます」

　ディアは淑しとやかにドレスをつまみ、膝ひざを屈めた。

　じっと頭こうべを垂たれ言葉を待つ異い母ぼ妹まいに、セリディアーナは無表情で手にした扇おうぎを開いた。

「……オルディアーナ。こちらでは健すこやかに過ごされているようね」

「はい。ミゼリア城の皆様にはよくして頂いております」

　顔を上げたディアは、慎つつましやかに微笑む。

　しばらく沈黙がおり、リディが軽く片手を上げると、ディアは一礼して皆の後ろへ退さがった。

　会えた喜びを語るでもなく、一緒の滞在を嬉しがるわけでもない。まるで臣下のような振ふる舞まいに、見ていた者達が言葉をなくす。

　名めい状じようしがたい空気が流れたとき、それを破やぶるように少年の声が響ひびいた。

「姫！」

　セリディアーナ帰き館かんの報ほうを受けて、王太子宮に駆けつけたエリオだった。

　第二王子の出現に、誰もがほっとして場を空ける。

「どうなさったのですか、セリディアーナ姫。ヴァルダンに帰るとうかがっていたのですが、何か忘れた物でも……」

　婚約者の言葉を遮さえぎるように、リディはすっと右手を伸ばした。

　並べばセリディアーナの方が背が高い。無言で伸ばされた手を恭うやうやしく取り、エリオは王子らしくその甲こうにキスをした。

「ご機嫌よう、セリディアーナ姫。お戻りになるのならお迎えに上がりましたのに」

「ご機嫌よう、エリオット殿下。結構よ。あなたのようなお体の弱い方かたに来て頂こうとは思わないわ」

　冷たい物言いに声を上げようとしたアレクを制し、エリオは優しく微笑んだ。

「申し訳ありません。もう大丈夫ですので」

　穏おだやかな声に、リディは眉み間けんにしわを寄せると視線を逸そらした。

「アレクシスの恋人を見に来たのよ。それだけ」

「モニカを？」

　その言葉に、なんとなく成り行きを見守っていたウィトスもきょろきょろした。

「そういえば、ミラ……モニカ姫とレーム君はどこに行ったのかな？　屋敷にはいないと聞いたけど」

「わかりません。行方不明なんです。だから魔導師長、あなたに力をお借りしたくて……。デル・カッセロ領だと聞いていたのに、行っていないのです」

　アレクは悔くやしさをぶつけるように、きつく拳こぶしを握り締めた。

　行方を知る人間を締め上げても、効果がないことは分かっている。

　それは四年前、モニカを隠されたときに実証済みだ。ティマエスとロスターは絶対に口を割らない。

「なんだ。それで立ち止まっていたのかい」

　しかしウィトスは緊きん張ちよう感かんのない声を上げ、ごぞごぞとローブの隠しを探った。銀の小箱の中から、細い糸のようなものを取り出す。

「こんなこともあろうかと、レーム君の髪の毛を常備してるんだけどね」

「怖っ！　この私が怖いと思うなんて、魔導師長あなた相当ですよ!?」

　自然に懐ふところから出てきた髪の毛に、さすがのアレクも悲ひ鳴めいを上げた。

「え？　殿下はミラの髪の毛を持ってないのかい？」

「さすがに常備はしていませんよ！」

　とんでもないっ、と怒おこるアレクに、マーシュとロベルトがささっと後退った。

「部屋にはあるの!?　殿下、俺も初耳なんですけど!?」

「殿下、用よう途とは何なのですか!?」

　理解が深いはずの側近にも引かれた。

　ウィトスは重々しくうなずく。

「髪の毛は大事だ。力のある魔導師なら、たった一ひと筋すじの髪で様々なことをやってのける。危害を加えたり、ときには本人の体を乗っ取ったりもしてしまうからね」

「そう、髪の毛は大事だ。だから私も持っているのだ」

「殿下、だからが繋がってないですよ！」

　アレクがうやむやにさせようと頑がん張ばっているうちに、ウィトスの大きな手の中でレームの髪が細かな銀色の砂に変わった。

　あまりにも静かに、あっという間に起こった出来事に、見ていた者達が目を疑う。

　ウィトスはただ、髪を手の中に包み込んだだけだったのだ。

　エリオやリディですら仰ぎよう天てんしたように、小さな羅ら針しん盤ばんを取り出したウィトスの動きを見守っている。

　すでに不思議の術じゆつを目まの当あたりにしているアレク達は、冷静にウィトスの手の中の羅針盤を見つめた。銀色の粉を振りかけられた羅針盤はほのかに光り、東を指して頼たよりなく揺ゆれ動いている。

「東……。北のデル・カッセロでないことは確かだな」

　初めて見る魔道だが、これがレームの居場所を指すことは分かる。アレクのつぶやきに、マーシュもうなずいた。

「東なら、三つの領地に分かれますね」

　王都ネルトハイムのすぐ東隣がカヴァルカンティ、ボヘミア、サン・ゼーノと続き、東の隣りん国ごく、ラベンナ公国へ入る。

　三つの領地を繰くり返しつぶやき、マーシュは手を打った。

「分かった。カヴァルカンティ侯爵領だ」

「なぜ分かる？」

　アレクが問うと、マーシュはウィンクして見せた。

「マリア嬢ですよ。侯爵令嬢の。ティマエス陛下や閣下が信頼できて、目の届く近さで、協力すると得をする。カヴァルカンティ侯爵です」

　やけに自信満々なマーシュの答えに、しばし黙もつ考こうしたアレクはうなずいた。

「分かった。カヴァルカンティに向かってくれ」

「了解ですー」

　ウィトスはおもしろそうに、二人のやり取りを観察した。

「殿下。すぐにマーシュ君の言うことを信じるのかい？」

「どちらにせよ、カヴァルカンティは通過しないといけません。……それにマーシュの言うことを聞いて、あまり間違ったことはない」

「信用しているんだね」

「ただの経験談です」

　それを信用と言うのだが、むきになって否定しそうなのでウィトスは笑いながら口をつぐんだ。

　捜索先が決まり一いつ斉せいに動き出そうとすると、美しい声で待ったが掛かった。

「私も行くわ」

　突然の発言に驚いて見れば、リディがつんと顎あごをそびやかしてアレクを見ている。

「まだ旅装も解いていないし、ちょうどいいわ。マチルダ、侍女は数人でいいから選んでちょうだい」

「かしこまりました」

　主あるじの命令に、リディ付きの侍女であるマチルダが頭を垂れる。

　ぼけっと聞いていたアレクは、ぎょっとして我に返った。

「冗じよう談だんじゃない、リディ！　君が行くなど！」

「ちょっと待った、殿下。これはいいかもしれないですよ。セリディアーナ様ならヨシュア様どころかティマエス陛下だって無視できない。力をお借りしましょう！」

「本気か、マーシュ!?」

「動くなら今のうち！」

　政せい務む中のティマエスは、リディが戻ってきたという報告を受け取っていないかもしれない。

　それならとウィトスは羅針盤をリディに差し出した。

「私は明日も陛下と会食があるから動けないが、それが終われば合流させて頂こう。姫君、これをお持ちに……」

　しかしリディと向かい合ったウィトスは、そこで言葉を切った。

　ゆっくりと、丸い眼鏡の奥の瞳が見開かれる。

　ウィトスはまるで今初めてリディの存在に気づいたかのように、しっかりと彼女に焦しよう点てんを合わせた。

「……どうかなさって？」

　受け取ろうとしたリディは、動きを止めたウィトスを瑠璃色の瞳で見上げる。

　部屋中の人間の視線を集め、気づいたウィトスはいいや、と言うように微笑んだ。

「姫のお母上は異国の方かな？　それともヴァルダンの？」

　突然の質問にリディは面めん食くらったようだが、首を横に振った。

「母はベルナルド陛下の姪めいですわ。父とは従い兄と妹こ同士になります。それが何か？」

「いいや、なんでもないよ。姫、その羅針盤を使って、針がぴったり止まる場所まで進んでほしい。そこにモニカ姫もいるはずだ。アレクシス殿下、私は立場上会食を投げ出してレーム君の下もとには行けないんだけど、行くのなら協力するよ」

　その言葉に覚かく悟ごを決めたアレクは、背後のロベルトにうなずいた。

「ロベルト、護ご衛えい隊たいを選別してお前も行ってくれ」

「はっ」

「お待ちください、姫！」

　とっさに止めたのはエリオだった。

「落ち着いてお考え直しを！　勝手に動いて、あなたに何かあってからでは遅いのです。モニカのことは兄に任まかせて……」

「クラウディ侯爵令嬢はお元気？」

「は？」

　エリオは返事に詰まった。リディは無表情のまま繰り返した。

「クラウディ侯爵令嬢はお健すこやかにお過ごし？」

「え、あ、はい。リーナ嬢はお元気です、が……」

「サンタニア伯爵令嬢は？」

「……メディア嬢もお元気です」

「ウェスタイン公爵令嬢は？」

「モニカは元気すぎるぐらい元気ですよ。うるさいほどです」

　先日も部屋で散々騒がれたエリオは、思わず素すで答えた。

　リディは優ゆう雅がにドレスの裾すそを持ち上げると、くるりと背中を向けた。

「なら結構。用意をしてくるのでここで失礼するわ。マーシュ、ロベルト、準備ができたら呼びに来なさい。一時間後には出るわ。ついてらっしゃい、マチルダ！」

　凜りんとした声で言い放ち、リディは女官長ルシアの用意した部屋へと去っていった。

「え？　え？　あれ？」

　今の会話になんの意味があったのか。混乱するエリオを置いて、部屋は緊張から解かれた。リディを追いかけ女官達が部屋を退出していく。

　微び妙みように鈍どん感かんな弟の肩を叩たたいて慰め、アレクはディアを振り返った。

「しかし、相変わらず姉し妹まいとは思えない会話ですね」

「あら、アレクシス殿下。セリディアーナ様はちゃんとお返事をくださいますもの。お優しいわ」

　噓うそでもへつらうわけでもなく、ディアは本心から微笑む。

　ヴァルダンには何度も行き、他の六人の姫を知っているアレクはため息をついた。

「まあ、あなた方姉妹の戦いに首を突っ込もうとは思いませんけど」

「姫君方は疎そ遠えんなのかい？　立ち入ったことを聞いて申し訳ないが」

　側で聞いていたウィトスは、笑顔のまま話に入った。ディアは、不思議の術を見せた魔導師長に優雅に礼をする。

「まあ、魔導師長様。お気き遣づかいはいりませんわ。八人姉妹全員の母親が違うのは、他国も周知の事実ですもの」

　ころころと可愛らしく笑ったディアに、ウィトスは微笑を消した。

「……では、あなたとセリディアーナ姫も母君が違う、ということだね？」

「もちろんですわ。セリディアーナ様のお母様は、サウル王太子殿下のご正せい妃ひでいらっしゃいます。私の母は下働きですもの」

「ほう……。下働き」

　思案顔のウィトスに、アレクは訝いぶかしむ。

「魔導師長、それが何か」

「いいや。なんでもないよ」

　ウィトスは穏やかに答え、それ以上は何も言わなかった。

「では、殿下。出発の用意をしてまいります」

　護衛の人じん選せんを考えていたロベルトは一礼し、騎士達を連れて出て行こうとする。

「ちょっと待った、兄さん！　ディア様に何にもなし？」

　マーシュの呼びかけに、ディアの小こ柄がらな体が跳はねた。

　明らかに飛び上がったディアを無視して、マーシュはロベルトの広い背中を捕まえるように強く見つめる。

　呼び止められてしまえば、無視するわけにもいかない。

　ゆっくりと振り返ったロベルトは、姿勢正しくディアの前に立った。

　その大柄な体格に押されるようによろめいたディアを、マーシュが背後から控ひかえめに支える。

　逃げ場がなくなって真まっ赤かになったディアに、ロベルトは低い声で話しかけた。

「ご機嫌よう、オルディアーナ姫」

「は、はい！」

「お体の調子はもういいですか？」

「はい！」

「私は今から出ますので、ごゆっくりお過ごし下さい」

「はい！」

「では行って参ります」

「はい！」

　ロベルトはディアの頭を、ディアはロベルトの腹ふつ筋きんしか見ていない。身長的にどうしてもそうなるのだが、一切視線を交えずに二人の会話は終わってしまった。

　上着を翻ひるがえして去った後ろ姿だけをしっかりと見て、ディアはふぅーと一仕事終えたように息を吐つく。

　そんなディアを、マーシュは妹にするように叱しかった。

「ふぅー、じゃないですよディア様！　はい、しか言ってないじゃないですか！」

「いいの！　それでいいの！　ご挨拶できたらいいの！」

「まさにうやむや！　ああ見えて兄さんはあなたより大人なんですよ？　このままじゃ、なかったことにされますよ!?」

「わ、分かったわ！　一いつ服ぷく盛もって一気に進めばいいのね!?」

「一気過ぎる！　まずは向きあって話をするところから始めてください！」

「だってだって駄目よ！　格好良すぎて真っ直ぐ見られない！」

「うちの兄さんにそんなこと言うのあなただけですよ!?　だから頑張って、お願いします！」

　駄目！　頑張って！　を繰り返す二人に、ウィトスは「青春だねぇ」としみじみつぶやいた。
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　ゆっくりと夜の降りてくる丘を見つめていたモニカは、ユノの悲鳴で振り返った。

「どうしたの？」

　ユノはべったりと壁に背中を引っ付け、遠くの鏡きよう台だいの下を指差す。

「ね、ネズミがいます！」

　見れば、茶色い小さな野ネズミが前足を上げてこちらを見ていた。チチッと小さな鳴き声を上げ、ひび割れた壁の穴に潜もぐり込む。

　まあネズミぐらいいるだろうと思うが、ユノにとっては違うらしい。恐ろしげに壁の穴を迂回しながら近づいてきた。

「今日三匹目ですよ？　なんだか急に出てきました……」

「そうだね」

　そのまま窓の外に視線を戻したモニカに、ユノはおずおずと声を掛ける。

「あの、モニカ様。夕食のご用意が整っておりますが……」

　三度目の催さい促そくだ。

　これ以上は待っても無駄と知り、モニカは立ち上がった。




　食堂ではヨシュアが冷めた食事を前に、モニカを待っていた。

「レームを返して」

　遅ち刻こくの文もん句くを言おうとしたヨシュアを遮り、モニカは落ち着いた声で言った。

　ヨシュアはわずかに眉をひそめる。

　レームがいなくなった。

　朝食時に別れたっきり、帰ってきていないのだ。

「だから、さっきも説明しただろう？　朝食の後、森に行ってから戻らないそうだ」

「噓つかないで」

　レームが一人で森で遊んで、帰ってこないなどありえない。モニカよりも方向感覚があり、森の動物とも話せるのだから。そもそもモニカを心配させるなど、絶対にないことだ。

　帰れないよう、妨ぼう害がいされているに違いない。

　モニカは両手を組んで懇こん願がんした。

「お願い。あの子を捕まえたり閉じ込めたりしなくても、ここに残るから。レームを返して」

「知らないと言っているだろう？　繋いでいなかったんだから、勝手に逃げても仕方ない」

「そんなわけない。レームは私の側を離れたりしない」

「モニカ。君が動物好きなのはよく知っている。でも動物は完全に君の言うことを聞くわけではないんだ」

「普通の動物はね。でもレームは違う。ヨシュアは私と話をするためにここに来たんでしょう？　それならもう済んだはずだ」

　モニカのアレクへの想いは、はっきり言ったはずだ。

　これ以上に何が知りたいのか。

　必死で見つめるモニカの視線から逃げるように、ヨシュアは立ち上がった。

「……その通りだ。馬はこちらで探す。見つかるまでおとなしくしていてくれ」

「ヨシュア！」

　モニカの声にも振り返らず、ヨシュアは食事に手をつけないまま去っていった。

　その後ろ姿を見送り、モニカは食卓に視線を戻す。レームが心配だし、あまり食欲はない。ひとりで夕食を摂とろうか逡しゆん巡じゆんしていると、しゃくりあげる声が聞こえた。

　何事かと見れば、ユノが肩を震ふるわせて泣いていた。

「どうしたの！　どうしてユノが泣くの！」

「だ、だって、だって……、ずっと言って、た、初恋の……人にお会いできたのに……！」

　側にあったナプキンで涙を拭ふいてあげれば、途切れ途切れにそんなことを言う。

　少女の優しい言葉に、モニカは突かれたように動きを止めた。

「……うん……。そうだね」

　ヨシュアが会いたいと思ってくれた気持ちも分かる。だが、会うべきではなかったのかもしれない。

　ユノが落ち着くのを待ち、モニカは優しく声をかけた。

「ねえ、言えそうなら言って。レームに命の危険はある？　食事をもらえないとか」

「まさか！　閉じ込めているだけです！」

　あっさり捕らえていることを白状してくれたユノに、モニカは苦笑した。

「分かった。ありがとう」

　それだけ聞ければ十分だ。こうして話が終わったからには、すぐにレームを出してくれるだろう。

　モニカは安堵し、ユノを下がらせると食卓に着いた。







　第四章　セイレの乙女







　ティマエスとの会食を終わらせたウィトスは、アレクの私室に入った。

　部屋は人ひと払ばらいされ、中にいるのはアレクとラフィット、そして魔ま導どう師しのシモンだけだ。

「やれやれ終わった終わった。外交するために来たんじゃないけど仕方がないね」

「ぶっちゃけましたね。あなたを他国に送るにあたって、ガレ大臣が胃を痛めていないか心配ですよ」

　悪びれないウィトスに、アレクは真ま面じ目めなペンテレイア王国の大臣ガレを思う。外交などしたことのない魔導師長に、今ごろ気を揉もんでいるに違いない。

「おや殿でん下か、ガレ様が胃を痛めているってよく知ってるね。ガレ様からはティマエス陛へい下かに会うなって言われてたんだけど、お召めしがあっては断れないよ」

　軽い口調のウィトスは、そこで表情を改めた。

「カゼルラは私達にとって、とっても大事な国だからね」

　ペンテレイアは、海とカゼルラに囲まれた小さな国だ。他国から存在を認知されないほど隠かくされているが、逆を言えば、長く平和であるのもそれが理由と言える。

　まあ、その通りだとうなずくアレクに、ウィトスはふっと目を細めた。

　シモンと共に、テーブルの前に立つ。

「じゃあ始めようか」

　テーブルの上には二枚の皿と、水の入った瓶びんが置かれている。ウィトスは瓶の水を薄い平皿の上に満たした。　

「水とは生命の源みなもとであり、波は紋もん、伝達、浄じよう化か、超自然の力の象しよう徴ちようだ。水を使った魔ま道どうは数限りなくあるし、一番応用の利きく素材でもある。……シモン、開いてくれ」

「はい」

　少年は皿の片方を引き寄せると、水面をなぞるように少しだけ指先を水につけた。

　ただそれだけで、水には何の変化もない。

　ウィトスはローブの懐ふところから小さな木の実を取り出すと、それをもう一枚の皿の上に落とした。

　なんとはなしに見ていたラフィットは、普段は微び笑しようのまま変えない表情を珍めずらしく驚おどろきに変えた。

　皿に落ちるかと思われた木の実は、水面で小さな飛ひ沫まつを上げて消えてしまったのだ。

「これは……」

　木の実の行方ゆくえを目で追っていたラフィットは、更さらに驚きよう愕がくした。

　シモン少年の皿に、その木の実が現れたからだ。

　一連の魔道を披ひ露ろうしたウィトスは、アレクに微ほほ笑えんでみせる。

「と、いうように。伝達の力を使えば離れた場所に物を移すことができる。同じく、人も」

　ウィトスはこの魔道で、アレクをモニカの元に送ろうと言うのだろう。

　見事に移動した木の実を見つめ、ラフィットは考え込むように口くち許もとに拳こぶしを当てた。

「不思議ですね。今の魔道を見ていると、力のある魔道師の方が触ふれるだけで色々なことが起こってしまう」

　シモンは水すい面めんをなぞるだけ。ウィトスに至いたっては水に触れもしなかった。瓶を手に取っただけだ。

　当然の疑問に、ウィトスはシモンから受け取った実をもう一度皿に落とした。今度はすり抜けずに、実は水の中に留とどまる。

「魔導師とは、物の持つ力を引き出す人々のことだ。水の力はさっき説明したとおり。硝子ガラスは透とう過か。その力を我われ々われは開くと言うが、解放するために必要なのが……意志の力だ」

　物が持つ力を何に使うか。どう使うか。同じ物でも使う人間によって変わってしまう。それらは全て、術者の先せん天てん的てきな能力と、意志の強さによって決められるのだ。

「まあ、中には薬草なんかの意志の力が介かい入にゆうしない物もあるよ。その辺りは専門的な話になるから、またの機会にしよう。私は今からマーシュ君達に追いつくから、ここにはシモンを置いていくよ」

　リディ達はすでにカヴァルカンティ侯こう爵しやく領りように入っているはずだ。

　簡単に言ったウィトスに、シモンが目を眇すがめる。

「追いつくって、行き先を知ってるんですか？」

「マーシュ君にアクラの枝を渡して道みち標しるべを作ってもらってるんだ。行く先々で地面に差すだけ簡単、魔道のお手伝い！　……って煽あおったら喜んで協力してくれたよ」

「魔導師長……」

　シモンは真顔で唸うなった。

「それ、俺がヴァルダンの姫君について行ったら早かったんじゃ」

「何を言う、シモン！　そんなことしたら私がネルトハイムに残らないといけなくなるじゃないか！」

「それでいいじゃないですか！」

「いやだいやだ！　一刻も早くレーム君に会うんだ！」

「俺だって一いつ角かく獣じゆうに会いにここまで来てんですよ!?　無む償しようであなたのお守もりしてんじゃないんですよ！」

「お守りは否ひ定ていしないがレーム君に会うのは私だ！」

　年の差も役職の差も越えて戦う魔導師達を、ラフィットは思し案あん顔がおで見つめた。

「モニカ様が馬を王宮に連れて来たいと言っていたので止めていたのですが、一度見てみたくなりましたよ」

「レームか……。人を見る馬だから、お前には嚙かまないはずだ」

「ほう。賢かしこい馬ですね」

　満足そうに笑ったラフィットに、アレクは怖こわいから……とは言えなかった。




　　　　　　　　　　[image: ]




　レームが姿を消して、丸一日経った。

　食堂で仲なか違たがいした後、ヨシュアとは一度も顔を合わせていない。

　彼はレームを探しに行くといって一日中森に出ていたし、モニカはモニカで城内を探し回っていたからだ。見つかるような場所にいないと分かっていたが、何かをしていないと落ち着かなかった。

　約束の滞たい在ざい期間である一週間が経ったが、王都に帰ることはできない。

　アレクはちゃんと、何も知らずにいてくれているだろうか。当初の予定通り、滞在は一ひと月つきだと思ってくれればいいのだが。

　城内を歩きながら、そればかり考えていた。




　その夜、ベッドに横になっていたモニカは、石の上を何かが走る音で身を起こした。

　静かな夜だ。森を渡る風もなく、虫や夜の鳥の声しか聞こえない。月光の射さし込む角度から見て、真夜中だろう。

　薄うす暗ぐらい部屋に目を凝こらしたモニカは、訪問者を探り当てた。

　闇やみの中から、三匹の小さなネズミがこちらを見ていたのだ。

　モニカと目が合っているのに、逃にげようともしない。野生のネズミでは考えられないことだ。

　モニカはそっとベッドから下りた。

「レーム……？」

　立ち上がったモニカを見て、ネズミ達は鳴き声もなく廊ろう下かに出て行く。

　走り去るにはゆっくりした速度、壁の割れ目ではなく衝つい立たての向こうへ出た姿を見て確信した。

（レームが呼んでるんだ）

　近くにいる動物に頼たのんで、モニカに助けを求めているのだ。

　モニカは柔やわらかい室内履ばきを履くと、後を追って廊下へ出た。真まっ直すぐな回かい廊ろうは窓が多いため、月明かりで明るい。

　大階段を下りたネズミ達は、中二階の奥へと姿を消していく。

　静せい寂じやくに包まれた食堂では、天てん井じようまである窓から煌こう々こうと月の光が落ちていた。

　明るい満月に目を奪われかけたが、チッチッという鳴き声に慌あわてて注意を足元に戻す。

　が。

「暖だん炉ろ!?」

　ネズミ達が飛び込んだ先を見て、叫さけんでしまった。

　初夏のため使用はされておらず、灰はない。暗くら闇やみの中、顔を近づけたモニカは、そこがただの石壁ではないことに気づいた。

（……隠し扉とびらだ）

　石壁を押せば、思ったよりも抵てい抗こうなく壁が動き、向こう側へ開いた。隙すき間まからネズミ達が三匹とも滑すべり込んでいく。

　モニカも後に続き、這はい出た先は真っ暗な闇に続くような階段の頂上で、踊り場になっていた。地下へと下りていく階段は、十段ほどからもう先が見えない。

　どこまで続いているのか見当もつかないまま、それでもネズミ達は次々と駆かけ下りていく。

　無意識に足がすくみ立ち止まってしまったモニカだが、すぐに気合を入れなおして一歩を踏ふみ出した。

（この先にはレームがいる！）

　転げ落ちないよう、慎しん重ちように階段を下りていった。




どれだけ時間が経たっただろうか。

　途と中ちゆうに分かれ道があったり、螺ら旋せん階段に変わったりもしたが、ネズミ達の鳴き声に従したがいモニカはひたすら先を進んだ。

（どこまで行くんだろう）

　と、足元ばかり見ていたモニカは、前方に突然光が現れるのを感じた。驚いて顔を上げれば、少し先の壁の隙間から橙だいだい色いろの光が漏もれている。

　それは細いかすかな光だが、この暗闇の中では太陽のようにはっきりと見えた。

　ネズミ達はまっしぐらに光に向かって走っていく。モニカも若じやつ干かん足を早め、後を追った。

「ここ？」

　カリカリと光の漏れる石壁を掻かくネズミに尋たずね、モニカは静かにそれを押した。

　ズッと音がして、壁がずれる。向こう側から人の声も何もしないことを確認して、モニカは体重を掛けて壁を押した。

　途と端たんに、あっけなく扉が開いた。

「わっ！」

　重かったのは最初だけで、後は普通の扉と同じような手て応ごたえだった。勢いきおいのつきすぎたモニカは、向こう側の床をごろごろ転がる。

　とっさに受け身を取って起き上がろうとすると、何かが飛びついてきた。

「モニカ――――!!　モニカ、モニカ！」

　胸にしがみつく銀色の頭。すでに懐なつかしく感じる泣き声と小さな体に、モニカも感かん極きわまって叫んだ。

「レーム!!　よかった！　心配したよ!!」

　大声を出して、人が来るかもしれないなどと考える余よ裕ゆうもなかった。

　泣きじゃくるレームを抱き締め、髪にキスをする。

「ごめんね、レーム！　怖い思いさせて……！」

「モニカが来てくれたからいい！」

　足首には縄なわが掛かっているが、怪け我がもなく元気だ。

　健けな気げに答えるレームの涙を拭ふいてやり、モニカは素早く足に巻かれている縄を解といた。

　地下倉庫のような部屋はレームのいる一角だけ藁わらが敷しいてあり、綺き麗れいな水をたたえた桶おけと食料が用意されていた。藁も綺麗で、ちゃんと毎日掃そう除じされているようだ。

「よかった……。レーム、誰が世話してくれているの？」

「おばあさん」

「お、おばあさん？」

「最初は森にいた。でもおばあさんが来て、はくしゃくに内緒ってこっちに入れた」

「ヨシュアに内緒？」

　おばあさんはおそらく下働きの使用人だろう。だが、なぜ内緒なのかが分からない。

　考え込みかけたが、モニカは立ち上がった。

「……とにかく脱出しようか」

　もうレームを見つけることができたし、事の真相は後でかまわない。

　入ってきた隠し扉に向かったが、ふいに足元に影かげが走った。

　踏んでしまいそうになり、モニカは慌てて歩みを止める。ネズミ達だ。

「いちばん大きな階段を、ずっと上がっていけば食堂だって」

　レームが通訳をしてくれ、モニカは大きく頭を下げた。

「ありがとう。ここまで連れてきてくれて、本当にありがとう」

　レームも三匹に顔を寄せて何かを話し、別れの挨あい拶さつが終わると、ネズミ達は矢のような速さで暗がりの中へ消えていった。

　それを見送り、モニカとレームは隠し通路へと入った。心も軽く、地上に向かって階段を上る。

「でもすごいよ、レーム！　他の動物を呼んで、僕を連れてくるようにお願いできるなんて！　一角獣として成長したね！」

「ううん、泣いてたら来てくれた」

「お姫様か！」

　いや、でも成長した！　とモニカは思い直した。

　ペンテレイアのシレナの森で出逢った頃は、泣いても動物は来てくれなかったのだから。ネズミ達は十分に案内してくれたし、レームのために動いてくれたことは確かだ。

　そうして階段を上るうちに、レームの足が遅れ気味になった。つまずいたりすることが多くなり、見れば半分寝ている。

「眠い？　脱出はいつでもいいから休きゆう憩けいしようか」

　不安であまり寝ていなかったのかもしれない。モニカと会えて安心したのだろう。

　別れ道の小さな踊り場につき、モニカは腰掛けた。

　うとうとしているレームを膝ひざに載せ、赤ん坊を抱かかえるように胸に抱き込む。結構重かったが、我が慢まんだ。

　ふにゃあと幸せそうに眠ったレームの髪を撫なで、モニカも目を閉じた。
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（ヨシュアに内緒って……）

　では彼もレームがどこにいるのか知らなかったことになる。てっきり探す「振り」をしていると思っていたのに。

　本気で探してたのか。ならば、なぜそう言わなかったのか。

　ヨシュアの行動がつかめず、そんなことを考えながらモニカは眠りの世界に入っていった。
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　物置から這い出して来たヨシュアに、侍じ女じよ達がおろおろと群むらがる。

「ヨシュア様、髪に蜘く蛛もの巣が……」

「いいから、他に回ってくれ」

　心配そうな侍女を別の部屋に行かせ、ヨシュアは頭から埃ほこりを払った。

　使われていない部屋が多すぎる。扉はなく開けっぴろげで探しやすいはずなのに、城中を見回ると途方もなく時間が掛かった。

「くそっ！」

　苛いら立だちが頂点に達し、ヨシュアは拳を壁にぶつける。

　モニカがいなくなった。たった一夜の間に消えてしまったのだ。

　厩きゆう舎しやの馬は数が減っておらず、門番も物もの見み台だいの兵士も、侍女達も城から誰かが出て行ったところを見ていない。

　ユノから報告を受け、朝から城内をしらみつぶしに探したのに何の手掛かりもなかった。

「ヨシュア様ー！　大変です！」

　先ほどから関係のない報告ばかりしてくるユノの声が聞こえ、ヨシュアは部屋の中から怒ど鳴なった。

「今忙しい！　後にしろ！」

「お客様がお着きになります！」

　年若いユノは、負けじと叫び返してくる。

　帰せ！　と叫びかけ、さすがにそれはないなと少し冷れい静せいになった。

　そういえば半はん刻こくほど前に、物見台から城に近づく一団がいると伝令を受けた気がする。

「誰が来た？　迎えに出るから着替えを」

　やっと落ち着いて捜そう索さくを切り上げた主人に、ユノはおずおずと客人の身分を告つげた。

「あの、ヴァルダン王国の第一王女様だそうです」

「はあ!?」

　歩き出していたヨシュアは体ごと振り返り、絶ぜつ句くした。




　急ぎ足で客間に入れば、金の髪を一つにまとめた男がにこやかに礼をした。

「お久しぶりでございます、ヨシュア・デル・カッセロ様」

　隣となりにいた、大たい剣けんを腰に提さげた大柄な男も一礼する。

「マーシュにロベルトか。久しぶりだな」

　声が不ふ機き嫌げんにならないよう、ヨシュアは冷静に答えた。

　ヨシュアからすれば懐かしいが会いたくもない、アレク付き従じゆう者しやの筆ひつ頭とう、ディ・ミーニ男だん爵しやく家の兄弟だ。

　ロベルトは低い声で背はい後ごの二人を紹介する。

「殿下は政せい務むがございまして、後から参られます。先にお客様のセリディアーナ・レティ・アディマーリ・ヴァルダン王女殿下、そしてペンテレイア王国魔導師長ウィトス様をご案内するよう申し使わされました」

　腰掛けた客は二人いる。一人は温おん和わそうな大柄な男だが、もう一人に目をとめたヨシュアは思わず呼吸を忘れた。

　まるで絵画の女神のように堂々と、目が覚めるほどの美女が座っていたからだ。

　光を集めたような髪や、強く挑いどむような瑠る璃り色いろの瞳ひとみ。つんとそびやかされた細い顎あご。

　言われなくても存在が語っていた。「私が王女だ」と。

　ヨシュアは進み出ると、丁てい寧ねいにひざまずいた。

「お越しいただき、光栄に存じます。セリディアーナ・レティ・アディマーリ・ヴァルダン王女殿下。歓迎いたします、ペンテレイア王国魔導師長殿どの」

「勝手に押しかけて申し訳ない。私も来ることができて嬉うれしいよ、伯はく爵しやく殿。この城は非常に素晴らしい力に満ち溢あふれている。たまには外国に来てみるものだね」

　ウィトスはにこやかに答えてくれたが、リディは挨拶もそこそこに周囲に視線を巡めぐらせた。

「モニカ姫はどちら？」

「モニカは……ここにはおりません」

「いない？　ではどこへ行ったというの？」

「ネルトハイムに行っていて……」

　苦し紛まぎれのヨシュアの言葉に、リディは密ひそかに羅ら針しん盤ばんに目を落とした。針はりはピクリとも動かない。

　同じく羅針盤を盗ぬすみ見たマーシュはあっさりと言った。

「それは変ですね。お会いしませんでしたし、帰るとのご連絡も頂いておりません」

「昨日急に帰ってしまって……」

「ではモニカ姫をもう一度呼び戻しなさい。疲つかれたから私はここで待たせて頂くわ」

「しかし」

　まだ何か言おうとするヨシュアに、リディは音を立てて白しら羽はの扇おうぎを閉じた。

「あなた、誰に向かって口を利いているの？　私がここで待つと言ったのよ？　早くモニカ姫を呼び戻しなさい」

　一瞬だけ、ヨシュアは悔くやしそうな顔を見せたが、それを隠すように背後のユノを振り返った。

「村に伝令を。それと、殿下と魔導師長殿の部屋をご用意しろ」

「まだ部屋の用意ができてなかったの？　来るのが見えなかったのかしら？」

「……失礼致しました。なにぶん使われていない城のため、掃除に手間取りましたので」

「事前に連絡を入れろ、という顔ね。ごめんあそばせ」

　せっかく飲み込んだ嫌いや味みを言い当てられ、ヨシュアは渋じゆう面めんを隠すために頭こうべを垂たれた。




　部屋はヨシュアやモニカの部屋がある棟とは逆の、右の棟とうに用意された。

　着替えのために人払いがされると、リディは勢いよく侍女を振り返った。

「マチルダ！」

「姫様！」

　王都からたった二日の旅だったが、ようやく落ち着いて二人きりになれた。

　二人はまるで長い時間引き離されていた恋人同士のように、手を取り抱き合う。

「マチルダー！　私やっぱり駄だ目めだったわ！」

「姫様、そんなこと仰おつしやらないで」

「馬ば鹿か馬鹿馬鹿！　私の馬鹿！」

「まだまだ大丈夫ですよ。ご自分を責せめないで」

「もう嫌いや！　どうしてあんなに練習したのに言えないの!?　心配したわ、って短縮版まで考えたのに！」

「エリオット殿下は全くお怒りではありませんでしたわ」

「しかも偉えらそうに手だけ差し出して！　私の方から会えて嬉しいわって挨拶するはずだったのに……！」

「手を差し出すのも挨拶の一つですよ。殿下は笑顔でしたわ」

　唐とう突とつに始まった三日前の反省会に、マチルダは辛しん抱ぼう強づよく、丁寧に答える。

「もう嫌よ……。大好きなのにどうしてあんな言葉で返してしまうのかしら」

　八歳年上の侍女に慰なぐさめられ、見る間にリディの瑠璃色の瞳が潤うるみだした。

「今度こそエリオット殿下に嫌われたんじゃないかしら？　きっと嫌な女だと思われたわ」

「まあ、まさか！　殿下は姫様を嫌ったりなさいません」

　マチルダは足から力が抜けたリディを励はげまし、椅い子すに座らせる。

　涙がどんどん出て止まらない。本格的に泣きながら、リディはあの場にいた少女を思う。

「殿下だけじゃないわ。オルディアーナも嫌な思いをしたんじゃないかしら？　まるでヴァルダンじゃ健すこやかじゃないみたいな言い方をして」

「いいえ、オルディアーナ様はそんな風には思ってらっしゃいませんよ」

「せっかくお話をする機会ができたのに……。もう話せないわ」

「まだまだお話できますとも。きっとお優しい方ですよ。姫様も勇気を出して」

　マチルダは髪を撫でて涙を拭ぬぐってくれるが、リディはすんと鼻をならして首を横に振った。

「無理よ。だって私、あの子のために何もしていない。エリオット殿下だって……何回も何回も同じことを繰くり返して、きっと呆あきれていらっしゃるわ！」

　わっと泣き崩くずれ、リディはテーブルに突つっ伏ぷした。




　……なんだかここまで来れば、確定のような気がする。

　タンスの中から部屋を見守り、モニカは腕うでを組んだ。

　隙間から見えるのは、机に伏ふして涙を流す美しい女性。側そばには侍女らしき年上の女性。

（たぶんだけど、ヴァルダンのセリディアーナ姫……じゃないかな）

　なぜ国に帰ったはずの第一王女がこの城にいるのか分からないが、聞こえる会話と容よう姿しを見ればそれ以外に考えられない。

　美しい。

　美人だ美人だと聞いてはいたが、ここまで美しいとは。この姫の一体どこが気に入らなかったのか、アレクを正座させて問い詰つめたいほどだ。

　同じように覗のぞきながら、レームは「出て行かないの？」という顔をする。

　盗ぬすみ聞きをしていないで名乗り出ないといけないのだが、突然始まったリディとマチルダの抱ほう擁ように度ど肝ぎもを抜かれ、這いだす機会を逸いつしてしまった。相手は泣いているし、おまけにこれぞ隠し通路というような道を通ってきたため、モニカとレームは蜘蛛の巣と埃だらけだ。

　モニカなりに一番大きな階段を真っ直ぐに上って来たが、なぜだかタンスの中に繋つながっていたのだ。どこで間違えたのかサッパリだ。全く食堂には戻れなかった。

（お二人が移動してから出たいけどなぁ）

「モニカモニカ」

「んー？」

　小声で呼ばれ、髪を触さわられる。カサコソと髪を引っ張るように撫でられ、くすぐったさにモニカは頭に手をやった。

「どうしたの、レームおおおおおおおおおおおっ!!」

　指先に触れた巨大な節せつ足そく動物に、思わず絶ぜつ叫きようしてタンスを蹴けり破やぶった。

「おおおおおおおおおおっ！」

　髪を振り乱みだしながらモニカは部屋に乱らん入にゆうした。可か愛わいらしい、令れい嬢じようとしての悲ひ鳴めいを出す余裕がなかった。

　突然ばっさばっさと髪を乱みだしながら現れた女に、リディとマチルダが凍こおりつく。

　あ然としていた二人は、だがモニカの髪から飛び出したモノを見て凄すさまじい悲鳴を上げた。

「いっやあああああああああっ！　蜘蛛が!!　大きな蜘蛛が！」

「誰か！　誰か来なさい！　姫のお部屋に蜘蛛が!!」

　モニカの髪から振り落とされた、男の手の平ほどもある足の長い蜘蛛がカサカサと石の床を歩き出す。

　悲鳴を上げたリディは、素晴らしい跳ちよう躍やくを見せて暖炉の上に飛び乗った。武器になる物がない部屋で、マチルダはとっさに椅子の背もたれを摑つかむ。

「どうしましたか、セリディアーナ様！」

　駆け込んできたロベルトが見たのは、肩かたで息をするモニカとタンスの中にいるレーム。そして暖炉の上で膝を抱えて震ふるえるリディと、その前で椅子を担かついだマチルダだった。

「ロベルト！　蜘蛛、すごい蜘蛛がいる！」

　やっと蜘蛛に髪から下りてもらったモニカは、呆ぼう然ぜんとするロベルトに部屋の隅すみを指差す。

　この惨さん状じようの原因を理解したロベルトは、持ってこさせた箒ほうきで巨大蜘蛛を窓から追い出した。

　一同が長い長い安あん堵どの息を吐はくと、ひょいと入り口の衝立がどけられた。

「どうしたんですか、なんの騒さわぎですかー？」

「マーシュ！」

　懐かしい顔にモニカは顔を輝かせたが、その背後から現れた人物に目を見開いた。

　同様に、様子を見に来た黒いローブの男も目を見開く。

　二人は一いつ斉せいに駆け寄った。

「ウィトス先生――――!!」

「レーム君――――!!　会いたかったよ――！」

「ふぎゃあああああ!!」

　三者三様、別々に走り出したため部屋は再び混乱をきたした。

　ドタドタと走り回った挙あげ句く、やっとモニカに気づいたウィトスは「おお！」と叫んで、そのローブの両腕を黒い鳥のように広げる。

「ミラ！　元気だったかい！」

「遅い！　先生、僕よりもレームってどういうことですか！」

「ハハハハハハハハ!!」

　これ以上ないほど笑って誤ご魔ま化かされたが、とにかく二人は再会を喜び合った。

「先生、みんなは元気ですか？　キーツや兵舎のみんなは？　ドルチーノさんは？　モニカ様はリチオ陛下はガレ様は!?」

「まあ落ち着きなさい、ミラ。まずはこの蜘蛛の糸をもらおう。やあ、これはいい糸だ」

　モニカの髪についた糸を器用に巻き取り、小箱に収めていく。それを恐ろしげに見つめ、リディはびくびくと暖炉の上から下りてきた。

「マーシュ、どういうことなの？　その方は……」

「モニカ・ウェスタイン様ですよ。我々が探し求めていた」

　リディはハッとした。

「あなたが、アレクシスの？」

「初めてお目にかかります、セリディアーナ様。こんな格かつ好こうで申し訳ありません」

　蜘蛛の巣を被かぶったまま、モニカは夜よ着ぎの裾すそを引いて一礼した。

　ウィトスを手伝い、マーシュもモニカの頭から蜘蛛の巣を取ってくれる。

「いったい何があったんですか、モニカ様？　姿がないから、俺達はヨシュア様が隠してると思ってたんですよ」

「いや、ヨシュアも私を探してるかもしれない。レームを隠されちゃって、昨日の夜から部屋を抜け出してたんだ」

「隠すって、ヨシュア様にですか？　なんでまたレーム君を」

「たぶん、私が勝手に王都に帰らないようにだと思うんだけど……」

　レームの話を聞く限り、ヨシュアを犯人と断定してもいいかは迷うところだ。

　マーシュはふむふむと、顎あごに手をやる。

「王都に帰るのは止められてたんですね？　なら、このまま隠れた方がいいかな」

「モニカ様、とにかく着替えを……」

　実直なロベルトは女性の夜着姿とあって目を逸そらしているが、マーシュは急に目を輝かせて手を打った。

「いい着替えがありますよ！　せっかくレーム君がいますしね！」

「え？」

　言葉の意味を考えるモニカの腕を取り、マーシュはリディに向かって片手を上げて敬礼した。

「姫！　すぐに戻りますのでしばしお待ちください！」

　マーシュに引きずられ、モニカとレームは部屋を出て行った。

　嵐あらしのように現れ嵐のように去ったモニカを見送り、リディはぽつりとつぶやく。

「モニカ様は…………身分はなんだったかしら」

「カゼルラ王国王おう宮きゆう将しよう軍ぐん、ロスター・ウェスタイン公こう爵しやくのご息そく女じよです……」

「…………公爵令嬢…………」

「重ね重ね申し訳ございません……」

　ロベルトはまるで自分のことのように頭を下げた。




　着替えて部屋に現れたモニカの姿に、リディとマチルダはやはり驚いたようだ。

　だが事前にマーシュが説明したこともあって、深く聞いてこようとはしなかった。

　部屋にいたのは二人だけで、小さなテーブルには湯ゆ気げの立つスープが用意されている。

　テーブルの向かい側に腰掛けたモニカに、リディはつんと顔を上げた。

「召し上がりたければどうぞ」

「ありがとうございます、セリディアーナ様！　感謝します」

　朝食も昼食も抜きだったモニカは、心こころ遣づかいをありがたく頂ちよう戴だいする。

　モニカがスープに取り掛かると、リディはそっぽを向きながら、つっかえつっかえ話し始めた。

「さ、さっきのことだけど……。……言わないでくださるかしら？」

「さっき？」

　きょとんとしたモニカに、リディは白い頰ほおを薔ば薇ら色いろに染そめてますます視線を逸らす。

「だ、だから、さっきのことよ！　私がマチルダと、言っていた……その……」

「ああ、エリオが大好きというあの」

「いや――――――っっ！」

　暖炉に逃げ込もうとしたリディを、マチルダが大慌てで止める。

　穴があったら入りたいを実じつ践せんしたリディに、モニカは少し感動した。非常に稀け有うな人物だ。

「本当はエリオに会いに帰ってきたのに言えなかった、というあれですね？　会えて嬉しい、体調はどう？　ディアに嫌な思いをさせたんじゃないか、エリオに嫌われたんじゃないか、というあの……!!」

　調子に乗って続けようとしたモニカは、マチルダに腕を組んで立ちはだかられ、大人しく口をつぐんだ。

　耳を塞ふさいで涙目のリディに、優しく声を掛ける。

「申し訳ありませんでした、セリディアーナ様。あなたが可愛らしくてつい。誰にも言ったりしませんので安心してくださ……」

「可愛いとか言うのはやめて！　噓うそばっかり！」

「いえ、可愛いですよ」

「可愛いわけないわ！」

「じゃあ美人だ」

　訂てい正せいすると落ち着かれた。美人の形容には慣れているようだ。

　ちゃんとこっちを見てくれたリディに、モニカは微笑みかけた。

「エリオが自分じゃ釣つり合わないって言う意味が分かりました。あなたはすごく綺麗だ」

　これだけの美人なら引け目を感じても仕方がない。本当に目が吸すい寄せられるような美しさだ。

　リディは瑠璃色の瞳をぱちぱちと瞬またたかせた。

「本当に男性みたいなことを仰るのね……」

「す、すみません！」

　並外れた美女を前に、うっかり地が出てしまった。

　モニカが頭を下げると、リディは急にぷいっと顔を背けた。

「殿でん下かと仲が良いのね。お互いに名前で呼んだりして。殿下もあなたには遠えん慮りよがなかったわ」

　リディは十九歳で、モニカよりも年上だ。だが少女のような可愛らしい仕し草ぐさに、モニカは口許を緩ゆるめた。

「セリディアーナ様。僕も以前、同じことを思いました。アレクがあなたのことだけ愛あい称しようで呼ぶから」

「愛称で呼ぶからと言って仲が良いわけじゃ……あ……」

　言っていて自分で気がついたらしい。はた、と言葉を止めたリディに、モニカはくすくす笑った。

「僕とエリオもそうですよ。ただの友人です」

「……でも、あなたは婚約者として上げられたこともある方だし」

「昔の話だと聞きました」

　よく調べている。内心思ったが、モニカは表情には出さなかった。元の婚約者が誰かなど、普通は知らせないはずだ。ましてやエリオが言うはずもない。

（エリオのことが好きなんだなぁ）

　先ほどは体調が心配で戻ってきたと言っていたが、本当はモニカがカゼルラに帰ってきたからではないだろうか。

　リディは憂うれいを含ふくんだ瞳を伏せる。

「殿下は私のことが好きではないみたい。いつまでも遠慮して、アレクシスをたてて……」

「それがエリオの性格ですから」

「もっと自然に色々な顔を見てみたいのに、気を遣われてばっかりで。私とは義ぎ務むでお付き合いしているのではないかと思って。だから……」

「だから？」

「先に婚約だけしておけば安心だと思って……」

　モニカは椅子上でこけそうになった。

（なんで身分のある人ってこういう考え方するんだろう……）

　逃げられないように婚約を進めるとは、これ以上ないほどアレクそっくりだ。

　リディは夢見るように胸の前で両手を組む。

「殿下があんまりにもお優しくて……大人で。私、あの方が十六歳だと忘れそうになるのよ。穏おだやかで、年上の男性といるのではないかと錯さつ覚かくするほど……」

「どんだけ格かつ好こうつけてるんだ！」

「え？」

「いえ、申し訳ありません」

　つい叫んでしまったモニカは、咳せき払ばらいした。

「セリディアーナ様。あなたが思うほど、エリオは完かん璧ぺきな王子様ではないですよ。人にん参じんが嫌いでアレクに怒おこられるぐらいです」

「まあ！」

　リディは驚き、くすっと笑った。

　そしてすぐに、笑ってしまったことを恥はじるような、どうすればいいのか分からないような表情をする。

　モニカは優しくリディに向き合った。

「エリオはあなたのことが好きですよ。だから一いつ生しよう懸けん命めい背伸びして、子供っぽい自分を隠しているんです。不安に思うことは何もありません。……あとはディアのことも」

　突然出てきた異い母ぼ妹まいの名に、リディの表情が引き締まる。

　エリオの話とは打って変わって、それは王女らしい顔つきだった。

「あの子は何か言っていて……？」

「何も。四年前、あなたが笑わなかったことにとても感謝していました」

　これだけでリディには伝わったはずだ。四年前の誕生パーティで、ディアが実父サウル殿下から小こ間ま使づかいと呼ばれたことが。

　リディはきゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

「あの子が父に酷ひどいことを言われたとき、私、動くべきだったんだわ。何もできなくて……。結局あの子を一人にしてしまった」

　本当に後こう悔かいしている声に、モニカは静かにうなずいた。

　リディは想像していた以上に優しい女性だ。

　思いもかけず盗み聞きになってしまったが、リディの本質に触れられてモニカは嬉しくなった。

「是ぜ非ひディアに言ってあげてください。大丈夫、ディアはあなたのことが好きですよ」

「モニカ様……」

「様はいりません」

　断ると、リディははにかみながらモニカを見つめた。

「では、モニカ。私はリディ。……私も、様はいらないわ」

「ありがとう、リディ」

　どちらともなく手を差し出した。握あく手しゆを交わし、リディは上うわ目め遣づかいにモニカを見つめる。

「不思議な方ね。あなたって」

「あなたも。そんなに素直で可愛らしいのに、自分の事を素直じゃないなんて。……さあ、さっきの続きでもする？　あなたに会えて嬉しいわ、の練習から」

「いや――――――っっ！」

「モニカ様！　姫をからかうのはおやめください！」

　マチルダに叱しかられながらモニカは、この恋人同士はお付きの者までそっくりだと思った。




　　　　　　　　　　[image: ]




「殿下はどうなさった？」

　老人の声に、適度に薄うすめられたリュセのお茶を受け取ったラフィットは笑った。

「政務に励んでいらっしゃいますよ」

「それは重ちよう畳じよう」

　老人はクックッと喉のどの奥で笑った。

　ふさふさとした白い眉に、口許は綺麗に整ととのえられた白い髭ひげに覆おおわれている。

　ラフィットやアーノルドと同じ黒の上じよう衣いを着ているが、タイを留とめる飾かざりは金色だ。側に木の杖つえを立て掛け、椅子に腰掛けているのは、八十歳になる王宮侍じ従じゆう長ちようグイド・ロミューだった。

　国王ティマエスの侍従長であり、王宮の皆からは総そう括かつと呼ばれ、頼たよりにされている。

　グイドはお茶を一口すすり、微笑んだ。

「いい薄め具合だ。茶を淹いれるのが上う手まくなったな、アーノルド」

　褒ほめられ、全員分のお茶を淹れ終えたアーノルドは一礼して席に着く。

　ここミゼリア城本ほん宮ぐうの一角には、召し使い達の長ちようと名のつく六人が集まっていた。

「スタティウス様に言われた言葉がよほど堪こたえたのでしょう。ご自分のせいで、モニカ様が悪く言われて……」

　王宮女じよ官かん長ちようとして、あの会議の給きゆう仕じをしていたオデット・クラウディは黒い瞳を悲しそうに伏せた。まとめた黒髪に白い頭ず巾きん、髪飾りは金色。仕事熱心でティマエスの信しん任にん厚く、アーノルドの母でありエリオの乳う母ばでもある。アーノルドの妹がエリオと同じ年であり、ちょうど子を産んだばかりのオデットが乳母として選ばれたのだ。

　アレクの宮の女官長、ルシアはハンカチを揉もみ絞しぼる。

「モニカ様になんの悪いことがありましょうか！　あの方あっての殿下ですのに……！」

　スタティウスの進言を伝え聞き嘆なげくルシアに、グイドはおもしろそうに笑った。

「侯爵閣かつ下かも殿下思いなことだ」

　真面目な侯爵は、決してアレクを傷つけるために言ったわけではない。むしろ逆であろうとグイドは思う。

「ときにエリオ殿下とセリディアーナ殿下はどうか？」

「はいはい、大人の目から見れば順調でございますよ。ご本人方は喜んだり落ち込んだりとお忙しそうですが」

　エリオの宮の女官長シエナは、笑いじわの刻きざまれた丸い顔をにこにことさせた。

　エリオの格好悪いところを見せられない性格と、リディの意地っ張りな性格を的確に答えるふくよかな老ろう婆ばに、グイドはずいっと身を乗り出す。

「ではアーノルドの結婚はどうか」

　一言も発していなかったアーノルドがむせた。

　気管に入ったらしくゲホゲホ咳をする息むす子こに、オデットはため息をついて頰に手を当てた。

「次男ですから大目に見てはいるのですけれど、いい加か減げん結婚してもらいたいですわ。アーノルド、あなた想う方でもいるの？」

「いえ……。……私の話は殿下がご結婚なさった後で」

「もう、そればっかり！」

　説教に移られると思ったのか、アーノルドは急いで話題を変える。

「では、重じゆう臣しんの皆様はほぼモニカ様で？」

　決定か？　と問われ、ラフィットは首を横に振った。

「いや、まだだ。影えい響きよう力りよくがありすぎるのでは、という意見がある」

「それの何が駄目なものですか。モニカ様が殿下に悪い影響を与えたことがございまして？　殿下ももう子供ではありませんのよ」

　悔しそうなルシアに、シエナものんびり言った。

「王おう妃ひが自国民というのは国民にとっては嬉しいものですよ。エレクトラ様とティマエス陛下のご結婚もたいそう喜ばれましたし」

　幸いにして、結ばなければならないヴァルダンとの縁はエリオが担になってくれる。

　グイドは穏やかにルシアをなだめた。

「影響力の強すぎる妃きさきはとかく敬けい遠えんされがちだからね。これほど殿下の成長に関わってきた姫もおるまい」

「これからも育てていってもらえばよろしい」

　澄すまして答えたラフィットに、グイドはおや、とふさふさした眉を上げた。

「気に入ったか、ラフィット。珍しい」

「もちろんセリディアーナ様が希望でしたよ。ですがあの方では殿下の伸びしろが消えてしまうようだ。モニカ様と一緒に過ごして、殿下がどこまで行くのか見てみたくなったのです」

「悪い方へ進んだら？」

「そうならないように、私がモニカ様を導みちびきましょう」

「そのお前を導くのは私か」

「よろしくお願い致します」

　否定しないラフィットに、グイドは大たい笑しようした。

「そろそろ楽したいものだ。そうは思わないか？　ラフィット」

「何を仰いますか。私はまだまだ、グイド様から学ばなければならないことが多いのです。もう少しだけ現役でいてください」

「おお、まだこの老体をこき使おうと言うのか。お前は本当に怖いやつだ」

　グイドは大おお袈げ裟さに疲れた素そ振ぶりをする。それを横目で見て、ラフィットはカップを手に取った。甘い香りの、美しいお茶を見つめる。

「誰かに手を引かれて立ち上がったって、いいではありませんか」

　アレクも、自分も。

　グイドは珍しく甘いことを言う教え子を興味深げに見つめていたが、やがて優しく目を細めてうなずいた。
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　ジジッと音を立てて蠟ろう燭そくが燃える。

　誰もが寝静まった夜の古こ城じようの厨ちゆう房ぼうでは、数人がたむろしていた。

「えええ！　ロベルト、なんでそんなに上う手まいの!?」

　足元に人参を満まん載さいした籠かごを置き、皮を剝むいていたモニカは思わず人参を取り落とした。

　上着を脱ぎ、袖そでをまくって大きな体を屈かがめるロベルトは、性格の不器用さからは想像もつかない包ほう丁ちよう捌さばきで皮を剝いていく。

「私の家は男爵家とはいえ、貧びん乏ぼうですので。使用人が休みのときは父と私が料理をしていました。母は壊かい滅めつ的てきに下へ手たでしたし、マーシュはよけいな調味料を入れたがるので。モニ……ミラ様こそ剝くのが早いですね」

「兵士団でよく早さ勝負したんだ。負けたら一セダル硬こう貨か支払う。ちょっとした小こ遣づかい稼かせぎだよ」

「……聞くんじゃなかった」

　逞たくましい肩ががっくりと落ちる。ロベルトは疲れた顔をしながらも、綺麗に皮を剝いたヘタを隣のレームに手渡した。木箱に座って見ていたレームは、喜んで受け取るとカリカリ音を立ててかじる。

　そこへじゃが芋いもを入れた籠を持って、老女が現れた。

「おや、お姫様の侍従の方々は上手だねぇ。本当に助かりますよ」

　この古城で厨房を取り仕切っている老女は、礼を言いながらモニカ達が剝いた野菜を受け取る。この大量の野菜は朝まで煮込まれ、大勢の使用人達のスープになるのだ。

「これぐらい余裕です。大勢で押しかけてお世話になっていますから」

　夫おつとと二人で厨房を切きり盛もりしているという女性に、モニカが胸を叩たたいたときだった。

「おばあさん、お洗濯物はここに置いておきますね」

　背後から少女の声が響ひびき、モニカはぎょっとして髪を隠す帽ぼう子しを更に目ま深ぶかに被った。背を丸めるモニカに気づき、ロベルトがさり気なく庇かばってくれる。

　振り返った老婆は少女からシーツを受け取った。

「ありがとうね、ユノさん。……少しは元気出た？　あんまり泣いては駄目よ？」

「はい……」

　顔は見えないが、ユノの声は沈んでいた。

　モニカ達がいなくなり、心配しているのかもしれない。単純にモニカが納なつ得とくすると、あどけない声が去ろうとしたユノを止めた。

「ユノ？　どうして泣くの？」

（レーム――！）

　全く状況に頓とん着ちやくしないレームに、モニカは冷や汗が出た。

　対してユノは、見知らぬ美少年に名を呼ばれて驚いたようだ。

　少しの沈ちん黙もくがあり、やがて泣き出しそうな声が聞こえた。

「だって……私のせいでお馬さんとモニカ様がいなくなってしまったんですもの」

「レーム、いるよ。モニカも」

　あまりの綱つな渡わたり会話に、モニカは一人ぐるぐると悩んだ。よくよく考えれば隠れることもないし、いっそのこと名乗り出た方がいいのだろうか。

　内心頭を抱えていると、ロベルトが体格に似に合あわぬ優しい声を出した。

「どうしてあなたのせいだと？　誰かに言われたのですか？」

　ロベルトは今、微笑んでいるに違いない。猛もう烈れつに顔を見たかったが、せっかく庇ってもらっているのでやめておく。

「言われてない……。でも私のせいなの。だって、最初にお馬さんを隠したの、私だもん」

　大きい男というのは、安心感を与えるのかもしれない。ユノは急に年相応の少女のしゃべり方になった。

　しかし心しん臓ぞうに悪い発言ばかりが続く。モニカは思わず胸を押さえた。

　ユノが責められると思ったのか、老女が割って入る。

「違うんですよ。勝手に場所を変えたのは私なんです。最初は森の小屋でしたけど、あそこは狼おおかみが出ますからね。モニカ様のお馬さんは子馬だったし、危ないと思って変えたんですよ」

「ああ、それをヨシュア様に知らせなかったのですね？」

　ロベルトがモニカの心の声を代弁してくれた。

「ええ、そうですよ。私はてっきり、森に繋いだのは伯爵様のご命令だと思っていましたから」

　肯こう定ていした老女の言葉に、モニカは心の中で謝しや罪ざいした。

（ヨシュア……ごめん！）

　噓でも何でもなく、ヨシュアは本当に知らなかったのだ。

　勝手に疑われて。それなのに弁べん解かいもせずにレームを探してくれていたのかと思うと、泣きたくなった。

　明日、彼の前に姿を現して謝ろう。

　そう決意を固めると、ユノが再び口を開いた。

「モニカ様が帰ってしまうと思ったの。ヨシュア様、ずっと初恋の人のこと言ってたのに王子様の恋人になっちゃったから……。なんにもできないままで、お嬢様と結婚しちゃうのかなって……。私、本当にダメなことばっかりしてる」

（お嬢様？）

　思わず手が止まった。

　ユノの声は今にも泣き出しそうだ。老女が優しく身を屈める気け配はいがする。

「そんなことありませんよ。正直に謝ったし、伯爵様もお許しくださったでしょう？　さあ、もう遅いから寝なさい。ね？」

「はい……。ありがとうございます。おやすみなさい」

　それぞれ挨拶を返すと、ユノは少し元気を取り戻したように厨房を出て行った。

　その後ろ姿を見送り、モニカは胸に去きよ来らいする感情の種類を考えた。

（ヨシュア……結婚するんだ）

　静かに皮剝きを再開する。だが、その速度は格かく段だんに遅くなっていた。

（そりゃ、結婚するよね。伯爵だし、長男だし、もう二は十た歳ちだし）

　しない方がおかしい。

　それなのに、衝しよう撃げきを受けた。

　自分とアレクが恋人同士になったと聞いたとき、ヨシュアもこんな気持ちだったのだろうか。

（こんな……）

　――取り残されてしまったような、どこか寂さびしい気持ち。

「ミラさん、悪いけど、ちょっと頼まれごとしてもらっていいかしら」

「あ、はい！」

　ぼんやりしていたモニカは、弾はじかれたように顔を上げた。目の前には水差しを抱えた老女がいる。

「ユノさんに渡すのを忘れてしまったわ。これを伯爵様のお部屋に持って行ってほしいのよ」

　とっさに返事ができずに固まると、ロベルトが水差しに手を伸ばした。

「奥方、私が行きましょう。それを……」

「いや、ロベルト。僕が行くよ」

　気がついたときには遮さえぎっていた。

「モ……ミラ様」

　ロベルトが咎とがめるような声を上げたが、モニカはかまわず立ち上がる。

「おばあさん、ヨシュア様はもうお休みなんですよね？」

「ええ、随ずい分ぶんとお酒を飲んでらして。もうお休みですよ」

「分かりました。ロベルト、レームが寝ちゃってるから連れて行ってあげて」

　木箱の上で舟をこいでいるレームを見やり、モニカは水差しを受け取った。




　厨房を出て、左側の大階段を上る。たった一日なのに、妙みように懐かしく感じた。

　二階に上がり、自分の部屋がある方とは逆の廊下を進む。一番奥の広い部屋まで来ると、入り口の衝立から中を覗き込んだ。

　部屋には酒の匂においが充満し、テーブルにも数本の瓶が立っている。

（呑のみすぎ……）

　テーブルに水差しを並べ、モニカはそっと枕まくら元もとに寄ってみた。

　ヨシュアは苦く悶もんの表情を浮かべて眠っている。悪い夢でも見ているのかもしれない。

　モニカがいなくなったことで、心配しているだろう。

　明日はちゃんと無事だと知らせよう。そしてレームのことを謝るのだ。

　乱れた掛け布ぶ団とんを直してやり、そう決めたときだった。

「……モニカ」

　突然呼びかけられた。

　ドキリとして見れば、ヨシュアが目覚めている。モニカはとっさに布団から手を離した。

「ごめん、ヨシュア！　隠れ……」

「セイレの乙女おとめを覚えてる？　モニカと僕が大好きだった」

　僕、という言い方に虚きよをつかれた。

　ヨシュアは柔らかく微笑む。

「初めてこの城に来たとき、君を思い出したんだ。まるでセイレの乙女に出てくるお城みたいだったから。君を連れてくれば、きっと喜んでくれる」

（ヨシュア……！）

　モニカは驚き、言葉をなくした。

『セイレの乙女』はどの国にもある昔話だ。森の中の古城を訪れた騎き士しと姫が、デュマという黒い影……これは悪あく魔まや化け物として描かれたりするが、それらと戦い勝利し、末永く城で暮らす。

　子供の頃、モニカとヨシュアはこの絵本を好このんでよく読んだ。騎士と姫として遊び、王宮内の隠れた場所を見つけてはセイレの城にした。

　ヨシュアは開け放たれた窓から外を眺ながめる。月明かりに青く照らされた丘は、本当に物語の世界のようだった。

「どう？　そっくりだろう？」

　金きん茶ちや色いろの瞳が得意げに輝く。邪じや気きのない笑顔に、子供の頃の彼が重なった気がした。

（ヨシュアだ……）　

　そうだ。彼はこんな少年だった。

　明るくて、モニカが泣いていればいつでも楽しいことを持ってきてくれて。絵本の騎士のように、モニカを泣かせるものに立ち向かった。

　不意に懐かしい気持ちが甦よみがえり、モニカはうなずいた。

「うん。……セイレのお城にそっくり」

「借り物のお城だけどね」

「乙女と騎士も訪れただけだったでしょう？　一緒じゃない」

「本当だ。一緒だ」

「隠し通路もあったよ。大きな蜘蛛がいた」

「そりゃあいるさ。だってセイレの城にもいただろう」

　そうだね、そうだ。

　子供の頃のように二人は微笑み、手を握にぎり合った。

　ヨシュアの瞳が潤んだ。

「ああ、昔の君だ……。会いたかった」

　ふいに今のヨシュアらしいことを言われ、モニカは緊きん張ちようした。目め覚ざめたかと思ったのだ。

　だが、違った。

　ヨシュアは柔らかく微笑んだままだった。モニカであって、モニカでないものを見ている。

「もう一度会えれば、昔の二人に戻れると思っていたのに」

「そうだね……」

「どうして上手くいかなかったんだろう……」

「……うん」

「あのまま側にいればよかった……。そうすれば、もっと違った今になった」

　モニカは答えを返さなかった。だが、ヨシュアは独ひとり言ごとのようにつぶやく。

「馬もいなくなった……」

　金茶色の瞳が閉じられる。

　だんだんと小さくなる声に、彼が眠りに落ちようとしているのが分かった。

　モニカはそっと茶色い、柔らかな髪を撫でた。

「もういいの。あの子はちゃんといたから。大丈夫」

　ヨシュアが心配することは何もない。

　モニカの言葉に安心したのか。ヨシュアは静かな寝息を立てて眠ってしまった。

　その寝顔を見つめ、モニカは音を立てないよう部屋を出て行った。




　大階段を下りていくと、中二階の渡り廊下には青い光が射していた。

　誘われるように食堂へ入れば、大きな窓からは雲のない夜空に浮かぶ月が見える。少しだけ欠けた月を見上げ、モニカはヨシュアの言葉を考えた。

（あのまま側にいれば）

　あのままモニカがカゼルラに残っていれば、どうなっていたのだろう。アレクはリディと結婚し、自分はヨシュアと結婚していたのだろうか。

　少し考えて、だがすぐに行き詰まってしまった。

（……………………駄目だ。どうしてもアレクが邪じや魔ましにくる）

　一生懸命想像しようとするのだが、アレクがリディとの結婚を受け入れるところや、モニカとヨシュアの結婚を黙って見ているところがどう頑がん張ばっても想像できない。

　と同時に、自分がアレクを好きになるところも想像できなかった。

（あのままカゼルラにいれば、絶対にアレクを好きにならなかっただろうな……）

　ヨシュアが側にいれば、尚なお更さら。

　ぼんやり考えていると、背後から慌てたようなマーシュの声が聞こえた。

「探しましたよ、ミラ様！　ヨシュア様のところに行ったって聞いて」

「綺麗なお城だよね」

　いきなり言われマーシュは目を瞬いたが、やがて月の浮かぶ大きな窓を見上げた。

「まあ俺は好きですね。昔話に出てきそうですし」

「……そうだね。僕はなんにも気づかなかった」

　ズバリと言われ、モニカは自じ嘲ちようした。

　子供の頃は大好きだったのに。森の中には誰も知らない古いお城があって、そこでは不思議なことが起こる。物や動物がしゃべり、隠された部屋があり、封ふうじられたお化けがいて、戦う騎士と乙女は勝利して、そして幸せになるのだ。

　一部似たような体験をしたが、それはヨシュアの意い図としたところと全く違っただろう。

「アレクが変わってくれたこと、僕は嬉しかった。でもアレクは僕の変化をどう思ったんだろう。本質的には変わりないと言ってくれるけど、やっぱり昔の僕と全く同じじゃない。……嫌じゃなかったのかな。言葉遣いや振ふる舞まいが変わったりして」

「嫌じゃありませんね。俺は殿下じゃないけど、殿下の考えてることは分かるつもりですよ」

　即そく答とうされた。次ついで、心配そうな顔をされた。

「どうしたんですか、モニカ様。そんなことに悩むほどヨシュア様に何か言われたんですか？　大丈夫です、モニカ様は唯ゆい一いつ絶対であり、不ふ可か侵しんの聖なる女め神がみ。何なん人ぴともモニカ様を汚けがすことはできず、その本質を変えることはできない。信じる者はその博はく愛あいの腕に抱いだかれ、貶おとしめる者には神の鉄てつ槌ついが」

「怖いよ！　なんの話!?」

「うちの麗しの女神ヴイアトリーチエ親しん衛えい隊たいの基本教理です」

「宗教か！　早く解散させて！」

「殿下が最高幹部なもので。狂きよう信しん者じやが多いから難しいですねー」

「いいいいつの間にそんなことに！」

　ちょっと良く思ってくれる女官が多いだけだと油断していた。自分はとんでもない存在になっていたらしい。

「まあ、そんなことを布ふ教きようするぐらい殿下はモニカ様が好きなんですよ。ちょっとぐらい話し方が変わったところで、それがどうした！　という感じですね」

「そ、そう……」

　とてもありがたいことを言われたが、親衛隊の衝撃が尾を引いている。

　額ひたいの冷や汗を拭ったモニカに、マーシュは静かに頭を下げた。

「モニカ様。すみませんでした」

「い、いや、マーシュのせいじゃないよ。どうしよう、これから女神っぽくないところを見せていった方がいいかな？　僕も人間なんだし……」

「いえ、そっちじゃなくて。そっちは手遅れですから。そうじゃなくて四年前のことですよ」

　え？　とモニカは手を止めた。

　本気できょとんとしたモニカに、マーシュは真剣な顔をした。

「四年前に……五年近いかな？　殿下が倒れた時に、俺が殿下の気持ちも考えてって言ったじゃないですか。あのことです」

　すみませんでした、ともう一度頭を下げられ、モニカはますます途と惑まどった。

「あ、あれ？　言ったのってマーシュだったっけ？　そこら中の人から言われた気がするけど……」

　記き憶おくの糸をたぐり寄せても、マーシュから言われた覚えがない。

　首を傾かしげていると、苦笑された。

「実は俺なんですよ。本当に申し訳ありませんでした」

「もう忘れたよ。そんなこと気にしてたの？」

「気にしてましたねー」

「いいよ。許す」

「ありがたき幸せ」

　ハハーッと大袈裟に頭を下げたマーシュに、モニカは笑う。

　マーシュは笑顔のモニカを見つめていたが、やがて晴れ晴れとした声で言った。

「殿下が来るのを待っていてあげてくださいよ。殿下が頑張るのは、いつだってモニカ様のためなんですから」







　第五章　意志の力と恋の花







　酷ひどい二日酔いだ。

　冷水で顔を洗い、ヨシュアは桶おけを置いた。初夏とはいえ、早朝の井戸の水は凍こおりそうなほど冷たい。目が覚めた代わりに頭痛が増した。

　大きく息をつきながら仰あお向むけば、東の空がほのかに明るい。夜明け前の空は夜と混じり、紫むらさき掛かっていた。

（変な夢を見た気がする……）

　どんな夢だか忘れたが、とても幸せで懐なつかしくて、温かくて哀しかった。

　思い出したいのに、思い出せない。

　布で顔を拭ふき、濡ぬれた髪をかき上げたときだった。

「……!!」

　すぐ近くでうごめく黒い人ひと影かげに、危あやうく叫さけびそうになった。

　黒い人影もヨシュアに気づいたようで、朗ほがらかに片手を上げた。

「おや、伯はく爵しやく。おはよう。朝が早いね」

　もうすぐ夏だというのに、黒いローブで涼すずしそうな顔をしている。

「……おはようございます、魔ま導どう師し長ちよう殿」

　ズキズキと痛む頭を押さえ、ヨシュアは仕方なく礼をした。

　ペンテレイア王国の要人だと言うが、とにもかくにも挙きよ動どう不ふ審しん。水桶に向かって独ひとり言ごとを言ったり、蜘蛛の糸を集めたり、今も早朝から城の周りを徘はい徊かいしている。

　ここはさっさと辞するに限る。適当に挨あい拶さつして切り上げようとしたのに、ウィトスは懐ふところから小さな白い石を取り出した。

「伯爵、これはなんに見える？」

「……城壁の欠片かけらでしょう。白く変色して、もろくなったところが崩くずれ落ちているんです」

「そうでもあり、実は月げつ光こう石せきというとても優秀な魔ま道どう具ぐでもある」

「そんなこと私は知りませんよ」

「その通り！　でも君は今これが魔道具だということを知った。これは君にとって城壁ではなくなったかな？」

　ヨシュアは「はあ？」と言いかけ、口を閉じた。さすがに失礼かと思い、胸のうちに留とどめる。

「……いえ、城壁ですよ」

「一人の人間を知るには、実は長い時間が掛かる。この石に色々な価値があるように、人間には様々な側面があるからだ」

「それはそうでしょうよ」

「モニカ姫は変わったかな？」

　次から次へと話題が変わる。

　ヨシュアは痛むこめかみを揉もんだ。

「変わりましたよ。モニカは素直で優しくて……どちらかというと受け身で大人しかった」

「アレクシス殿でん下かが言うには昔のままだそうだよ。元気がよくて嫌いやなことは嫌と言って、必要とあれば戦う。あ、素直で優しいは共通しているね」

　妙みような問もん答どうにイライラしたが、なんとなく意い図とするところが分かってきた。

「……私がモニカの一面だけを見て、それが彼女の全てだと思っている。そう言いたいのですか？」

「少し違う」

　ウィトスは人差し指を立てた。

「殿下は殿下の好このみに合わないモニカ姫を否ひ定ていしない、ということだよ。新しい効用を知っても、これは城壁であると答えた君のように」

　頭痛が消えた。

　正確に言えば、痛みを忘れた。

　衝しよう撃げきというには静かな何かがヨシュアを襲おそい、心の中に燻くすぶっていた様々な怒りや疑問を攫さらっていったのだ。

　ウィトスは石を袖そでの隠かくしにしまうと、朝焼けの古こ城じようを眩まぶしそうに見上げた。

「今日は殿下が来るそうだよ。お出迎えしないといけないね」

「……村までですか」

　いつかは来るはずだと覚かく悟ごしていたが、どうやら今日らしい。

　本当はセリディアーナも迎えに行かなければいけなかったのだが、モニカの失しつ踪そうに気を取られ、それどころではなかったのだ。

　どうせロベルトが行くから自分もついて行って……と重い頭を押さえるヨシュアに、ウィトスはあっけらかんと言った。

「いやいや、水差しがあれば十分だよ」

「はあっ!?」

「予定では三時頃だそうだ。そのときにはこの城にいる人間全員を食堂に集めてくれるかな？　殿下のお手並みを拝はい見けんしよう。さあ、レーム君。部屋に帰るよー」

「レーム!?」

　ドキリと心しん臓ぞうが跳はね、振り返った。が、すぐに落らく胆たんした。

　そこにいたのは探していた馬ではなく、小こ姓しようらしき銀色の髪の少年だった。

　ウィトスに駆かけ寄った少年は、ヨシュアと目が合うと、「いーっ！」と歯を見せて去っていった。
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　昼食会から戻り、自室の机で書類をめくっていたアレクはペンを置いた。

　動かしても支し障しようのない予定を前倒しし、不ふ眠みん不ふ休きゆうで仕事を片付けてきた日々も終わりだ。

　長い息を吐はくと、ちょうど出かけていたディアが戻ってきた。

「ただいま戻りました」

　部屋に入ってきたディアは、華はなやかに笑う。

「上う手まくいきましてよ、殿下。ユーディット侯こう爵しやく夫人にお話ししたら、快く予定を変えてくださいました。わたくしが夕刻から婦人のお相手をさせて頂きますわ」

「ありがとう、姫！　感謝します」

　アレクは駆け寄りディアの手に口付けた。

　これで唯ゆい一いつ残っていた懸け念ねん材料が消えた。ラフィットの見事な予定管理もあり、この後の会議を最後に、アレクは半日自由な時間を手に入れることになる。

　周りの女じよ官かんや侍じ従じゆう、予定の調整で激げき務むになった自分を支えてくれた者達に、アレクは感謝の目を向けた。

「皆に助けられてばかりだ。ありがとう」

　主あるじからの言葉に、皆、次々と集まり来る。

「私共は常に殿下のお味方ですわ！」

「殿下、必ずモニカ様をお迎えに！」

「お帰りをお待ちしております！」

　主しゆ従じゆう共に心は一つだ。

　書類を片付けると、アレクはルシアから上着を受け取った。

　会議用の上じよう衣いを着せ身み支じ度たくを整ととのえさせたルシアは、最後に我が子にするようにアレクの髪を軽くなぞって整えた。

「人に力を貸そうと思わせることができるのも、力の一つですよ。さあ、行ってらっしゃい。モニカ様はきっとあなたを待っていますよ」

「ああ！」

　ルシアの言葉は子供の頃の、アレクを立ち直らせるための噓うそじゃない。

　それを証明しに、自分は行くのだ。

「殿下、会議のお時間でございます」

　ラフィットの声が聞こえる。

「いってらっしゃいませ、殿下！」

「いってらっしゃいませ！」

　力の入った声援に送られ、アレクは扉とびらへ向かった。

（モニカ――――）

　やっとここまで来ることができた。

　いざ、出陣だ――。




　その日の会議はいつもと違う様よう相そうを呈ていしていた。

　定例会議ではない、数人の重じゆう臣しんと第二王子エリオットを交えての臨りん時じ会議だが、高こう齢れいで足を悪くしているグイドが参加していたからだ。

　彼は侍従のため、当然起き立りつしたままである。おかげで今日の会議は「早く終わらせなければ！」という妙な焦あせりが生まれるほどだった。

　城下での建国記念式典の催もよおし、アレクとエリオで回る都市の確認など、端折はしよっているのではと思うほどさくさくと進む。最後に舞ぶ踏とう会かいのパートナーの議題が何事もなく終わったことに、典てん礼れい官かんだけでなくその場にいた全員が瞠どう目もくした。

「えー……パートナーはアレクシス殿下とセリディアーナ殿下、エリオット殿下とモニカ様でよろしゅうございますね？」

　再度繰くり返した典礼官の言葉にも、反対意見は出なかった。ちらちら視線を送られるアレクは、涼しい顔で受け流している。

　とてつもなく微び妙みような沈ちん黙もくが流れたが、アレクが大人しいなら蒸し返す必要もない。フォルケが少しおもしろくなさそうに、ロスターとエリオが不審そうな顔でアレクを見つめるも、口は開かなかった。

「よい。決定じゃ」

「はっ！　で、では、決定と致します」

　ティマエスの声にそそくさと典礼官は着席し、書記官長スタティウスがうなずいた。

「では、本日の議題はこれで」

「待ってくれ。最後に、私から皆に話がある」

　立ち上がったのはアレクだった。

　やはり来たか、来るならはよせんかい、というやけにほっとしたような無言の視線を受け、アレクは面々を順に見つめた。

「私の婚約者のことだ。――私は、モニカ・ウェスタインを妻に迎えたい」

　話が飛んだ。

　一同がぽかんとし、やがて意味を理解すると、互いに忙せわしなく視線を交こう錯さくし出した。

　意見を出すべきロスターは、黙もくしたままじっとアレクを見つめている。

　皆の言いたいことを代表し、ティマエスがキッと表情を険けわしくした。

「アレク、いきなり何を言い出すんじゃ」

「父上。申し訳ありません。私はどうしてもモニカをあきらめられない。皆も知っている通り、モニカが私を振り回したのではない。私がモニカを振り回したんだ。モニカが私のために努力してくれると言うなら、私はそれを上回る努力で彼女を守らないといけない」

「アレク！」

　咎とがめるようなティマエスの声にも、アレクは笑顔で答えた。

「父上。あなたが私のことを心配してくれていることはよく分かります。ヨシュアを呼んだのはあなたでしょう？」

　それぐらいはマーシュから説明を受けなくても分かる。

　ティマエスは否定も肯こう定ていもしなかった。ただ、アレクに言い聞かせるように落ち着いた声で言った。

「モニカがヨシュアを選んでいたらどうする気じゃ？」

「分かりません。選んでいないと言いたいけれど、言い切れないんです。私は本当に自信がない。だから、今から確かめに行ってきます。仕事は全て終わらせました。父上にも他の誰にもモニカのことで迷めい惑わくは掛けません」

「明日の予定を全て潰つぶすつもりか？」

　声に怒りと失しつ望ぼうが混ざり、アレクは断言した。

「明日の朝の謁えつ見けんには必ず戻ります」

「兄上！」

　エリオが立ち上がった。

「兄上、本当にモニカを選ぶのですか？　セリディアーナ姫は兄上の……！」

「エリオット。セリディアーナの婚約者はもう私ではない。お前だ。自分が分ぶん不ふ相そう応おうだと思うなら逃にげずに努力しろ」

　さっとエリオの頰ほおに朱しゆがさした。

　唇くちびるを嚙かみしめうつむく。そんな弟の腕うでを、アレクはむんずと摑つかんだ。

「だからエリオ。お前も来い！　スタティウス。私の恋人が候の領りよう地ちにお邪じや魔ましているようだ。迎えに入らせてもらうぞ！」

「え？」

　いきなり腕を捕られたエリオはたたらを踏ふむ。そのまま勢いきおいよく引っ張られた。

「行ってくるぞ、アーノルド！」

「え、え、え？　アーノルド！」

　あっという間に引きずられ、エリオは助けを求めるように右手を伸ばした。だが、いつも頼たよりにしていた若い侍従長は慇いん懃ぎんに一礼するばかりだ。二人はティマエスが足あし払ばらいを掛ける間もなく走り出し、会議室を飛び出して行く。

「待て、アレク！」

「殿下！　おまちくださ……！」

　追いかけようとした臣しん下か達は、思わず動きを止めた。

　アレクとエリオの消えた扉の前に、三人の男が立ちはだかったからだ。

「お下がりを、皆様」

「グイド！」

「総そう括かつ殿！」

　杖つえをつくグイドを真ん中に、ラフィットとアーノルドが脇わきを固める。

　行く先を塞ふさぐ侍従長三人組に、ティマエスが声を荒あらげた。

「グイド！　なぜ邪魔をする！」

　ふらふらする体を杖で支え、グイドはゆっくりと重臣達を睥へい睨げいした。

「行きたいのなら、私の屍しかばねを越えて行きなされ……！」

　ぷるぷると、生まれたての子馬のように震ふるえながら立つグイドに、ティマエスは悲ひ鳴めいを上げた。

「しゃれにならん！　グイド、どういうつもりじゃ！」

「ほーれほれ、押せば倒れまするぞ！」

「無茶をするな！　座っておかんか！」

　血けつ相そうを変えたティマエスに、ラフィットはにこやかに進み出た。立ち上がった重臣達に視線を巡めぐらせる。

「行くというなら我われ々われ侍従長がお相手いたしましょう。大丈夫、腰の剣けんは飾かざりです。アーノルド以外はろくに戦ったことがありませんので、強気でどうぞ」

　輝かしい笑顔で、ラフィットは剣を構えるわけでもなく、ただ、立つ。

　それだけで、その場にいた全員が後こう退たいした。

　ふらふらする老人よりも、友を迎えるような笑顔の男よりも、屈くつ強きようで上うわ背ぜいもあり騎き士し長ちようを務つとめるアーノルドの方が倒しやすそうなのだから、こんな不思議はない。

　敵方の戦せん意いの喪そう失しつを見て、グイドはさすがの優ゆう雅がさで礼をした。

「陛へい下か。我々侍従は政治に加わることはありません。陛下や殿下方がたからご相談を受けることはあっても、発言権はない。ですが日々主と生活を共にし、一番側そばで見てきたのです。陛下が迷っておられるのも、私はちゃーんと存じております」

　グイドがティマエスを理解しているように、ラフィットはアレクを、アーノルドはエリオを。

　アーノルドの隣となりに立ち、王宮女官長オデットも柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「わたくし共、女官も同じ気持ちですわ。この場にはいらっしゃいませんが、ルシア様もシエナ様も。みな王家の方々の一番のお味方でございます」

　政治的な駆け引きとは別の次元に存在し、ただ主に尽つくす。もちろんいつの時代もそうではなく政治に介かい入にゆうし、損そん得とくを考えて主を動かそうとする侍従もいるだろう。

　ただ、少なくともこの六人は違った。

「……ここまでのようですね」

　侯爵、スタティウス・カヴァルカンティは嘆たん息そくして腰を下ろした。

「驚おどろきました。なぜアレクシス殿下が私の領地にモニカ様がいるとお気づきになったのか、全く分からない」

「殿下お一人の力ではありませんよ。協力者はたくさんいます」

　ラフィットの穏おだやかな声に、最初から追いかけようともしていなかったフォルケが快かい活かつに笑った。

「モニカに関しては信じられないような力を発揮するからな。まあまあ、お座りなさい。陛下も総括殿どのも」

「滅めつ相そうもない。私はこのままで」

　あくまで固こ辞じするグイドに、ティマエスは自みずから椅い子すを引いた。

「ほれ、座れ。お前に立たれると話に集中できん」

「侍従のために椅子を引いてくださる王はあなたぐらいですな。陛下」

　恐きよう縮しゆくし、グイドは静かに腰を下ろす。

　ティマエスは大きく息を吐くと、下しも座ざに座る二人に目を向けた。

「すまなかったな、ロスター、スタティウス。巻き込んでしまって」

　結局こうなることを予よ測そくしていたロスターは苦笑し、スタティウスは嬉うれしそうに笑った。

「とんでもございません。これで私の娘むすめも万ばん々ばん歳ざいでしょう。ヨシュアもやっと初恋の鎖くさりを断ち切ってくれそうです。あとは娘の頑がん張ばり次第ですよ」

　長年の娘の恋を思えば、もっと早く行動してやるべきだったと後こう悔かいするほどだ。

「いい機会を頂けました。感謝致します、陛下」

　素直なスタティウスに、フォルケはニヤニヤともう一人の父を見る。

「さあどうだ、ロスター。うちの補ほ佐さやら若いもんが、コソコソと殿下の予定の調整に一役買っていたようだ。怒おこるか？」

「…………私の屋や敷しきの侍じ女じよもですよ。セリディアーナ殿下まで巻き込むとは全く……」

「情けない！　周りに手を引いてもらって、やっと立ち上がるとは！」

　呆あきれるロスターと同じく、ティマエスも息むす子この不ふ甲が斐いなさを嘆なげく。

　フォルケは、これ見よがしに男らしく形のいい眉まゆを上げた。

「おや、陛下。殿下に立ち上がってほしかったのか？　てっきりあきらめさせたかったのかと思ったが」

「うぬぬぬぬぬ」

　身み悶もだえるティマエスに、ロスターも大きくうなずく。

「分かりますよ。私も陛下と全く同じ気持ちです。応援したいのかあきらめさせたいのか、わけが分からない」

「そうだ！　わしも自分で自分の気持ちが分からん！　モニカと引き離すためにやったのに、動かんアレクを見るとイライラする！」

　悩む二人の父をおもしろそうに眺ながめ、フォルケは大臣らしく場を静めた。

「私はモニカで申し分ないよ。陛下のお考えも分かるが、幸いエリオがいる。……さあ、皆様お決まりか？　採さい決けつを取ろうではないか」

　長らく続いている議論を進めるため、よく響ひびく声を張り上げる。

「アレクシス殿下、エリオット殿下の婚約者について」




　アレクは余力があるようだが、エリオは全力疾しつ走そうだ。

「兄上、どこに行くんですか！」

　てっきりモニカを迎えに行くのかと思えば、アレクは正門どころか奥宮に帰ろうとしている。

　息も切れ切れに聞くと、アレクは笑顔で振り返った。

「カヴァルカンティ侯爵領りようだ！」

「はあっ!?」

　アレクはついに本ほん宮ぐうを抜け、奥宮の中庭へと出た。

　噴ふん水すいの前には、ローブをまとった赤い髪の少年が立っている。

　すでにウィトスと繋いであることは確認済みだ。アレクは傍かたわらのシモンに叫んだ。

「ありがとう！　帰りは馬で帰る！」

「兄上、待った！」

　アレクがどこに飛び込もうとしているのかを悟さとり、エリオが慌あわてて抵てい抗こうする。

「心配するな、魔道で繋いだ！　行くぞ、エリオ！」

　抵抗虚むなしく、エリオの小こ柄がらな体は勢いよく噴水の中へと引っ張り込まれた。

「うあああああああああああああああああ…………」
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「…………ああああああああああああああああああああ!!」

　エリオの絶ぜつ叫きようが響く。

　少し高いところから飛び降りたような感覚がして、足元に衝撃が来た。

「うわっ！」

「っっと！」

　へたり込みそうになったエリオを支え、アレクは何とか転ぶ前に足を踏ん張った。数歩よろけたものの、しっかりと立つ。

　雨のような少量の水が飛び散ったが、足元に水の気け配はいはない。

　気がつけば、そこは全く見知らぬ場所だった。

　大きな窓から、はるか遠くまで広がる丘と青空が見える。窓の下には立りつ派ぱな暖だん炉ろ、そして振り返れば大きな木のテーブルが据すえられていた。果物籠かごが載のせられ、部屋の雰ふん囲い気きからして食堂のようだ。

　しばらくゼェゼェと息をしていたが、落ち着いたのか、エリオが胸を押さえながら恐ろしい形ぎよう相そうで睨にらんできた。

「ああああにいいうええええ!!　何するんだ、なんてことするんだ!!　馬ば鹿かじゃないか!?　この馬鹿！　考えなし！」

「馬鹿とはなんだ馬鹿とは！　無事着いたからいいだろう!?」

「着かなかったら殴なぐってる！　やることを事前に言え！　もし繋がってなかったら、一体どうなって……って……!?」

　アレクが繋がってなかった場合の安全性を説明するが、エリオの耳には入っていなかった。

　食堂には二十人前後の人間が集まっており、その中に、輝くばかりに美しい女性がいたからだ。

「姫……！」

　目が合った途と端たん、リディは身を翻ひるがえした。侍女達の呼ぶ声も聞かず、食堂から走り去る。

　追おうとしてためらったエリオの背中を、アレクはとんっと押した。

「行って来い」

　エリオはわずかに逡しゆん巡じゆんしたが、リディを追って走り出した。

　それを見送り、アレクは集まった面々を見渡す。

「お待ちしておりました、殿下」

　突とつ如じよとして古城に現れた王太子に、マーシュとロベルトが揃そろって一礼する。それを合図にリディの侍女が頭こうべを垂たれ、伯爵家の従じゆう者しや達は急ぎひざまずいた。

　アレクはうなずき、すぐ側にいた男に感謝を述べる。

「ありがとうございました、ウィトス魔導師長」

「無事に着いて何より。みんなお待ちかねだったよ、アレクシス殿下」

　手の平から予備に作っていた水球を消し去り、薄うす灰はい色いろの子馬を傍らに置いたウィトスはにっこりとした。

　一歩一歩歩み寄るアレクに気け圧おされたように、ヨシュアは後退する。

「アレクシス殿下……」

「久しぶりだな。ヨシュア」

　かつては一人の少女を巡って刃やいばを交えた二人は、久ひさ方かたぶりに向かい合った。

「モニカを迎えに来た。私の恋人を返してもらおう」

「モニカはここにはおりません。……どこに行ったか分からない」

　うつむくヨシュアに、アレクは呆れて肩かたを落とした。

「本気で言っているのか？」

　言うなりくるりと向きを変えた。見守る兵士や従者、侍女達を順繰りに見る。

　やがてその中の一人に目をとめると、ぱあああっと顔を輝かせた。

「モニカ――――――――!!」

「うわああああっ！」

　リディの侍女達に紛まぎれて隠れていたモニカは、一いち目もく散さんに駆けつけてくるアレクから本能的に逃げかけてしまった。しかしあっという間に捕とらえられ、抱き上げられる。

「モニカ――!!　会いたかった、会いたかったです！　やっと来れましたお待たせしました!!」

「なんで見つけるの!?」

「愛してますモニカ！　あなたから輝くような光が見えました！　ああ、何日ぶりだろう！　十三日だ、そうでしょうモニカ!?」

「ちょっと黙って！」

　衆しゆう人じん環かん視しの中でこの会話はキツイ。落ち着いているアレクならいいが、しばらく会えなかったため興奮状態だ。
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「で、殿下？　一体何を……」

　困惑するヨシュアの前で、薄い灰色の子馬がとことこと足音を立てて歩み寄った。

　どこからかウィトスが見つけてきたというレームは、抱き上げられたモニカに顔を寄せる。

　キスを、した。

　そんなふうに見えたヨシュアは、目を疑った。

　目の前で起こった変化が信じられなかった。

　アレクの腕の中にいる人物は確かに最初からこの場にいたのに、全く、何も気づくことができなかったからだ。

「馬鹿な……。モニカ、いつから」

　どうして気づけなかったのか分からない。ヨシュアは何度も目を瞬またたき、急に現れたように見えた少女を確認した。

「ごめんなさい、ヨシュア。ずっとここにいたんだ」

　モニカは頭から、髪を隠していた帽ぼう子しを取り去った。

　中にまとめられていた、長い亜あ麻ま色いろの髪がふわりと背中に流れ落ちる。

　驚いたのはヨシュアだけではなかった。

　髪を隠す大きな帽子。簡かん素そな綿の上下に革のベスト。

　まるで馬番のような格かつ好こうをしたモニカを、誰も気に留とめなかった。

　なぜならば、アレクに抱き上げられるその瞬しゆん間かんまで、彼女は完全に少年として認にん識しきされていたからだ。

　アレクは勝ち誇ほこったように、自分と向き合えば少し背の低いヨシュアを見下ろした。

「愛が足りない。モニカが側にいたのに気づかないとは」

「違うよ、アレク。私が意識的に隠れていたんだ」

　ヨシュアがうなだれ、モニカはとっさに庇かばっていた。途端にアレクは不安そうに紫むらさきの瞳ひとみを揺ゆらす。

「モ、モニカ、どっちの味方なんですか？」

「え？　い、いや、味方っていうか、事実を述べているだけで……」

　急に泣きそうな顔をされて、腕から降ろしてもらったモニカはしどろもどろで弁べん解かいする。

　その様子に、ヨシュアがキッと力強く顔を上げた。

「モニカ。君の気持ちはもう分かっているつもりだ。だけど、できればもう一度よく考えてほしい。君が選ぶのが、本当にそんな男でいいのかどうか」

「そ、そんな男だと!?」

　あまりの暴ぼう言げんに、アレクの顔色が変わった。ヨシュアはますます顎あごを高く上げ、王太子を睨みつける。

「ああ、そんな男だ！　権力をひけらかすというならそうすればいい。私はもうそんなものに屈くつしたりはしない！」

「モニカはすでに私の恋人だ！　ヨシュア、お前の入る余地はない！」

「信じられないな！　また昔と同じようにモニカを傷つけるに違いない！」

「傷つけない！　私はもう子供ではない！」

「あなたがモニカにしたことを、私は忘れていない！」

　友達から引き離したことを。額ひたいに怪け我がをさせたことを。モニカの目の前で自分に剣を向けたことを。

　睨み合う二人の間に、モニカは割って入った。

「ちょっと、二人とも落ち着いて……！」

「良い物があるよ」

　突然聞こえた声に三人が振り向けば、椅子に腰掛けたウィトスが手の平に二つの珠たまを載せていた。

　大粒の真しん珠じゆほどの大きさで、光こう沢たくのある銀色は透とう明めい感かんがあり透すき通るようにも見える。

　アレクはキラキラ光る珠を凝ぎよう視しした。

「なんですか、それは」

「これはね、月光石という石をレーム君の髪と蜘く蛛もの糸で包んだ珠だよ。月光石には幻げん覚かくを見せる力があって、この珠を使えば想いを具ぐ現げん化か……要するに形にして目に見えるようにすることができる。想いの大小ではないよ。噓偽りの無い、本当の気持ちが形になって表れるんだ。意識の奥底に隠された……本人も自覚していないような心だけどね。それらはときに残ざん酷こくで、誰かを傷つけたりもする――。それでもよければ、これを使って、君達の愛を体現すればいい」

　そんな物があるはずがない。普通ならそう思う。

　だが、ウィトスの言葉を疑う者はいなかった。彼は先ほど、何もない空間からアレクとエリオを呼び寄せたのだ。

「私とヨシュアに魔道の力はありませんが、そんなことができるのですか？」

「できるさ。魔道具と同じだ。もちろん、私が使うよりも効果は弱いけどね」

　魔道具とは魔導師によって力を引き出された、または付加された道具のことだ。

　ヨシュアは、今は普通の美しい珠にしか見えないそれを見つめる。

「魔導師長殿。目に見える想いの形とは、何になって表れるのですか？」

「愛に関する気持ちなら花だね。意味は花言葉とは少し違う、魔道の象徴的解かい釈しやくだ。解釈は私がすることになるけど、信用してもらっていいかな？」

　二人は同時にうなずく。アレクはもちろんのこと、ヨシュアも疑うつもりはなかった。

　想いの強さが目に見えるのなら、これほど分かりやすいことはない。

　だが、すぐにも宝ほう玉ぎよくを受け取ろうとした二人を、ウィトスは片手を上げて制せいした。

「じゃあ始めよう……と、言いたいところだけど、よく考えてみてくれないか。君達二人が愛の深さを見せても意味がない。大事なのはミラがどう思っているかじゃないかな？」

「私が……？」

　モニカは怯ひるんだ。

　アレクとヨシュアの愛を見せられ、ではモニカがそれによって相手を選ぶかといえば確かに違う。

（……二人に気持ちを見せる……？）

　ウィトスは結果を曲げたりしない。そのままを伝えるだろう。

　モニカの迷いに不安になったのか、アレクは訴うつたえるように迫せまった。

「受けてください、モニカ。私は……あなたがなぜためらうのかを知りたい」

「私も君の気持ちが知りたい。やってくれ、モニカ」

　ヨシュアにも促うながされ、ウィトスは宝玉を一つ手渡してくれた。

「ではまず伯爵へ。ミラ、気持ちを込めるんだよ。魔道で大切なことを忘れないで」

　魔道の力を発動させるもの。それは意志の力だ。

（込めなかったら失敗できる……？）

　一瞬そんなことも考えたが、それがまた悪い方向へ結果を出してしまうかもしれない。

　言い訳しないといけないような事態も困る。それなら全力で本当の気持ちをヨシュアに伝えた方がいいだろう。

　それがどんな結果であれ。

　子供の頃のヨシュアや先日の夜を想い、モニカは宝玉を両手の中に包み込んだ。

　堅い石の感かん触しよくがふわりと風のように軽くなり、そして確かな質感を持って別の物に変わった。明るい日中でも分かるほど指の隙すき間まから光がこぼれる。

　ニュッと手と手の間から黄緑色の硬かたい茎くきが飛び出し、驚いたモニカは現れ出た物を取り落としそうになった。

「花だ……」

　それは一輪の、鮮あざやかな濃こい紫色の花だった。小型の百ゆ合りのような形で、黄緑の茎も瑞みず々みずしく咲き誇っている。

　茎を摘つまみ、モニカは目の高さに現れた花を掲かかげた。本当に現れた花に、周りの人々からも口々に驚きよう嘆たんの声が漏もれ、ざわめきの中でウィトスがほうほうと顎に手を置いた。

「ほう、セキシアリリーか。学術名セキシオンリリアン、タリアメント科リリオン属、秋の亜あ高こう山ざん帯たいに自じ生せいし、花言葉は高こう潔けつ、孤こ高こうの愛。薬草としては気付け薬の元になる。学術名の由来は……」

「せ、先生、専門的なことはいいですから解釈を」

「おっと、申し訳ない。草花にはつい夢中になってしまうよ。解釈はね……過去の恋、だ」

　身構える間もなく告つげられた回答に、モニカとヨシュアは息を呑のんだ。

（過去の恋……）

　アレクがほっと息を吐つく。

　そしてそれとは全く別の意味を持って、モニカは大きな安あん堵どに全身から力が抜けた。

（よかった……！）

　変わってしまったモニカを否定したヨシュアに対し、自分は彼のことを嫌いになったのではないか。また、それに近い結果によって彼を傷つけてしまうのではないか、とそれだけが怖かったのだ。

　美しく凜りんとした花は、モニカを守ってくれた騎士への想いを表している。

　ただ、それが過去のものになっただけで――。

　結果を受け取り、モニカは頭を下げた。

「ごめんなさい、ヨシュア」

「いいや。…………よかった。安心したよ」

　ヨシュアも同じ気持ちだったのだろう。苦にがくだが笑った主人の様子に、ユノをはじめ伯爵家の付き人達から拍はく手しゆが起こった。険けん悪あくな雰囲気だった二人を心配していたらしい。

　主思いな召し使い達に微笑みで礼を言い、モニカはもう一つの宝玉を受け取った。

「次はアレクね」

　心配事が終わって軽く言ったモニカに、死の宣せん告こくを受けたかのようにアレクはうなずいた。

　モニカはもう一つの宝玉を受け取り、目を閉じた。

　出逢った頃から、今まで。

　アレクとの間に起こった全てのことを思い、今の気持ちをありったけ込めた。

　手の中から温かな光がこぼれる。先ほどと違って手の中に収まり、また柔らかい感触に、モニカは静かに両手を開いた。

　中にあったのは小さな花だった。黄色い花か芯しんに白い柔らかな花か弁べんが五枚ついた花は、モニカにとって非常に見慣れたものだった。

「ポーラだ……」

　ペンテレイア王国では一般的な花であり、そこら中にある。浄じよう化かや封印の魔道に使用し、心安らぐ香りで薬草としても重ちよう宝ほうされている。

「これは……驚いた」

　意外そうなウィトスに、マーシュが苦しげな顔でうなずいた。

「ポーラは浄化と封印の力を持つ花。つまりモニカ様は邪じや悪あくな殿下を清め、封ふうじ込めて消し去りたい、と……」

「うおおおおおおっ！　そんな！　そんなふうにモニカに思われていたのか私は！」

「これが僕の本心なのか！　言われてみればそんな気もする！」

　とどめのようなモニカの言葉に、アレクが崩くずれ落ちる。

　ウィトスは「これこれ」と手で三人をなだめた。

「違うよ、マーシュ君。君には今度魔道の象しよう徴ちよう的てき解釈本を送ろう。ポーラの意味はね、……もっと私を愛してください、だ」

「は？」

　三人はぽかんとした。

　耳を疑う言葉に、周りで聞いていたヨシュアやロベルト、レーム、召し使い達まであ然とする。

　固まった一同に向け、ウィトスは少し声を大きくした。

「殿下。モニカ姫はあなたからの愛が足りないと感じて、寂さびしがってる。ポーラの花は、私がこんなにあなたを愛しているのに、どうしてあなたは愛してくれないの、という恨うらみ言ごとに……」

「噓だ―――――――――っっ!!」

　モニカは心の底から叫んでいた。

「絶っ対噓だ!!　ありえないよ！　先生、解釈間違ってます!!」

「何を言うんだい、ミラ。私の解釈を疑うのかい？」

「疑ってないけどこれは間違ってる!!　絶対違う!!」

「でもモニカ様、花が出ちゃってますよ。殿下からの愛が足りないんですね？　もっと愛されたいんですね」

「愛されたくない、愛されたくない！　本当にいらない！」

　新種の、何か違う解釈があるに違いない。ざわめく召し使い達にも懸けん命めいに弁解していると、ドゴォッ！　という音が聞こえた。

　全員が飛び上がるような激しい音だった。

　見れば、床に拳こぶしを打ちつけたアレクが立ち上がるところだった。

「モニカ……」

　その手からぱらぱらと床石の破は片へんが落ちる。「お、おい、私の城じゃないんだぞ……」と言うヨシュアのつぶやきが聞こえたが、誰も答えられる状況ではなかった。

　床を抉えぐったアレクは一足飛びにモニカに飛びつくと、その胸に掻かき抱いだいた。

「ぎゃ――――！　離してアレク離して!!」

「あああっ！　私は自分が情けない……!!　あなたにそんな寂しい想いをさせていたなんて！」

「してないしてない!!　本当にしてない!!」

「あなたに愛されていないかもと不安だったのに、こんな……！　ああ、愛してますモニカ！　もっと全力であなたを愛します!!」

　もういらない、本当にいらないと言いたいが、息が詰つまる。最近は落ち着いていたのに、久方ぶりに窒ちつ息そくしそうだ。

　アレクはモニカを抱いたまま、ウィトスに手を伸ばした。

「魔導師長、私にその珠をください！　私の愛を形にして見せたい……！」

「いいとも」

　ウィトスは簡単に答え、銀色の珠を手渡す。

　受け取ったアレクはモニカを抱いたまま、珠を手の平に包み込んだ。

「しっかり見ててくださいね、モニカ。私がどんな気持ちの花を出すか」

　締め付けから解放されたモニカは、呼吸を整えうなずいた。抱き締めて愛を表現されるよりも、形にしてくれた方が平和的だ。息も詰まらない。それにどんな花が出るか少し楽しみでもあった。

　アレクは珠に何かを込めるように、真剣に目を閉じる。皆が息を凝こらすため静かになる中に、アレクの「モニカモニカモニカモニカモニカモニカモニカ……」とひたすらにつぶやく声が低く響く。

　なんだか呪のろいのような気がしないでもない。名をつぶやかれるモニカが落ち着かなくなってきたとき、アレクの手の隙間から光がこぼれた。

　なんの花か、と全員が身を乗り出す。

　モニカが覗のぞき込み、アレクが手を開いた瞬間だった。

　――カッ、と稲いな妻づまのような閃せん光こうが古城を照らし出した。

　真昼の太陽よりも強く、辺りを白く染そめるほどの光が照しよう射しやされる。

　誰もが悲鳴を上げて目を庇った、その時。




　花が、出た。




　　　　　　　　　　[image: ]




　追え、と言われても初めて来た城で場所が分かるはずもない。エリオが途方にくれて部屋を見回っていると、後ろから誰かが追ってきた。

「殿下。そちらではありません。こちらへどうぞ」

「マチルダ」

　リディの気に入りの侍女だ。小走りに先を行きながら、マチルダはエリオを振り返った。

「殿下。姫様は殿下のお体の具合が悪いと聞き、予定を早めてネルトハイムに戻ってこられたのです。ご自分では仰おつしやろうとなさいませんが、あなた様のことを心配してのことだとご理解くださいませ」

　エリオがすっと口を閉ざすと、マチルダが慌てて足を止めた。

「走るのが速すぎましたか、殿下？　お胸が苦しいなどはございませんか？」

　こんなことで心配されてしまう自分に苦笑し、エリオは首を横に振った。

「いや、走るのは大丈夫だ。さっき兄上に散々引き回されたし」

　挙あげ句くに水にも入れられたし。心配そうなマチルダを促し、エリオは階段を上がる。

「やっぱりそれが原因で帰ってきたのかと思って。僕の自うぬ惚ぼれじゃなくてよかった」

「あなたが心配で戻ってきたの――という言葉を馬車の中で一いつ生しよう懸けん命めい練習なさっていたのですが、やっぱり口にはできませんでしたね。騒さわがしいかもとか考えすぎて、真っ先に殿下の宮に行くこともできませんでしたし」

　結局逃げてアレクの宮に先に入ってしまった。

「姫様は冷たい言い方であなたを傷つけてしまうことに、とても心を痛めておられます。でも上手くお話しすることができなくて」

　唯一リディの本当の姿を知るマチルダに、エリオは思わず微笑んだ。

「僕は苦痛になんて思ってないよ。セリディアーナ姫は何かを言うたびに、後悔するような顔をされる。きっとどう言えばいいのか分からなくて、困ってらっしゃるんだ。……僕も素直じゃないと言われるから。だからよく分かる」

　温かい言葉に、マチルダはほっと表情を緩めた。

「私は嬉しく思います。姫様には殿下のような優しい方がお似に合あいです」

　こちらへ、と口ではなく手で示され、エリオは扉のない小さな部屋の前に立った。マチルダはそのまま食堂へと戻っていく。

　そこは使われていない部屋のようだった。壁際に衝つい立たてが二つ置かれているだけで、他に家具と呼べる物はない。

　リディはこちらに背を向けたまま、窓辺に立っていた。

　エリオが近づいていくと、振り返らないまま声が掛かった。

「……何しに来たの？」

「あなたを迎えに」

「……アレクシスに無理やり連れてこられたんでしょう」

「はい、そうです」

　リディの背中が強こわ張ばった。

　それを見て、エリオは言葉を足した。

「行き先も何をしに行くかも知らされていなかったので。あなたを迎えに行くと知っていたら、もっと気を遣つかいました」

「どうして気を遣うの？」

「あなたと会うからです」

　エリオとしては当然の答えを言ったつもりだった。

　だが振り返ったリディは、怒りのあまりに潤うるんだ瞳を吊つり上げた。

「気を遣う、気を遣うって……！　疲つかれる相手で悪かったわね！　もう結構よ。一人になりたいから出て行って……！」

「変ですか？　あなたと会うときに気を遣うのはおかしいですか？」

「だからどうして気を遣うの！」

「あなたと会うからです！」

「だからそれがどうしてって言ってるのよ！」

　繰り返される不ふ毛もうな問答に、リディが叫んだ瞬間だった。

　空に閃光が奔ほとばしった。

　鋭するどく目を射いった光に、二人は思わず言い合いをやめる。

「雷……？」

「いえ、城の中からだったような気がするんですが……」

　エリオは自分の入ってきた戸口を振り返り、何事もないことを確かめると窓から空を仰いだ。周囲に注意を払っていなかったため定かではないが、光は城の中から空へ翔かけていったように見えた。

　窓から見える空は穏やかに雲が流れ、雷が起こる気配はない。太陽は西に傾かたむき、辺りは少しずつ茜あかね色いろになろうとしていた。

　夕暮れの風に乗って芳かぐわしい花の香りが流れ、エリオとリディは束つかの間ま、丘の風ふう景けいに見み惚とれていた。

　美しい光景だ。どこから来るのか、花の香りもどんどん強くなる。まるで、すぐ側で咲いているかのように。

　花畑の中にいるかと錯覚するほど、むせ返るほど強く――。

「うわっ！」

　突然足元を何かが這はう気配がして、見下ろしたエリオは叫んで飛び退すさった。

「きゃあっ！　な、なんなのこれは!?」

　そこで初めて周りの状況に気づき、リディも飛び上がる。

　いつの間にか足元は、花で埋うめ尽くされていた。赤、青、白、黄、橙だいだい、紫、緑、それぞれの色の花がまた事細かな色に分かれ、さわさわと微かすかな音を立てて部屋になだれ込んでいる。

　それも、大量に。

　まるで水が溢あふれるように、エリオが入ってきた戸口から続々と花が押し寄せてきていた。足首を埋める花はすぐに膝まで到達し、ものすごい勢いで増えていく。

「姫！　こちらへ！」

　とっさにリディの腕を摑むと、エリオはやや乱らん暴ぼうに窓際から遠ざけた。

　花に押されるようなことはないだろうが、万が一だ。エリオは素早く二つあった壁際の衝立を花の流れに沿そうように置き、リディをその裏に隠した。完全に防ふせげるわけではないが、こうしておけば大半は窓の外に流れていく。

　エリオも衝立の裏に潜ひそむと、リディが震えながら胸に縋すがり付いてきた。

「なんなのこれは！　どうして花がこんなに……！」

　小鳥のように怯おびえるリディに、エリオは自然に腕を回し、抱き締めていた。

「大丈夫。花ですよ。埋まっても窒息したりしないし、流れが止まればかき分けて部屋を出ることもできます」

　部屋に入ってくるだけで足を埋めるほどあるのだから、外はもっとすごいに違いない。攻撃性もないようなので、状況が落ち着くのを待った方がいいだろう。

　優しいエリオの声に、リディの震えが止まった。

「落ち着いてらっしゃるのね」

「こんな悪意のない不思議なことなら、魔導師長様の力でしょうから。…………あとは兄上が絡からんでる気がする」

　舌打ちしたい気分になったが、そっと寄り添そっていた胸を押されて我に返った。

　よく見れば、身長差がないため至し近きん距きよ離りで向き合っていた。リディは顔を背そむけ、うつむいている。

「すみません！」

　エリオはぱっとリディの背に回していた両手を離した。

　すぐにリディが体を離し、乱みだれた髪とドレスを整える。

「い、いいえ、大丈夫よ。マチルダは無事かしら」

「しょ、食堂に戻ったので、大丈夫でしょう。みんなが一緒なら」

　そうね、と答えると後は沈黙になった。

　体温が上がる。二人は拳一つ分ほどの距離で互いに視線を逸そらした。

　ついつい寄り添ってしまったが、いまさら動けない。花で囲まれているのに、わざわざかき分けてまで離れることはできなかった。

　いったん黙ってしまうと口くち火びを切るのも難しく、二人は息すら潜めて花の流れが収まるのを待った。




　どのぐらい、窓から滝のように落ちていく花の行進を見ていただろう。

　あまりの沈黙に、リディの心臓がめちゃくちゃに早はや鐘がねを打ち出した頃。

「……兄はなんでもできる人なんです」

　突然、エリオが口を開いた。

　緊きん張ちようが頂点に達していたリディは思わずビクッと反応してしまい、誤ご魔ま化かすように顔を上げた。

　エリオは真まっ直すぐに花の流れを見ている。

「勉強も剣も馬術も詩も絵も。させればなんでも器用にこなしました。そんな兄の陰かげで、僕はとても甘やかされてきました。体も弱いし、何をしても兄のようにはできなかったから。みんなにできなくて当然だと思われてきたんです。悔くやしいけど、でも、楽でした」

　エリオだからできなくてもかまわない。そんなことはアレクがしてくれる。

　それが城の人間の共通認識であり、実際にアレクはエリオを気遣い、率そつ先せんして王子としての務めを果たしてきた。

「あなたの婚約者として選ばれたとき、急に表舞台に立たされた気がしたんです。今のままでよかったのに……。あなたを好きな反面、とても気が重かった。モニカのようには立ち向かえなくて」

　あんなに真っ直ぐに立場を受け入れられなくて。

　その言葉は遠まわしな嫌けん悪おなのか、拒きよ絶ぜつなのか。意味を測はかりかねて、リディは悔しさや哀かなしさが混ざり合ったエリオの顔を覗き込んだ。

「私のことは……お嫌い？」

　思った以上に泣きそうな声になってしまった。

　リディは心の中で慌てたが、エリオはそれを読んだように困った顔をした。

「あの、本当に僕なんかのどこが好きなんですか？」

「顔」

「顔!?」

　あまりにも素早い、かつ予想外の解答にエリオは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「あの、僕は兄にそっくりだと言われるんですが」

「全然違うわ」

　リディは珍めずらしくすらすらと言葉が出た。女官も誰もいない。エリオと二人っきりなど初めてのことだった。

「初めてお会いしたとき、あなたがあまりに綺き麗れいで驚いたわ。まるで絵本に出てくる王子様みたいで。お笑いにならないでね。私、夢物語が大好きなの。今もこっそり部屋に隠して集めているぐらい」

　秘密を漏らして、リディは頰を染める。

「こんな……背が高くて高こう慢まんちきで気が強くて嫌いや味みばかり言う、可愛かわいげのない私ではない。あなたを見てるとそんな気分になってくるの」

　優しい王子様と一緒にいれば、素直な少女になれる。

「だけど、そんな気がするだけ。実際にあなたとお話しすれば、言いたいことの半分も言えずに嫌なことばかり言って……。それなのに、あなたは私がどんな酷いことを言っても怒らなくて……。傷つけるばかりで、どうしたらいいのか分からなくなるのよ」

　本当に泣き出しそうに震えた声に、エリオは手を伸ばしかけた。抱き締めたい衝動に駆られたが、その気持ちのまま動くことができなかった。

　ぎゅっと手を握にぎり締め、エリオは深しん呼こ吸きゆうする。

「……姫。僕も同じです。僕はあなたが思うほど大人でもないし、完かん璧ぺきな王子でもありません。本当は子供なのに、あなたに並ぼうと背伸びばかりしてきたんです。あなたの前で自分を出すことができなくて……」

「知ってるわ。だから、もっとあなたが知りたいの。大人でも子供でも、あなたが優しい方に変わりはないでしょうから」

　リディがエリオに感じた「大人っぽい」は、きっとその優しさのせいだ。今までに垣かい間ま見た、自分の知らないエリオに幻げん滅めつしたことはない。

　逆に、自分以外の人間には怒ったり冷たくしたりするのだと知って、悔しく感じたほどだった。

　元気の出てきたリディは、瑠る璃り色いろの瞳を煌きらめかせた。

「それに、私はもうあなたの秘密を一つ知っているのよ」

「な、なんですか？」

　若じやつ干かん怯えたエリオに、意地悪く言ってやった。

「人にん参じんが嫌いなんですって？」

「誰がその話を！」

「モニカよ」

　顔を赤くしたエリオに、更さらに上から言う。

「好き嫌いしていては大きくなれなくてよ？」

　少し悔しそうに上うわ目め遣づかいに見られ、リディは心しん底そこ楽しくなった。

　だが、クスッと口くち許もとに当てて笑った手を、ふいに取られた。

　自分が細いのか、エリオの手が思ったよりも大きいのか。

　手首に回された、意外にも節ふしくれだった力強い手にリディの心臓が跳ねた。色白で細くても、それは間違いなく男性の手だったからだ。

　エリオはぴたりとリディに視線を合わせると、その指先に口付けた。

「……食べます。これからは。年下で、背も低くて、甘ったれで、体も弱くて。あなたに釣つり合わないことだらけだ。でも、僕はあなたの言葉に傷つけられたことは一度もない。あなたはとても優しく可愛らしい人だ」

　大人しく聞いていたリディの顔が、見る間に赤くなった。白い、真珠色の肌がおもしろいほど薔ば薇ら色いろに染まっていく。

　最終的に火を吹ふきそうなほど真まっ赤かになり、後あと退ずさろうとした。

　しかし、背はい後ごは壁で後がない。足腰から力が抜けて、リディは壁に寄りかかりながらできる限りエリオと距離を空けようとした。

　しかしエリオは空いたその一歩を詰めてくる。

　今すぐ悲鳴を上げて逃げ出したい気持ちのリディを壁と自身の間に閉じ込め、エリオはおずおずと聞いた。

「あの……、いい、ですか？」

「な、な、……なに？」

「その……」

　口付けしても……と囁ささやき、エリオはそこで視線を逸らしてくれた。見ればリディに負けず劣おとらず頰が赤い。

　少しだけ余よ裕ゆうを取り戻したリディは、へたりこみそうになる己おのれを叱しつ咤たし、つんと顎を上げた。

「え、ええ。よ、よろしくてよ。め、目は閉じるの……かしら？」

「と、閉じましょうか」

「初めてで……」

「僕もです……」

　もう十分に距離は近かったが、あと一歩近づき、二人は自然に目を閉じた。

　そっと唇が触ふれ合う。ほんの一瞬、柔らかさと甘やかな感覚だけを残して、離れる。

　目を開いた二人は、互いの姿を認めてぱっと身を引いた。

　そのまま抱き締めればよかったとエリオは後悔したが、もう遅い。

　素直に残念だと思い、真っ赤になってうつむくリディにエリオはかねてから考えていたことを口にした。

「あの」

　しかし声を上げたのはリディも同時だった。言葉がかち合ってしまい、リディは焦ったようにエリオを促す。

「お先に……」

「姫の方こそ……」

　互いに譲ゆずり合う。

　だが、やがてエリオが顔を上げた。

　重大な決意のように、リディを真っ直ぐに見つめる。

「リディと……お呼びしてもよろしいですか？」

　不思議だ、とエリオは思った。

　たった一度の、触れるだけのキスだったのに、こんなことを言える勇気が湧わいてくるなんて。

　リディは言葉の意味を考え目を瞬いていたが、頰を染めてうなずいた。

　不思議だった。優しいキスは自分を素直にさせてしまうのかもしれない。

「私も同じことを言おうと思ったのよ。エリオ」

　幼い少女のように愛らしく、微笑みながら答えていた。
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　閃光に目が眩くらみ、次にモニカの視界に映うつったのは虹にじだった。

　実際には七色どころではなかったのだが、一瞬しか見ることができなかったモニカにはそう感じられた。

　アレクが魔道の珠から出した花は、一輪ではなかった。

　光が奔った瞬間、とてつもない勢いで何千、何万、何億という数の花がアレクの手の中から噴ふき出したのだ。ありとあらゆる色しき彩さいが溢れ出し、食堂を埋め尽くし、部屋の外へと流れ出していく。

　一番近くにいたモニカは直ちよく撃げきを受け、あっという間に花の嵐あらしに飲み込まれた。一輪とて同じ花はない。凄すさまじい花の洪こう水ずいに、召し使い達は一目散に城外へ逃げた。

　アレク自身にも止めることができない。およそこの世界で存在するとされている、ほとんどの花が出尽くしたのではないだろうか。

　そう思うほど滾こん々こんと花は湧き続け、古城は花で埋まってしまった。




「救助に回れ――！　急げ！」

「家か畜ちくも見逃すな！」

　城の外から叫び声が聞こえる。

　ようやく怒ど濤とうのような花の嵐が静まりを見せ、ぷはっと水中から顔を出すかのように、アレクは表面に浮上した。

　食堂は半分以上が色とりどりの花で埋まり、暖炉の上に立つアレクがかろうじて顔が出せるぐらいだ。

　アレクは背後の大窓から光を受けて、花の大おお海うな原ばらを見渡した。同じように壁際の棚に乗って、顔を出したヨシュアに向け力強く言い放つ。

「見たか、ヨシュア！　私の愛の深さと重さを！」

「殿下！　モニカ様が溺おぼれてます！」

　ヨシュアの返事より早く、逃げられる素早さもないマーシュの声が、花の下か層そうから聞こえた。完全に埋もれているようだ。

「モ、モニカ!!」

　アレクが血相を変えて飛び込もうとしたとき、ザッと花の海が割れてモニカが顔を出した。

　部屋の中央ということは、おそらくテーブルの上だろう。自力で浮上したモニカは、ぜぇぜぇと荒あらい息を繰り返す。

「も、もさもさする……！　圧あつ死しするかと思った……！」

　テーブルの下に沈んでいたマーシュがモニカに手を引かれて机の上に顔を出し、ヨシュアはザクッと花を拳で打った。

「殿下！　こ、これがあなたの愛か！　重くて多くて、周りを巻き込み迷惑を掛けてモニカを圧死させようとする！　これがあなたの愛か！」

「なんという的確な表現！　殿下、言われてますよ！」

「私もいま納なつ得とくした！　どうやらその通りのようだ！」

　自分でも予想しなかった花の数に、アレクは素直に認める。

　モニカは周囲の愛の花をかき分け、テーブルの上で一歩踏み出した。

「私は負けない！　この重い愛から逃げて……！　じゃないや、耐たえて？　我が慢まん？」

「モニカ様、受け止めて、です！」

「それだ！　受け止めてみせる！」

　マーシュの助け舟に乗っかったモニカは断言した。

「モ、モニカ――――!!」

　感動のアレクはモニカのもとに駆けつけようとするが、一歩踏み出した途端にモニカの視界から消えた。ザザッと音を立てて花の中に沈む。

「アレク――――!!」
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「モ、モニ……モニ……！」

　アレクの周囲は特に花が多いため、深みに落ちたらしい。花の隙間がうごめき、声だけが聞こえる。

「くっ……！　私自身をも飲み込むのか、この愛は！」

　アレクが密みつ度どの高い花の壁に阻はばまれもがいていると、マーシュは自ら出口側の花の中に飛び降りた。

「モニカ様、とりあえず外に出ましょう。空気はあるのにものすごく息苦しいですよ」

「……そうだね、出ようか。みんな背が高いからいいけど、私は顔を出すのもしんどいよ」

　前が見えないアレクの耳に、二人の会話が無情に響く。続いてざくざくと、力強く花をかき分けて進んでいく音……。

　花の中で、アレクは愛の過か酷こくさを感じて固まった。

「…………大丈夫ですか？」

　しばらく泣くのを我慢していると、花の壁が分けられ、とてつもなく面めん倒どうそうな顔のヨシュアが現れた。

「………………私は本当にモニカに愛されているんだろうか……」

「なんですか、それ。私へのあてつけですか？」

　行きますよ、と言わんばかりにさっさと歩き出す。

　後について歩き、六年前に比べて大きくなった背中にアレクは感かん慨がい深く声を掛けた。

「久しぶりだな、ヨシュア」

「さっきも言っただろうが」

　イライラしているのか、子供の頃のような口調で返された。それが妙に楽しくなり、花をかき分け、アレクはヨシュアと並んだ。

「ヨシュア。お前はモニカに花を出さなくていいのか？」

「……こんな物見せられて私にどうしろと？」

　後に何を出しても敵かなわないだろう。

　舌打ちまでされて、アレクは笑った。

「私の勝ちか。初めて勝った気がしたな」

　モニカから直接聞いたわけでもないし、彼女自身も意識していなかったかもしれない。だが、あのセキシアリリーを見た時に「やはり」と思ったのだ。

「……やっぱりモニカの初恋はお前だったんだな」

　自分じゃないことは分かりきっている。なにせ嫌われていたのだから。

　それでも胸が痛かった。足から力が抜けてしまいそうで、花をかき分ける手が鈍にぶる。

　あのときは、確かにモニカはヨシュアのことが好きだったのだ。

　過去であっても素直にモニカの恋を認めたアレクに、ヨシュアは驚いて振り返った。しかし花に邪魔されて、お互いの顔がよく見えない。

　二人は黙もく々もくと進んでいたが、やがてヨシュアは口を開いた。

「私はもう花を出せない。出たとしても、それはモニカが出したのと同じ花だ」

　もう自分の恋はあの花が表すものになった。

「……衝動的に会いたいと思って来たけど、私はきっと終わらせたかっただけなんだろう」

　後ろを振り返り、ヨシュアはしょげているアレクの胸を叩たたいた。

「殿下。あなたも変わったよ」

　ここ最近一番よく言った言葉を贈おくって、ヨシュアは大階段へと向かった。




　城の外は逃げ出してきた使用人や家か畜ちく達で騒がしかった。

　エリオとリディも無事に出てきており、やっと花の圧あつ迫ぱく感かんから解放されたモニカは、背後を振り返った。

　緑深い森と夕暮れの空を背景に、いまや古城は花の城となっていた。

　窓という窓から落ちたのであろう、大小様々な花が城の周辺を覆おおい、まるで花畑の中に建っているようだ。幻まぼろしとは思えない甘い香りと色彩の豊かさ、窓から迫せり出した花が風に吹かれてはらはらとこぼれ落ちる。

　改めて城を眺めるモニカと並び、ウィトスは足元から大輪の純白の花を拾い上げた。

「神の栄光は地を照らす――。まさか信仰心ではなく、愛の形としてこの花を出すとは……。ミラ、君は殿下の女め神がみなんだね」

「……恐ろしいことにそうみたいです。先生、その花は？」

　ウィトスの持つ花は、目も覚めるような白さだった。レースのように重なった丸い花弁は光沢があり、一見すると光っているように見える。この世界中の花が集まったような花畑の中でも、一ひと目めで見分けがつくほど美しかった。

「これはね、天上の花と呼ばれるものだ。その名の通り天上界に咲く花で、意志の力が及ばない強さで封印の力を持っている。文ぶん献けんにはあれど、誰も姿を見たことがない。創作じゃないかと議論されてきたけど、こうして殿下が出したからには世界のどこかで咲いているんだね。証明されて嬉しいよ。惜おしむらくは、殿下の愛を糧かてに生まれた幻だから夜には消えてしまうことだね」

「夜までこのままなんですか!?」

「いや、消すことはできるよ」

　夜まで外にいないといけないのかと焦ったモニカに、ウィトスは苦笑した。

　ちょうどそのとき、アレクとヨシュアが古城から花をかき分けながら出てきた。

「噴水で溺れたお前に言われたくない！　あの水位で溺れられるのはヨシュアだけだと、いまだに語り草だ！」

「こ、子供なんだから当然だろう!?　殿下こそ回かい廊ろうを走り回って、花か瓶びんに激突してグイド様に説教されてたじゃないか！　モニカの目の前で！」

「や、やめろ！　記き憶おくから消していたことを思い出させるな！」

　いつの間にか思い出話に移行していたらしく、二人は互いに過去を持ち出しては騒いでいる。

　臣下に対してではない、普通の友人同士のように話すアレクをモニカは初めて見た気がした。考えてみれば、ヨシュアほどアレクが自分を曝さらけ出した相手はいないだろう。

　新鮮な気持ちで少し嬉しく見守るモニカに、ウィトスは微笑んだ。

「殿下の愛は堪たん能のうしたかな？」

「……はい！　十分に」

　もう解釈など何も必要がない。アレクは本当に目に見える形で、モニカへの愛を示してくれたのだ。

　愛も恋も喜びも哀しみも、美しさや愛らしさへの賛美も、不安や嫉しつ妬とも。情熱、忠ちゆう誠せい、欲よく望ぼう、幸福、怒り、敬けい虔けん、友ゆう愛あい、思い出や永遠の誓ちかい――。城を埋め尽くすほどの感情の全てを、アレクはモニカ一人に傾けてくれる。

　ウィトスはうなずき、手にした天上の花を掲げた。

「よろしい。では愛の時間は終わりだ」

　幻の終わりを悟さとったのか、使用人達が見守る中、花の絨じゆう毯たんへと進み出る。

　純白に輝く天上の花を城に向け、ウィトスはたんぽぽの綿わた毛げを飛ばすように静かに息を吹きかけた。

　シャン、と澄すんだ音が聞こえた。

　誰もが息を呑んだが、声を上げようとはしなかった。

　白い花弁が硝子ガラス細ざい工くのように細かにシャラシャラと崩れていく。欠片は風化されたかのごとく美しい砂になり、風に乗って消えていった。

　その瞬間、古城に溢れていた何万何億という数の花が次々と形を崩し始めた。木こ立だちの間から入る光に照らされ、花は光り輝きながら欠片に変わり、粒りゆう子しに変わっていく。シャンシャンと微かな音の合唱に合わせ、あまりの花の多さに城が輝いて見えた。

　まるで夢む幻げんのように。

　優しく穏やかな光に包まれ、モニカは贈られたアレクの想いの一つ一つを飽きることなく眺めていた――。




　やがて光が去り、甘く爽さわやかな香りだけを残して徐じよ々じよに音が遠ざかっていく。

　人々の耳に森を渡る風や鳥達の声が戻ってきたとき、辺りはいつもの夕暮れの森に佇たたずむ古城となっていた。

　幻想世界から現実に戻るかのごとく、ウィトスが振り返り礼をすれば、一いつ斉せいに拍手が巻き起こる。リディやエリオ、使用人達から口々に賞しよう賛さんの言葉を受け、ウィトスは照れながら人々の輪の中に入っていった。

「……本当に不思議だな。魔道って」

　いつの間にか隣に立っていたヨシュアに、モニカはうなずいた。

「本当にセイレのお城みたいだったね」

　無む邪じや気きな言葉に、ヨシュアは不意をつかれたように黙る。

　そんなヨシュアに向き直り、モニカは深く頭を下げた。

「レームのことで疑ってごめんなさい。探してくれてありがとう。あ、床はちゃんとアレクに直させるからね」

　あれを放っておくわけにはいくまい。

　ちゃんと宣せん言げんしておくと、ヨシュアは思い出したように吹き出した。

「そうしてくれ。……モニカ。強引に連れてきてすまなかった。いろいろあったけど、今は会えてよかったと思っているよ」

「ヨシュア、建国記念パーティには来る？」

「ああ。マリア……カヴァルカンティ侯爵令れい嬢じように、君に振られたらパートナーになってほしいと言われているから」

「……！　そうだったんだ」

　ユノの言うお嬢様が誰なのか、そしてカヴァルカンティ侯爵との接点がやっと分かった。

　モニカは素直な気持ちで、そのことを嬉しく思った。

「じゃあ、会えるのを楽しみにしてる。マリア様にも」

「ああ、紹介するよ」

　約束をして、ヨシュアは使用人達の安全確認に向かう。

　その後ろ姿を見送り、マーシュが近づいてきた。

「やっぱりマリア嬢でしたねー」

「マーシュ、マリア様のこと知ってたの？」

「マリア嬢に聞かれたことがあるんですよ。モニカ様はどういう方かって。そんなこと聞くなんて、モニカ様を好きな男性のことが好きだから、っていうのが一番可能性高くないですか？　でもマリア嬢は殿下のことが好きなように見えないし。なら、ヨシュア様かなーと。モニカ様が好きとか公言できるのなんて、ヨシュア様しかいないでしょ。唯一の天てん敵てきですから」

　唯一の天敵という言葉に、そういえばそんな認識だったとモニカは苦笑した。

　ロベルトに馬の用意をさせていたアレクは、準備が済んだらしくモニカの手にキスをした。

「モニカ、あなたはエリオ達と一緒にゆっくり帰ってきてください。私は明日の朝までに戻ると父と約束しましたので」

「そうなんだ……」

　沈んだ声が出てしまい、モニカは急いで微ほほ笑えんだ。

「気をつけてね。来てくれてありがとう」

　馬なら王都に着くのは真夜中になる。しっかり予定を調整して来てくれたことが嬉しく、すぐに帰らないといけないのも当然だと思えた。

「……モニカ……」

　アレクが切なそうに囁ささやき、両腕を広げる。

　あれ？　と思ったときには、全身が温かいものに包まれていた。ふわりと花のようないい香りがして、髪にキスをされる。

「なっ……！」

　気がつけば、アレクに抱きすくめられていた。

　叫びかけ、モニカは慌あわてて声を落とす。

「何するの！　みんながいるんだよ!?」

　小声で叱しかって腕の中から抜け出そうとしたが、アレクはますます力を込めて抱きしめてくる。

「いえ、愛が足りないと言われたばかりですし。愛情表現をしておこうかと」

「あれは違う！　解釈間違ってるから！」

　あんな結果、あるわけがない。

　真っ赤になってもがいたが、アレクはすりすりとモニカの頭に頰ほおずりする。

「本人も自覚していないような心だそうですから。寂しい思いをさせてすみませんでした。これからはちゃんと言葉と態度で示します」

「いらないー！　いらない！」

「ロベルト、モニカの馬を用意してくれ」

（え？）

　離れて二人を見ないようにしていたロベルトが、「はっ」と返事をして素早く騎士達の方へ向かう。

　もがくのをやめたモニカが振り仰あおげば、優しい紫むらさき水すい晶しようの瞳と視線がぶつかった。

「一緒に帰りたいんですよね？　私と」

「……！」

　ドキリとして硬こう直ちよくしたモニカに、アレクは更さらに言葉を足す。

「置いていかれたくないんですよね？　違いますか？」

　完全に心を見抜かれ、ますます頰ほおが紅こう潮ちようした。

　アレクは笑顔だが、目は真剣だった。固かた唾ずを飲んで、答えを待っている。

　あー、うー、と視線をさまよわせていたモニカだが、やがて観かん念ねんしてきゅっとアレクの胸元を摑つかんだ。

「………………違わない」

　言った瞬間、アレクが引力に逆らうように仰のけ反ぞった。

「おおおおおおっ！　マーシュ!!」

「はいはいー!!」

「呼んだだけだ!!」

「はいっ!?」

　アレクはふーと額の汗を拭ぬぐって、モニカの髪を撫なでた。

「危ない。あなたの可か愛わいさに負けて、キスしてしまうところでした。マーシュでも呼んで気持ちを盛り下げなければ」

「え？　俺、なんかめちゃくちゃなこと言われてる……」

　主あるじから理り不ふ尽じんな扱いを受け、マーシュは唇くちびるをとがらせた。近づいてきたウィトスと並ぶ。

「殿下、俺はウィトス様と馬車で帰りますよ。殿下とは一緒に帰りませんからね」

「ああ、分かった。魔導師長、マーシュをよろしく頼みます」

「いいとも」

「逆じゃないですか、殿下!?　俺がウィトス様をよろしくされるべきでは!?」

　わめくマーシュを無視して、アレクは少し嬉しそうにモニカの格かつ好こうを見つめた。

「モニカ、服と靴くつは大きくないですか？　動きにくいようでしたら、私と相乗りで」

「袖そでと裾すそだけ捲まくっとけば大丈夫。靴は途中で買うよ。ロベルト、馬を貸して！」

「おおぅ……」

　悲ひ壮そう感かんのある声がアレクの口から漏もれたが、モニカは毅き然ぜんと手た綱づなを受け取った。

　抱き合っていた二人が離れたのを見て、エリオが歩み寄る。

「兄上、僕達は明日帰るよ。伯爵が城に泊まるように勧すすめてくれているから」

「もちろんだ。父上には私から言っておくし、仕事も任せてくれ」

　弟の声に、打ちひしがれていたアレクは立ち直る。

　エリオはほっとして、背後を振り返った。

「リディ、あなたも帰るのは明日でかまいませんか？」

「ええ、もちろんよ。エリオ」

（おお……！）

　呼び方の変化にモニカが口許を緩ゆるめると、すかさずエリオが小声で叫んだ。

「にやにやするな！　もっと女性らしい笑顔をしろ！」

　真っ赤になりながらも正しい指し摘てきに、モニカは慌てて優雅な笑顔を作った。姫君がニヤニヤはよろしくない。

　老夫婦やユノ達と別れの挨拶を済ませたレームに手て招まねきする。

「レーム、おいで！　帰ろう！」

　用意の済んだモニカが馬にまたがると、ヨシュアが進み出た。二人は握あく手しゆを交わし、微笑む。

「さようなら、モニカ」

「さようなら、ヨシュア」

　見つめ合い、ゆっくりと、静かに手を離した。

　モニカが隣に並ぶと、アレクは随ずい従じゆうの近この衛え騎士達に腕を上げる。

「ロベルト！　ついて来い！」

　ロベルトと配下の近衛騎士達がアレクとモニカを守るように脇わきにつく。

「リディ！　ディアとお茶の用意をして待ってるよ！」

　モニカは元気よくリディに片手を上げると、レームを連れてアレクと共に駆け出した。







　第六章　華麗なる大円舞曲







　ミゼリア城本ほん宮ぐうの大広間。建国記念パーティの開かれる今日は、着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよが続々と集つどい、開かれた巨大な扉とびらを潜くぐっていく。

　数あま多たの燭しよく台だいや、水すい晶しようのシャンデリアが煌こう々こうと輝き、方形の会場は真昼のように明るかった。二階席の手すりには溢あふれそうなほど花が飾られ、舞ぶ踏とう会かいに加わらない大たい老ろうや婦人方がたが優ゆう雅がに座して歓かん談だんをしている。

　和なごやかな音楽と賑にぎやかにさんざめく声に満たされ、夜の帳とばりが落ちれば宴えんもたけなわだ。

　毎年行われ、節ふし目めでもない年でありながら、今年の式典は出席者の数が目に見えて多かった。すでに政界を退いた大老や遠方の貴き族ぞく達、外国の大使達は囁ささやきながら本日の主役の登場をいまかいまかと待っている。

　やがてウェスタイン公こう爵しやくロスターの到着が告つげられると、人々は大広間の入り口に注目した。これから現れる少女は、今日の主役でもあるのだ。




　歓談の間に一歩入った瞬しゆん間かんから、広間中の視線がモニカに集まった。従じゆう僕ぼくの差し出す盆ぼんからグラスを受け取った彼女は、相手が従僕にもかかわらず控ひかえめな笑えみで会え釈しやくする。

　その微ほほ笑えみに、見つめる人々から吐と息いきがこぼれた。

（まあ……）

（なんてお可愛かわいらしい）

（殿でん下かが熱愛なさるはずだ）

　真っ白なドレスで現れた公爵令れい嬢じようは、父に連れられ優雅に会場を移動する。

　幾いく重えにも重ねられたスカートはふんわりと広がり、モニカが動くたびに軽やかになびいた。肩かたから袖そでにかけては蜻かげ蛉ろうの羽は根ねのような薄いショールが掛けられており、揺ゆれるスカートと合わせて、どこか体重を感じさせない浮うき世よ離ばなれした存在に見える。柔やわらかな亜あ麻ま色の髪は丁てい寧ねいに結い上げられ、精せい緻ちなレースと真しん珠じゆで飾られた白のドレスは、モニカの持つ可か憐れんさを最大限に引き出していた。

　初めて公式の場に現れた公爵令嬢に誰もが目を奪われていたが、やがて杯さかずきを手にした人々が続々と集まってきた。

「閣かつ下か、あなたの姫君をご紹介ください」

「お久しゅうございます、ウェスタイン公爵様。今日はお嬢様をお連れとのことで、楽しみにしていたのですよ」

　ロスターと顔見知りの貴族や夫人達が、こぞって挨あい拶さつをする。一人ひとり紹介を受け、モニカは丁寧に礼を返した。

「初めまして、ミカル伯はく爵しやく様。お会いできて光栄です。――リカルド侯こう爵しやく夫人、私もお会いできる日を心待ちにしていました。ユーディット侯爵夫人、今夜はご夫ふ君くんが陛へい下かの先せん導どうを務つとめられるとうかがいました。楽しみです」

　ラフィットの教育の賜たま物ものか、予備知識を身につけたモニカは笑顔で応こたえていく。

「こんばんは、モニカ」

　聞き覚えのある声に呼ばれて振り返れば、金髪の女性を連れた青年貴族がいた。

　夜会が似に合あうと思っていた通り、金きん茶ちや色いろの瞳ひとみと明るい髪がこの華はなやかな場にぴったりだ。

　濃こい茶色の上品な夜会服に身を包んだヨシュアは、モニカの手首から飾り紐ひもで提さげられている扇おうぎに目を細めた。

「その扇を持ってくれているんだな」

　娘むすめが初めて社しや交こう界かいに出るときのドレスは父親が用意する。ドレスを贈おくりたかったが、今回はさすがにごり押しできないアレクが用意したのが、この純白の扇だ。

　骨こつ格かくは象ぞう牙げ、絹きぬと羽根をふんだんに使い、手首に回す飾り紐は小さなダイヤモンドを連ねて作られている。実はその飾り紐はアレクがヨシュアに依頼した物らしく、二人が連絡を取り合っていたことにモニカはいたく驚おどろかされた。

　ヨシュアは一歩横に退しりぞくと、背はい後ごの女性を示した。

「紹介するよ。カヴァルカンティ侯爵令嬢、マリアだ」

　笑顔で礼をしたマリアは、大きな琥こ珀はく色いろの瞳をした、勝かち気きそうな美人だった。蜂はち蜜みつ色いろの髪は豪ごう奢しやで、ヨシュアと並べばどの夜会でも主役になりそうだ。彼女の胸元には、ヨシュアから贈られたであろう深しん紅くのルビーが光っている。

　互いに挨拶を交わしていると、一人の紳士が近づいてきた。ヨシュアと明るく挨拶を交わす彼は、カヴァルカンティ侯爵スタティウスだった。

　ヨシュア達が去り、侯爵と二人になったモニカは感謝を込めて頭を下げた。

「カヴァルカンティ侯爵閣下。素敵なお城に滞たい在ざいさせて頂き、ありがとうございました」

　書記官長を務めるだけあり真ま面じ目めそうなスタティウスは、モニカの礼に表情を和なごませた。

「いや、私もあなたに感謝したい。ヨシュアを振ってくれてありがとう。デル・カッセロは縁えんを結んでおいて損はない土地だからね。ありがたい」

「ええ、分かります。オークハルト侯こう国こくの侯子様からお話を頂いたのに辞じ退たいするほど、お嬢様の恋を叶かなえて差し上げたかったのですね」

　ヴァルダンの属ぞつ国こくとはいえ、一国の王からの求婚だ。話を受ければマリアはいずれ侯こう妃ひとなっただろう。損そん得とくを考えるのなら、迷わず侯子を選ぶはずだ。

　モニカがその話を知っていることに侯爵は一瞬だけ驚いたが、すぐに苦笑した。

「あそこは今ごたごたしているからね。それが嫌いやだっただけだよ」

　それじゃあ、と手を振って去っていく。娘の元に行き、ヨシュアと歓談する彼は非常に嬉しそうだった。

　その様を微笑みながら見つめるモニカの耳に、婦人や令嬢方の甲かん高だかい嬌きよう声せいが聞こえた。

　見れば広間の入り口では、最後の出席者が到着するところだった。

　セリディアーナを右に、オルディアーナを左に、美女二人を連れて会場入りしたダンジュー公爵フォルケに、わっと会場が沸わいた。フォルケはこれ以上ないほどの笑顔で得意げに、リディは麗うるわしく、ディアは愛らしく笑顔を振りまきながら会場を練ねり歩く。

　さすがにこの姉し妹まいには、どの令嬢も夫人も敵かなわない。女性陣の羨せん望ぼうの眼まな差ざしと、男性陣のこれまた羨望の眼差しの中、フォルケは堂どう々どうとロスターとモニカの側そばにやって来た。

　華はな々ばなしい大公爵の登場に、ロスターは手を打って出迎える。

「フォルケ殿！　美女二人のエスコートとは、羨うらやましい！」

「ははは、恐れ入ったか、ロスター！　私ほどの男になれば女め神がみと妖よう精せいのお相手として選ばれるのだ！　手が三本あればモニカにもお願いしたいところだったがな！」

　フォルケの冗じよう談だんに場が笑いに包まれ、飲み物が配られる。

「さあ、姫君方も乾かん杯ぱいを！」

　高々と杯を掲かかげ、一同はもう何度目か分からない楽しい乾杯をし、モニカは改めて二人の姫の装よそおいをしげしげと眺ながめた。

　レースとフリルをふんだんに使ったドレスも、ディアが着ればぴったりはまる。ドレス自体はクリーム色と大人しやかだが、栗くり色いろの髪や白い肌はだを飾る宝石は色とりどりだ。すべて小こ粒つぶで揃そろえられているため決して下品ではなく、華やかで愛らしかった。

　同じように見つめ返したディアは、感かん極きわまったように両手を合わせる。

「モニカ、今日のドレス、とっっっても素敵よ！」

「ディアも可愛いよ。リディも……」

　じっと見つめれば、リディは居い心地ごこち悪そうにたじろぐ。

「な、なに？　私は普通よ？」

　瞳に近い瑠る璃り色いろのドレスは、リディの細くしなやかな体にぴったりと沿そうデザインだ。スカートもあまり膨ふくらませず、長く裾すそを引いている。これだけ長い裾で歩いたり踊ったりするのだから、リディの足がどうなっているのかモニカには皆かい目もく見当がつかない。装そう飾しよく品ひんは水晶を中心に、淑しとやかな装いだ。

　……にもかかわらず、男も女もリディに目を奪われ、いつの間にか三人の姫は遠巻きに囲まれていた。

　光を発しているかのようなリディに、モニカは感かん嘆たんの吐息を漏もらす。

「これだけ大人しいドレスで光り輝くって、どういうことなんだろうね。ディア？」

「ああお姉さま、素敵……。目が離せないわ」

　うっとりと見み惚とれられ、リディは赤くなって目を逸そらす。臣しん下かに褒ほめられればつんと澄すまして対応するくせに、近しい人間に言われるのは照れるらしい。

「べ、別に普通よ！　……………………ディ、ディアとモニカの方が可愛らしいわ」

　こっそりと、消え入りそうな声で褒められ、ディアはたまらずリディの腕うでにしがみついた。大広間で、それも三人の姫が揃っていて注目の的なのに大胆な振ふる舞まいをされ、リディは焦あせって引き離そうとする。

「ちょっ、やめなさい、ディア」

「ああ！　お姉さまとこんなに気兼ねなく仲良くできるなんて！　こんな日が来るとは思いませんでした！」

　ディアにしっかりと抱きつかれ、リディは恥ずかしいながらも嬉うれしそうだった。引き剝はがそうとする手に力が込もっていない。モニカが主しゆ催さいしたお茶会にて、親交を深めた姉妹は仲良く戯たわむれる。

　やがて広間の人波が割れ、深紅の絨じゆう毯たんを抱かかえた召し使い達が現れた。

「姫君方、そろそろお席へどうぞ。陛下のお出ましにございます」

　案内の従僕に促うながされ、リディとディアは上かみ座ざへ、モニカはロスターの元へ戻る。

　大広間の最奥には扇形の階段があり、そこには金の玉ぎよく座ざが据すえられていた。玉座から一段下がって王太子であるアレクの席、そしてその下にエリオの席が用意されている。

　ダンジュー大公爵を筆ひつ頭とうに、上座には賓ひん客かくであるヴァルダンの王女二人。主おもだった重じゆう臣しんや文ぶん官かん、武官が左右に控え、モニカもロスターの隣となりに設しつらえられた席に腰を下ろした。

　先さき触ぶれの小こ姓しようが現れ、会場を埋うめる貴族達が、私語をやめて壁際に退いていく。

　人ひと垣がきが割れ、玉座へ向かって真まっ直すぐに深紅の絨毯が敷しかれると、大きく開かれた扉から国こつ旗きを掲げた衛えい兵へい達が進み出た。綺き麗れいに左右に分かれ、等とう間かん隔かくで位置についていく。寸すん分ぶんの乱みだれなく隊列を整ととのえ、威い容ようを正したとき、高らかにファンファーレが鳴り響ひびいた。

「国王、ティマエス陛下！　おなり――！」

　国王の近この衛え騎き士し長ちよう、ユーディット侯爵の先導により、カゼルラ国王ティマエスが大広間へと足を踏ふみ入れた。

「ティマエス陛下！」

「国王陛下、万ばん歳ざい！」

「カゼルラ王国万歳！」

　人々の拍はく手しゆと喝かつ采さいで迎えられ、金きん糸しの縫ぬい取りをした上じよう衣いに、濃こ紫むらさきのガウンを羽は織おったティマエスは、金の錫しやく杖じようを鳴らしながらゆっくりと玉座に歩み寄る。

　太陽のような黄金に、大粒のダイヤがはめ込まれた冠かんむりが眩まばゆく輝く。常日頃の頼たよりなさは鳴りを潜ひそめ、正せい装そうのティマエスは王らしく威い厳げんに満ちていた。

　続いてラッパが鳴り、儀ぎ礼れい用の剣けんを掲げたロベルトとアーノルドが現れた。

「王太子アレクシス殿下、ならびに王子エリオット殿下！　おなり――！」

　先ほどの万歳とは打って変わって、婦人や令嬢方の歓かん喜きの声が会場に響き渡った。貴族の姫君達は口々に両王子の名を叫さけび、こぞって一歩前に出る。抑おさえる夫君や父親の光景は、王子達の成長に合わせ恒こう例れいとなっていた。

　共に大柄な近衛騎士長の後に続き、二人の王子は微笑みながら段上へ向かう。

　アレクの姿を目にしたモニカは、それが見慣れた人物であるにもかかわらず見惚れてしまった。

　今日は朝から各地で式典に参加してきたはずだ。だが、疲つかれなど微み塵じんも感じさせない。

　正装である紫し紺こんの上衣には、王太子位を表す銀細工の胸きよう章しようが輝く。腰こし帯おびも金糸銀糸を織り込み装飾品も多いが、全くうるささを感じさせなかった。長く裾すそを引く儀ぎ式しき用のマントも、背の高い彼がまとえば若々しい武人らしくよく映える。

　同じ装いでも、エリオットはどこか文官めいた雰ふん囲い気きを持っていて、国王の下段に立つ二人の王子は、それぞれに違う魅み力りよくがあった。

　面おもてを上げた会場中の人々に、杯が配られていく。

　集まった臣下を段上から見渡し、ティマエスはゆっくりと口を開いた。

「今こ宵よいはカゼルラ王国建国記念式典に列席頂き、心よりお礼申し上げる。――ご存ぞん知じのように、我が国は先王の即位前の戦いを最後に長い平和の中にいる。カゼルラの歴史を紐解といても、これだけ争いのない時代は存在せず、また、国内の憂うれいがない時代もない。余よはこの式典の日を迎えるたびに、平和の記録が更新されていくことを嬉しく思っておるのだ。カゼルラの民の暮らしが穏おだやかであるのも、諸外国の方々の友ゆう好こうと、我が臣の尽じん力りよくあってのこと。サンテオーレ王家は良き隣りん人じんに恵まれ、臣に恵まれた」

　言葉を止め、ティマエスは生せい来らいの優しさが溢れる瞳を細めた。

「ありがとう」

　その柔らかく温かい声は、列席した人々の心に染み渡った。自分を見つめる臣下や大使の表情がほころぶのを見て、ティマエスは杯を掲げる。

「カゼルラに永久の平和と繁はん栄えいを。――乾杯！」

「乾杯!!」

　国王の声に合わせ、広間を埋めつくす人々が唱しよう和わする。

　挙あげられた祝しゆく杯はいはシャンデリアの光に煌きらめき、美び酒しゆを飲み干ほした臣下達から拍手と喜びの声が沸き上がった。

「ティマエス陛下！　万歳！」

「カゼルラ王国万歳！」

「アレクシス殿下、エリオット殿下、万歳！」

　声と共に高々とグラスが掲げられる。

　人々の笑顔の中深紅の絨毯が取り払われ、楽がく師し達がさっと楽器を構えた。

　優雅な調べが始まり、国王が席に着くと段下の列席者達は壁際へと流れていく。曲は建国記念で必ず一曲目に演奏される、カゼルラ国民なら誰でも知るワルツだ。

　前奏が半ばまで来ると、杯を小姓に預けたアレクが颯さつ爽そうと立ち上がった。

　いよいよ舞踏会が始まる。

　今日のパートナーについては、事前に出席者に告知されていた。アレクがリディを中央へ連れだせば、すぐにモニカとエリオの番だ。

（うう……心しん臓ぞうが飛び出そう……）

　落ち着け落ち着け、とアレクの動きを見守っていたモニカは、どきりとした。

　アレクが右側に座するリディを置いて、真っ直ぐに階段を下り始めたのだ。

（……え？）

　試演とは違う成り行きに、楽師達が演奏を止める。

　音楽が途切れ、人々が控ひかえめにざわめく中をアレクは堂々と進んだ。

　隣でロスターが息を呑のむのが分かった。目の前で何が起こっているのか。モニカは瞬まばたきもせず、アレクの動きを目で追う。

　扇せん状じようの階段を下り、目を見開くモニカの前まで来たアレクはおもむろに口を開いた。

「モニカ・ウェスタイン」

　静まり返った大広間に、アレクの声が響き渡る。

　貴族どころか、従じゆう者しやや飲み物を運ぶ従僕達まで動きを止めてアレクを見ていた。息をするのも憚はばかられるような緊きん張ちよう感かんに、誰も声を上げることができない。

「あなたには本当に申し訳ないことをしました。私のせいで色々言われたでしょう。辛つらい思いも、嫌な思いもさせた。あなたが悪いことなど何もなかったのに」

　声を張り上げるわけではない。悔くやしさの滲にじむ声なのに、それは驚くほど広間の全ての者に届いた。

「だけど、私はやっとあなたと向き合うところまで来ることができました。あなたに振り向いてもらえて、どれだけ嬉しかったか。私のために努力してくれるあなたを見て、私はもう迷うことはやめました。あなたは私を好きでいてくれて、私もあなたが好きなんだ」

　モニカを真っ直ぐに見つめる紫の瞳には、これまでになかった自信が溢れている。

「あなたが隣に立ってくれるなら、私はなんだってできる。どんなことでも乗り越えてみせる」

　アレクはモニカに向け、真っ直ぐに腕を伸ばす。

　呼吸が止まった。

「あなたを愛しています。私と結婚してください」
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　瞬きもできない。全身が震ふるえ、考えがまとまらない。

　だが、声だけは聞こえた。

　アレクの声ではない。真っ白になった頭の中で、自分の声だけが聞こえたのだ。

　さあ、立て。立ち上がれ。

　――ここに来ることを自分は誓ちかったのだ！

　震える足で、モニカは椅い子すから立ち上がった。

　励はげますようなアレクの瞳に応え、一歩を踏み出す。

　腕が重い。まるで何かがぶら下がり、上から押さえられているようだ。

　広間中の人々が息を凝こらす中で、モニカはゆっくりと震える腕を上げた。

　懸けん命めいに自分を見つめるアレクの姿が滲む。潤うるんだ視界の中で、ただその姿を頼りに手を差し出した。

「喜んで。アレクシス殿下……！」

　手と手が重なったとき、ぐっと痛いほど強く握にぎり締められた。

　と同時に、アレクの影かげ以外何も見えなかった視界が急に開けた。あらゆる色や人々の顔が映うつり、あれほど重かった腕がふっと軽やかになる。

　目の前のアレクは泣き出しそうな顔をしたが、堪こらえて、お披ひ露ろ目めするようにモニカを前に向かせた。二人は繋つないだ手を真っ直ぐに、胸の高さまで上げる。

　――その瞬間、一いつ斉せいに音楽が鳴り響いた。

　広間を揺るがすほどの拍手と歓声、溢れ出すような音の洪こう水ずいに押され、アレクとモニカは大広間へと進み出る。

　思わぬ、だが、誰もが期待した成り行きに嫌いやが応おうにも会場中が沸き立った。

　楽師達の盛大な演奏に乗せ、二人は優雅に踊り出す。

　エリオがリディの手を取りワルツに加われば、歓かん呼この声は更さらに高まり、それを機に花のような令嬢達がエスコートされて踊りの輪を広げていく。鳴り止まない拍手と音楽が一つになって大広間を包み込んだ。

　二階席から誰が撒まいたのか、色とりどりの花か弁べんが舞い落ちる。それはシャンデリアの光に宝石のように輝き、人々の熱気に煽あおられ広間を舞った。




　――やむことのないワルツと笑顔と祝福の拍手に迎えられ、この日、ウェスタイン公爵令嬢は王太子アレクシスの婚約者としてお披露目された。







　終章　―Epilogue―







　遠くから楽がくの音ねが聞こえる。

　大広間の喧けん騒そうから離れ、月明かりの庭園を歩いていた二人はベンチに腰掛けた。

「結局こうなってしもうたか……」

　ため息交じりのティマエスの言葉に、モニカは頭を下げた。

「申し訳ありませんでした」

「いいや、お前が謝ることではないよ。うちの馬ば鹿か息むす子こが全部悪い」

　愛情のある馬鹿息子呼びに、モニカは微ほほ笑えむ。

「正直に言うと、わしも迷っていた」

　アレクの想いを曲げさせてヴァルダンの姫を娶めとらせるか。モニカを選ぶか。

　許した理由はアレクがどうしてもあきらめなかったこと、行動を改める気き概がいを見せたこと、そして臣しん下かが概おおむねモニカで賛成していたことだった。

　若い臣はアレクの想いの深さを挙あげて賛成していたようだが、重じゆう臣しんの賛成意見が多かったのはひとえにロスターの人じん徳とくだろう。

「アレクとリディの婚約は、先王ウェルギリウス陛へい下かの望むところであったが……」

　ティマエスは力なく言葉を切る。

　これでも各国の勉強をしてきたモニカには、ティマエスの懸け念ねんに予よ測そくがついた。

　アレクの祖そ父ふウェルギリウスと、ヴァルダンのベルナルド王は旧きゆう知ちの間柄だ。若いときには馬首を並べて戦場に出たこともあり、分ぶん裂れつを繰くり返す周辺諸国の平定に協力し合った。

　孫の婚約は、そんな二国の関係を維い持じしていきたいという願いの表れだったのだろう。

　しかし、その時には思いもよらなかったことが起こりつつある。

「……この先、ヴァルダンは荒あれるかもしれん。ベルナルド陛下とサウル殿でん下かの確かく執しつはいうまでもなく、殿下の女性問題も影えい響きようしておる。殿下の今の恋人が子を宿したらしい。表面上は何事もなく見えるが、次代の王太子位を巡めぐって貴き族ぞく達の対立が始まっておる」

　リディやディアの心中を思い、モニカは閉へい口こうした。

　サウル殿下に新しい恋人がいるのも信じられないし、その上また子供ができるとは。

「カーライル殿下とリディの母上である王太子妃はすでに王都を離れ、離宮で暮らしておる。寵ちよう愛あいはもはやなく、権けん勢せいは恋人である公こう爵しやく令れい嬢じように移っておるそうじゃ。……万が一男児が生まれるようなことがあれば、カーライル殿下は王太子にならんかもしれん」

「ですが、カーライル殿下はすでに二十一歳とうかがいました。支し持じする貴族も多いでしょうし、やすやすと排はい除じよされたりしないのでは？」

「しかし彼よりも先に王位に就つくのはサウル殿下じゃ。どちらに付くのが有利か、ヴァルダン王おう宮きゆうは揺ゆれておる。――ベルナルド陛下がご存ぞん命めいのうちはいい。だが譲じよう位い、もしくは不幸で御み位くらいを降りられた後、どうなるか……」

　カゼルラと直接関わりのないこととは言え、リディがカゼルラ王妃として即位すれば全く無関係でもいられない。望まなくとも、国全体が巻き込まれることになる。

　アレクとモニカの婚約には、そういう背景もあった。また、ベルナルド陛下がリディとエリオの婚約を支持したのも同じ理由だったのだろう。

「じゃが、もちろんカーライル殿下を見捨てるつもりはない。アレクと親交の深い彼が王位に就くのが、カゼルラにとって最良じゃからな」

「はい」

　関わりすぎず、関係を切らず、距きよ離りを保っていかなければいけない。そのつもりでいるようにと暗に諭さとされ、モニカは神しん妙みようにうなずく。

　ティマエスはモニカを真まっ直すぐに見つめた。

「頼たのんだぞ、モニカ。お前が心正しくあれば、アレクはきっと正しく国を治おさめる。上う手まく手た綱づなを取ってやってくれ。アレクがお前の言げん動どうに惑まどわされることはあっても、お前がアレクの言動に惑わされることはないから、逆は心配しとらんが」

　真ま面じ目めに聞いていたモニカは、しれっと言われ、思わずクスクスと笑った。

　笑うモニカにティマエスは口くち許もとをほころばせる。

「正式に婚約式をせんといかんな」

　噂うわさは広まるだろうが、今夜集まっているのは一部の貴族だけだ。

　アレクの王太子という身分を考えても、きちんとした式を執とり行わないといけない。そうして初めて、モニカは公的にアレクの婚約者として認められるのだ。

　まだまだ先を思って気を引き締めると、ティマエスは深く頭を下げた。

「モニカ。本当に今まですまなかったな。アレクの振ふる舞まいに加え、わしもお前を傷つけたことだろう。王ではなく、父としてアレクを選んでくれたことに感謝する。ありがとう」

（陛下……）

　モニカは胸を打たれた。

　ティマエスからは、一度ちゃんとした謝しや罪ざいを受けている。再び頭を下げるのは、それだけティマエスが気にかけ、心を痛めていたということだろう。

　モニカは優しく、ティマエスの大きな手を取った。

「陛下。私も感謝しています。あの出来事がなければ、私はアレクを好きにならなかった」

　一体どこからこの道筋が始まっていたのか。

　あの出来事があったときか、アレクと初めて出逢ったときか。母が亡なくなり、王宮へ行くことになったときなのか。――それとも生まれ落ちたときなのか。

　何もかもが繋つながりを持ち、その連続によってモニカは今日のあの場に立ったのだ。

「そのときは辛つらいことのように見えて、実は幸せに繋つながっているのだと思ったんです。私はアレクの愛情が揺るぎないものだと知っています。これから何があっても、アレクなら私を助けてくれる。そう信じられるんです」

　力の及ぶ限り……いいや、及ばないのなら自身の持つ力以上に何かを出してくれる。

　顔を上げたティマエスに、モニカは微笑んだ。

「不思議な出来事に導みちびかれました。アレクに愛されて本当に良かった………………かどうかはよく分からないんですが」

「ううむ、わしも思う」

　互いの本音に、思わず二人は声を上げて笑った。

　もっともっと落ち着いた、平和な恋もあるだろう。だがもう始まってしまった。

　ひとしきり笑った後、ティマエスは立ち上がり手を差し出した。

　二人は腕うでを組み、にっこりと微笑み合う。

「では戻ろうか、私の娘むすめよ。いい加か減げんアレクが乗り込んでくるぞ」

「はい、お義と父う様。そろそろ限界の頃合いですね」

「戻ったら一曲お相手願おうか」

「はい、喜んで！　足を踏ふんだらごめんなさい！」

「なんじゃお前達は。わしの足になんか恨うらみでもあるのか？」

「えええっ!?」

　一ひと月つきほど前のことを持ち出してぼやかれ、意味の分からないモニカはぱちぱちと翠すい緑りよくの目を瞬またたく。

　仲良く腕を組んで歩きながら、ティマエスは庭園中に響ひびき渡る声で笑った。





〈終〉　　　










　あとがき




　こんにちは。小お椋ぐら春はる歌かです。

『恋こいする王おう子じと受じゆ難なんの姫ひめ君ぎみ』第三巻になりました。本当にありがとうございます。

　前巻でモニカのことを書いたのですが、今回はアレクがみんなに「頑がん張ばれ頑張れ！」と言われる話です。モニカはわりと真まっ直すぐに進む子なんですが、アレクがなんかウロウロしてるので書いてみました。これで一歩前進。……できたはずだ。

　ところで、今巻の六章タイトルはショパンの曲名をお借りしました。あのシーンのイメージかというとそうではないんですが、タイトルとしてぱっと思い浮かんだので。よい曲です。弾ひきたいなと思って楽がく譜ふを買ったけど、置きっぱなしのまま十年ぐらい経たってます。よい曲です。

　それでは、お世話になった方へ御礼を。

　イラストの加か藤とう絵え理り子こ先生。今回も華はなやかなイラストをありがとうございました！　コミカライズの方もお引き受けくださり、とても嬉うれしく思っております。これからもどうぞよろしくお願い致します。

　私も楽しみなんですが、この新刊と同日発売の「コミックビーズログ キュン！」にてアレク視し点てんのエピソード０が掲けい載さいされます。皆様もぜひお手に取ってみてくださいね。

　また、原稿が遅れに遅れてご迷惑をお掛けしております担当Ｉ様、校正様、印刷所様、毎回章タイトルロゴが楽しみすぎるデザイナー様。編集部の皆様、営業様、全国の書店員の皆様。本作に関わってくださった方々に厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

　最後に、ここまでお読みくださった皆様に。

　本当にありがとうございました。皆様のおかげでアレクとモニカも成長できたと思います。考えているラストまでちゃんと行けるように頑張りますので、どうかよろしくお願い致します。

　お手紙をくださった方々。とても嬉しかったです！　本当にありがとうございました！　きちんとお返事は書きたいなと思っておりますので、今しばらくお待ちください。デビュー時の直じき筆ひつメッセージでお気づきかと思いますが、字が汚きたないです。先に自じ己こ申しん告こくしておきますので、心構えをよろしくお願い致します。

　それでは、楽しいクリスマスをお過ごしくださいませ。


小椋春歌　　　　
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